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    　プロローグ


    



    　月が雲に隠れて、闇に包まれた夜のこと。


    　その雲もやがて、風に乗って動きはじめていた。　


    



    　彼女は、男に対して激しい憎しみを感じていた。殺してやりたい。蹴り殺してやろうか、それとも殴り殺してやろうか。この男を殺すことができなければ、自分が殺されてしまう。そんなのは絶対に嫌いやだ。


    「いくぞ、生に飢うえた亡もう者じや!!」


    　男が叫び声を上げる。それをきっかけに攻めて来いという挑発でもあった。


    　彼女はそれに乗った。彼女は思う。蹴りでも、拳こぶしでもどちらでもいい。殺せればどちらでもいい……。


    「やれるもんなら、やってみてよ！」


    　二人は、暗闇の中を磁じ石しやくに引き寄せられたかのように、互いの位置を正確に把は握あくして跳ちよう躍やくした。互いに、必殺の一撃を狙ねらう。それは決して相あい容いれないもの同士の戦いだった。


    　風が強くなっていく。


    



    「……………………えっ？」


    「……………………噓、だろ」


    



    　二人は同時に声を上げた。そして互いに互いを殺せる位置で、動きをピタリと止める。


    　月を隠した雲は、風に乗って流れた。月の光は闇を侵しん食しよくする。


    　あたりは月の光に照らされて、二人は至近距離で互いの顔をはっきり見た。


    　こんなことありえない。どうして、なんでこんな巡り合わせなのか。


    　彼女は男を殺そうという意思を失ってしまった。


    　男は、なぜ自分がこんなことをしているのか、わからなくなった。


    　ああ、なぜこんなことになってしまったのか……。


    　それはどちらが思ったことか。


    　風は吹きつづけて、月の明かりは、また雲に遮さえぎられようとしている。


    　廻る世界は、ゆっくりと、ゆっくりと確実に方向を変えていく。

  


  
    



    



    　第零章　自分のために


    



    　暗い室内に三人の男がいる。


    　一人は老人。そして二人は、その年齢を足しても、老人には到底及ばない年としの少年たち。


    「もう一度確認するが……本当にいいんかの？」


    　髭ひげをたっぷりと蓄たくわえた老人が、二人の少年に問い掛ける。暗い中でも、鋭するどい眼光が二人の少年を捉えていた。


    「はい、構いません」


    　その問いに対して、少しだけ背が高いほうの少年が答えた。もう一人の少年は黙ったまま、口を噤つぐんで老人のほうを見つめている。その意志はもう一人の少年と同じようであった。


    　老人はカカカと笑って、少年たちに背を向けて窓の外の街を眺める。


    「父や母は、この仕事に一生を費ついやして、その命をも散らしましたが、私たちがその遺い志しを継つぐのは当然のことです。これは一種の我がままなのかもしれません。でも……それでも僕、いえ、私たちは自分たちの意志を貫つらぬきます」


    　背の高いほうの少年がそう言うと、もう一人の少年も、私も同じです、と言って続ける。


    「父と母も、お前たちのやりたいことをしろ、と言っていました。そしてこれが私たちの出した結論です」


    　それを聞いた老人は、少しだけ考え込む。そしてうんうん、と頷うなずいて身を翻ひるがえし、二人に向かって手招きをした。二人は、何事かと顔を見合わせたあと、言われたとおり窓まど際ぎわに向かった。


    　窓、といっても小さなものではなく、透明な壁ともいうべきものだった。さながら映画館のスクリーンのように街の風景を映し出す。


    「綺き麗れいなものだろう？」


    　ここは、高層ビルの一室。そして、時間は夜だった。窓からは、光り輝くイルミネーションと、それを縫うように移動する自動車のヘッドライトの光、そしてそれらに照らされて、やっとその影を確認することができる歩行者がいた。


    「はい。……でも、あまりいい気分にはなれません」


    「そうだろうな。だが、それはおまえたちが、〝街〟に関わっていないからだ。常によそ者、部外者……。人と接点があっても、すぐにそこから立ち去らなければならなかったからのぅ……」


    　二人は目でヘッドライトの光を追いながら、その話に耳を傾ける。老人は続けた。


    「だがな、今から変わる。これからは同年代の友達を作るのもいいだろう、恋をするのもおおいに結構。直接この街というわけではないが、今と一年後でこの景観を眺めたときの印象は、まったく異なるものになるだろうのぅ……。がんばれよ」


    「「はい、ありがとうございます」」


    　二人の少年は声をそろえて、感謝の意を表あらわす。そのタイミングはほとんど同時だった。


    「仲がいいのぅ。……それから、もうその言葉遣いはやめい。ワシのことは、『おじいちゃん』でよいぞ」


    「いや、そんな失礼な呼び方は……」


    　背が少し低いほうの少年が、その馴なれ馴れしい呼び方に対して抗議した。言葉遣いは、彼らの世界での上下関係においてもっとも大事なことだからだ。目上である老人に対して、そのような言葉遣いはできない。それは、もう一人の少年も同じことだった。


    「昔はそう呼んでいたじゃあないか……。あと、三カ月で終わりなんじゃし、無ぶ礼れい講こうじゃよ」


    「「し、しかし……」」


    「カハハハ、『し、』の部分まで同じタイミングとは、よっぽど仲がいいんじゃなぁ。だったら命令。最後の任務が終わるまでワシのことは『おじいちゃん』と呼べ。それが終わったら、もう上官じゃないから、敬語は使うなよー」


    「「そんな……ずるい」」


    　また同時だった。老人はそれがおかしくて、腹を抱かかえて笑っている。そのままよたよたと歩いて、壁かべ際ぎわのスイッチを押し、部屋の明かりをつけた。瞬またたく間まに部屋は明るく照らし出される。


    　二人の少年は、先ほどとはうってかわって困こん惑わくしている。それが、老人には年とし相応に見えた。


    「お前さんたち、いくつになる？」


    「十六です」


    「十五です」


    「そうか、そんなになるのか……」


    　老人は、そう言いながらまた窓のほうへ近づく。近くまで行くと、老人は二人を見上げる形になった。老人は、なにかを思い出したかのように、また笑った。


    「新学期は今週からじゃ。編入の手続きはすませておるし、おまえたちの両親の家は、また人が住めるように掃除しておいたからのぅ。まぁ、せいぜい楽しくやるんじゃなー」


    　そう言って、後ろ向きに手を振りながら、老人はこの部屋と繫つながっている自室へと戻って行った。その顔には満面の笑みがあった。


    



    　バタン、と扉とびらが閉まって部屋には少年二人だけが取り残される。背の低いほうの少年は、緊張の糸が切れたのか、そのまま近くにあるソファにどっかりと腰を下ろして、ふぅ、と息を漏らした。


    　背の高いほうの少年は、いまだ、窓の外を見つめている。


    　なにも不安がないかと言えば、噓だった。ごく普通の同年代の学生たちに、受け入れられるだろうか……、今までとは、まるで違う世界に生きるのは、とても難しいことかもしれない。


    「兄さん、不安でもあるの？」


    　ソファに座った少年は、顔も見ていないというのに、兄と呼んだ少年の心を見み透すかしてみせた。そして、そのまま続ける。


    「そりゃさ、違った世界に飛び込むのは難しいけど……、俺たちには、その資格があるんだよ。殺さつ伐ばつとした世界から、平和な世界へ飛び込んでいける。でもさ……」


    「でも？」


    「平和な世界に住んでいる、普通の人たちは、殺伐とした俺たちが住んでいる世界には飛び込んでこれない。そうなったとき、待ってるのは死だけさ。だから、そのぶん恵めぐまれてるって思わなきゃ！」


    「そうか……、そうかもな！」


    　弟に励まされて、兄の不安は少しだけ消えたようだ。


    　そのおかげか、先ほどまで不快に感じていた窓の外の眺めも、今は少しだけ心地のよいものになっていた。

  


  
    



    



    　第一章　決戦は、金曜日


    



    　窓を抜けた太陽光は、カーテンに遮さえぎられる。


    　が、わずかに漏れて眠りの終わりを促した。


    「……ん……朝、か……」


    　さちは目を覚ました。


    　体はまだわずかに眠りを求めている。昨晩、あまり眠れなかったのだ。


    「……起きなきゃ」


    　気合いを入れるために両手で自分の頰ほおを叩き、体を勢いよく起こした。すると、体を支配していたけだるさが、少し消えていく。


    　パジャマのままで、さちは部屋を出た。そのまま自分の部屋がある二階から、一階に降りる。そして台所に直行し、冷蔵庫をあさる。お目当ては牛乳だ。


    「お、さち、もう起きたのか。今日は早いなぁ」


    「おはよー。お父さん」


    　牛乳を飲みながら、さちは同じくパジャマ姿の父親に挨あい拶さつした。


    「おう、おはよう」


    　父親の目的も牛乳なのか、コップを食器棚から取り出し、さちから牛乳パックを受け取り、続ける。


    「まだ六時半だぞ。今日はなにかあるのか？　いつもさちが起きてくるのは七時半くらいだろ？」


    「うーん、ちょっと昨日眠れなくてねー」


    「なにかあったのか？　父さんでよければ相談に乗るよ」


    　父親は、娘の体調を心配しているようだった。だが、さち自身はあまり関わってほしくなかった。特に父親には。


    「いいの、気にしないで」


    「まぁ、さちがそう言うなら、深く追及はしない。だけど、いつでも相談していいぞ」


    「はいはい、大丈夫だから。お父さんは心配性なんだから。いつもは起きてくるのが遅い娘が早起きしたんだから、誉ほめるのが普通だよ？」


    「ん……、普通かな？」


    「普通だよ」


    「そうかそれが普通だよな。そうだよな、さちは偉いなぁ」


    　などと、娘に上う手まく話をそらされたのに気づいていない父親は、二杯目の牛乳をゴクゴクと一気に飲み干した。


    



    　さちは台所を出て、洗面所に向かった。いつも洗顔してから朝食を摂ることにしている。


    　途中、同じく洗顔していた母親と会った。ショートカットの髪は乱れて、爆発したように逆立っている。


    「おはよう、お母さん」


    　母親はさち以上に眠そうで、不ふ機き嫌げんそうだ。


    「あら、今日は早いのね。おはよう」


    　洗顔してもなお、不機嫌そうに目をこする。


    「今日は学校早かったっけ？」


    「そんなことないよ。たまたま早く起きただけ」


    「へぇ、珍しいこともあるもんねぇ。どうしたの？　ぐあいでも悪いの？」


    　父親と同じ反応。さちはそれを聞いて少し呆あきれてしまった。夫婦そろって娘をなんだと思っているのか。


    「もー、私が早起きしたら病気なの？　逆に誉ほめてほしいよ。私偉いでしょ？」


    「偉くない。全然偉くない。普段から早起きするのが普通なの」


    「普通なの？」


    「普通なの！」


    　ふーん、そんなものなのかと、さちは思った。今までがおかしかったのか。考えを改めなくてはならない。


    　母親を見れば、自分と同じように朝が苦手なのにもかかわらず、いつも早起きをしている。偉いというのはこういう人のことを言うのだろう、とも。


    「そうかもね。じゃあ、明日からは早く起きるよ」


    「そう、それでよろしい。ちょっと待っててね、すぐに朝御飯にするから」


    　と、母親はとたとたと廊ろう下かを歩いていく。


    「うん、ありがとう」


    　さちは、そう感謝の気持ちを素直に言葉にした。母親に礼を言ったのは久しぶりだった。


    



    　洗顔のとき、さちはまず、鏡を覗のぞくことにしている。


    　そこには、いかにも「さっき起きたばかりです」といった感じがする、上と下がくっつきそうなまぶたや、血行の悪い顔が映し出されていた。


    「うん、早起きしたときの顔だ」


    　承知の上だった。滅めつ多たにないことだが、さちが早起きしたときは、いつもこんな顔になっているのだった。
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    　しかも、このへんも遺伝であろうか、先ほどの母親と同じ髪のはねぐあいだ。


    　水道水を両手ですくい、冷水を顔にかけた。その冷たさは顔から熱を奪い、体から眠気を取り去る。完全に覚かく醒せいした身体は、まるで飛べるような気分をさちに与えてくれる。


    「ふぅ、朝って感じだなぁ」


    　鏡を改めて覗のぞき込み、さちは言い直す。閉じられそうだったまぶたはパッチリと開かれて、大きな目を邪じや魔ますることはない。顔色も、健康体のそれを取り戻している。さちのこの姿を見てなお、ぐあいが悪いのか、と訊く人間はいないだろう。


    　梅つ雨ゆが明けた初夏。早朝でも熱い外気は、洗面所の窓から侵入してきていた。


    



    　洗顔を終えて、さちは部屋に戻った。


    　爆発していたセミロングの髪は、ツインテールにまとめられている。化粧の類たぐいはしない。さちの通っている高校では禁止されているし、さち自身、あまり化粧をするのは好きではなかった。


    　さちは、パジャマを脱いで制服のブラウスに袖そでを通す。通したところでボタンも留めずに勉強机に座った。


    　そして引き出しを開ける。そこには白い便びん箋せんと、一枚の写真があった。


    　それを取り出して頰ほおを赤くする。写真を見て今度は頰を真っ赤にした。もし、父親が見ていたなら、今度は熱があるのか、と騒ぎ出すだろう。


    　誰かがその姿を見ている、というわけでもない。部屋の中はさち一人だ。だが、顔の紅こう潮ちようは消えない。その写真に写っているのは──好きな男の子の写真であった。


    　少年は、あまり写真を撮られるのに慣れていないのか、単純に写真を撮られるのを恥ずかしく感じているのか、表情を強こわ張ばらせているようにも見える。


    　その少年の横には、別の人間のちぎれたピースサインがあった。どうやら集合写真から、少年が写っている部分だけを切り取ったようだった。


    「アツミくん……」


    　彼の名は高たか田だアツミ。十六歳。さちと同じクラスの男子だ。


    　アツミは、さちが高校二年生になった今春、同じクラスに転校してきた。その後、四月から七月の三カ月という短い期間で、特別な好意という感情を持つに至ったのだ。


    　蒼そう海かい高校、それがさちたちの通う高校の名前だ。特に優秀というわけではないが、誰でも入れるほどレベルが低いわけでもない。そんな高校だった。


    　さちがこの高校に進学した理由は、家から近いこと、その一点に尽きる。さちが住む街、Ａ郡桐きり人ひと町には、高校が一つしかない。つまり、近くの高校に通いたい、となると選せん択たく肢しは蒼海高校しかないのだった。


    　そんな考えの人間は、さちの他にもたくさんいるので、進学しても必然的に同じ中学校出身の人間が多い。さちが、アツミに興味を持ったのは、転校生が珍しいということもあったのかもしれない。


    　そして、昨日さちは大決心をした。それは自分の想いを伝える、すなわち──愛の告白。


    　今日の早起きは、寝不足と先走った気持ちが引き起こしたものだった。取り出した便びん箋せんの中身、ラブレターをああでもないこうでもないと思し案あんして昨日はほとんど眠れなかったのだ。


    　さちは、便箋を開けて手紙の内容の誤字脱字をもう一度確認する。


    　手紙には、


    



    　──放課後の午後四時半に、体育館裏で待っています。　


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ・Ｙより


    



    　とだけ書いておいた。


    　最初は、自分がなぜ、アツミを好きになったのか、どうして好きなのかといった部分を綴つづった。しかし、言葉を飾れば飾るほど、文章のバランスがおかしくなった。その後は、いくらがんばっても今度は言葉がなくなり手詰まりになってしまった。


    　次は簡かん素そにしようと思って用件だけを書いたが、それではあまりに味気ない。自分がラブレターを書いているという現実と、明日告白するという恥ずかしさで悶もん々もんとしてしまう。


    　ああでもないこうでもないと思案しているうちに、すでに時刻は午前三時を回ってしまっていた。


    　そして、さちは一つの結論に達した。文字では伝えられることには限界があるし、読まれなかったり、間違って他の人間に読まれる可能性だってある。だから想いは自分で伝えよう、と。


    　だが、さちは男の子に告白するなんてことは初めてだったので本名を書かず、イニシャルだけを記した。そうすれば少なくとも、名前を見ただけで逃げられたりすることもないだろう。


    　今日、これを好きな男の子に渡す──さちは、自分の気持ちを伝えるということが、こんなに大変だとは思っていなかった。前日の時点であんなにも心が熱くなった。今日、想いを伝えるという行為をするのだと考えるだけで、どこかおかしくなりそうだった。


    　さちはもう一度きれいに手紙を折り直し、丁てい寧ねいに糊のり付づけし、それを鞄かばんに入れる。そして着替えを再開した。時計を見るとすでに午前七時を回っている。それでも、いつもに比べれば早い朝食。朝食のときくらいは落ち着こう。張り詰めていては駄目だ、平常心でいこう、とさちは深呼吸をした。


    



    　さちが食堂に降りると、すでにテーブルには朝食が展開されていた。父親はすでに食べ終わっているようで、いまだパジャマ姿のまま、テレビのニュースと新聞を見比べている。


    　今日の朝食は、炊たきたての白いご飯にあじのひらき。目玉焼きに味み噌そ汁しる。それと暑くなってきてからの定番、冷えた麦茶。それはいつもと変わらない朝食だった。


    　だがさちにはなぜか、特別に今日の朝食が美お味いしそうに見えた。実際に食べてみると、やはりいつもよりも数段美味しい気がする。


    「お母さん、これって、いつもと同じ朝御飯だよね？」


    「そうだけど。なによ急に……、いつもより不ま味ずかった？」


    「え、そんなことないよ。逆だよ、ぎゃーく。なんだか今日の朝御飯、すっごく美味しい」


    「それはな、さちが今け朝さ早起きしたからだよ。お母さんもさちを誉ほめてやりなさい」


    「そんなことないよ、お父さん。今朝の私が偉いんじゃなくて、いつも早起きするべきなの。それに本当に偉いのは、いつも朝御飯作ってくれるお母さんだよ」


    「えっ、だってさっきさちが……」


    「そうよ、あなた。たまにはあなたが作ってくれてもいいのよ」


    　先ほどとは違う娘の反応に、父親はたじろぎ、新聞に目を落として黙ってしまった。


    



    　そのあとさちは、母親と談だん笑しようしつつニュースを見ながら朝食を口に運んだ。すでに朝食をすませていた父親は、夫婦の寝室に着替えにいっている。


    「ところで、さちさぁ……」


    　と、突然今までの話題とは関係なく切り出す母親。


    「あの、写真の子誰？」


    　さちは、口の中に一緒に入っているあじと御飯を噴き出しそうになった。できるだけ平然を装よそおうために堪こらえてなんとか飲み込んだが、それだけで相当体力を消しよう耗もうした。


    　まずは落ち着かなければ……と、心を落ち着かせてから麦茶を飲んで反論する。


    「……写真ってなんのこと？　私知らないよ」


    「またまた、とぼけちゃって。さちの部屋掃除したときに机の上に置いてあった写真のことよ」


    「ななななななな、なに言ってるの！　ぜ、全然まったく、なんの関係もないよ」


    　ああ、しまった……やらかした。これは完全にばれている。まさか告白する当日に母親にばれるなんて……。そう思いながらなんとかごまかす手段を考える。


    「へぇ、それだけ反応するってコトは絶対なにかあるわね」


    「うぅぅ、それは……」


    「ほらほら、経験豊富な母さんに乙女おとめの秘めた悩みを打ち明けてご覧らんなさい」


    　笑顔で、追い詰める母親。その笑顔は穏やかで、邪じや気きの見当たらないのが逆に怖い。だがそれは明らかに楽しんでいる顔だ、と確信するさち。これ以上下へ手たに反論したら父親にもばれてしまいかねない。観念して早めに降こう参さんすることにした。


    「わかった、わかったから、これ以上は帰ってきてから……ね」


    「まぁ、いいけどね。仕方ないか……。じゃあ、今日の結果は必ず報告すること」


    　今度は胃いから、呑み込んだものが全部出てきそうになった。


    「えぇぇぇ、そこまで知ってるの？」


    「そりゃ、夜中音読してればねぇ……」


    　ああ、またやってしまった、と心の中で自分を殴るさち。たしかに昨日の夜はもう自分が自分じゃなくなった感じだった。だけど、よりによって音読とは……。今度からは推すい敲こうは静かにやらなければ。心の中のさちの姿は、大きいコブを作って頭から血を流していた。


    「でも、さちが好きな男の子にラブレターとは……。いつまでも子供だと思ってたけど結構やるもんねぇ」


    「私だって、もう子供じゃないもん。好きな人の一人や二人……。それにまだ付き合ってるわけじゃないし。というかお父さんにはばれてないよね？」


    「大丈夫よ、お父さんは昨日ぐっすり寝てたから」


    　それはよかった、とさちは胸を撫なで下ろす。これで父親にばれてしまったらきっと大変なことになる。


    　と思っていたのもつかのま、タッタッタッタッとフローリングの廊ろう下かを鳴らして、誰かが走ってくる音が聞こえてきた。ドンっという音も聞こえてくる。そして、一秒ほど間が空いて、またタッタッタッタッと走る音。


    「母さん、ラブレターとか聞こえたけれど、さちがもらったのか？　それともさちが渡すのか？」


    「ラブレター」という単語を聞きつけて、父親が寝室から駿しゆん足そくで駆けつけてきたのだ。それも二階から……。ドンッという音は、階段などちまちま降りている場合ではないと、一気に飛び降りたときの音らしい。その間、五秒弱、無駄な脚きやく力りょくだ。そして階を隔へだてて聞きつける無駄な聴ちよう力りよく。この父親は娘のことになると実力以上の無駄な力を発はつ揮きするのだった。


    「えー、なんのこと？」


    　さちはとぼけてみせた。これ以上ばれてはいけない。せっかくの決心を無茶苦茶にされてもらっては困る。


    「どこの男だ？　父さん、そういうの許さないぞ！」


    　父親はまったく聞いていない。母親は、さーてあと片付けあと片付け、などと知らないふりをする。さちは、立ち上がって何事もなかったように、やりすごそうとする。


    「じゃあね、お父さん、私学校に行くから」


    「こらこら、逃げるのはよくないぞ。さちにはちゃんと説明してもらう」


    　じりじりと詰め寄る、父親。娘を想う気持ちと、見知らぬ男への嫉しつ妬と心しんからか、笑顔とも怒りの顔ともいえない微び妙みような表情をしている。


    「さあ」


    「……………………」


    「さあ！」


    「……………………！」


    「さあ!!」　


    「……………………!!」


    「さあ！　！　！」　


    「……………………！　！　！」


    　父親が、吐と息いきがかかるくらい至近距離に近づく。このまま、父親にも知られてしまうのか、とさちが思ったとき、父親は笑顔のまま倒れ込んで気絶してしまった。


    　詰まったような鈍にぶい音とともに……。


    「お母さん、それシャレにならないんじゃない？」


    　父親の後ろを見ると、笑顔で母親が椅い子すを持って立っていた。さちはこれで殴ったのだろうとすぐに気づいた。


    「大丈夫大丈夫。さちしか見えなくなったお父さんを止めるには、これしかないから」


    　と変わらぬ笑顔のまま答える。いまだ寝ね癖ぐせで逆立った髪はさながら阿あ修しゆ羅らの如ごとく、であった。


    「ありがとうお母さん、この恩忘れないよ」


    　まるで、「ここは俺に任せて、お前は行け！」という指示を仲間から受けたあとの漫画の主人公のように、食堂から立ち去るさち。「早くここを出なければ、奴がここをしのいでる間に！」とノリノリで、歯磨きをするためにもう一度洗面所に向かった。


    



    　しっかり歯を磨いて、忘れ物がないか確認し、ついに準備は整った。さちは毎朝焦あせっているが、こんなに疲れたことはなかった。


    　玄関には、母親と先ほど意識を取り戻した父親。普段とは立場が逆で、今日はさちが見送られる。父親はどうやら記憶が曖あい昧まいなようで、さっきはなにしてたんだっけ、と首をかしげている。


    「じゃあな、さち」


    「さっちゃん、がんばってきなさいよ」


    　さっちゃん──さちが小学生のときまでは、いつも母親はそう呼んでいた。けれどいつしか「さち」と名前で呼ばれるようになった。それはごく普通のことだ。今ではさっちゃん、という呼び名は母親がさちを特別励ますときにしか使わない。


    　さちが友達と喧けん嘩かして落ち込んだとき、中学でやっていた部活の試合のとき、高校受験のとき……。いつもその言葉から元気をもらっていた。だからさちは、その言葉でいつも元気になれる。


    「うん、行ってくるよ。お母さん、お父さん」


    　そう言ってドアを開ける。絶対に告白を成功させる、という気き概がいをもって。


    



    　さちが家を出たあとに父親は母親に尋たずねた。


    「お母さん、さちは今日はなにかあるのかい？」


    「さぁ、なにがあるのかしらねぇ」


    　こうして、吉よし岡おか家の朝は慌あわただしく流れた。


    



    　　　　　●


    



    　傍かたわらの街路樹は朝の日差しを浴びて、葉に溜たまった朝あさ露つゆを照らしている。それは、本格的に暑くなりはじめた初夏の朝、立ち止まってじっくり眺めても損はないほどの美しさだった。


    　だが、さちはそんな美しい景観をちっとも見ずに登校した。


    　本当に来てくれるだろうか？　上う手まくその想いを伝えられるだろうか？　イニシャルを見た時点で気づかれて逃げられてしまうのではないだろうか……？　


    　学校の昇降口に着いても、さちはそんなことを一人悶もん々もんと考えていた。


    「さっちゃん、おはよー」


    　さちの不安は尽きない。そもそも、振られてしまわないだろうか……？　「お友達から始めましょう」と言われればよいほうだ。「もしかしてコレ、罰ゲーム？」などと言われるかもしれないし、たちの悪い友達のどっきりだと思われるかもしれない……。


    「ねえ、さっちゃんってば……。あれ？　さっちゃん聞こえてない？」


    　そのくらい序じよの口くちだ。もしかしたらすでに彼女がいるかもしれない。コレは最悪のパターン。「ああ、ゴメン、オレ彼女いるから」なんてこと言われたら、どうしよう……。


    「おーい、さっちゃーん！」


    　ネガティブシンキングは止まらない。「オレ、女の子には興味ないんだよね！　紹介するよ。僕の恋人のマイケルさ！」なんて言われてムキムキのあっちの世界っぽい人を紹介されるかもしれない。そんなことになったら、私は一生ひきこもりだ。あまりの暗い想像に思わず涙るい腺せんが緩ゆるんでしまう。


    「さっちゃん、もしかして気づかないフリ？　それともシカト？　……ってなに泣いてるの？」


    　どん底まで落ちた想像をして、さちは考え直した。こんなこと考えていても、いい結果は生まれない。いい結果のことを考えよう。……いいこと。……いいこと。もしかしたら、告白される前に、私に告白してくるかもしれない。「吉岡さん、実は君のことがずっとずっと好きだったんだ。一生君を愛す。だから付き合ってくれないか？　むしろ結婚してください」……と言われる可能性もなくはないわけだ、と。


    　さちは涙をぬぐって今度は気の抜けた笑顔を浮かべる。漫画のように擬ぎ音おんがつくとすればそれは「にへらぁ～」といった感じ。傍はたから見ると、子供がプールでおしっこしてしまったときのような顔で、なんとも間まが抜けている。


    「さっちゃんのばかっっ！」


    　さちの頭に衝撃が走った。考え事をしながら、無意識に見ていた正面の風景が、いきなり床に変わる。後頭部を何者かに学生鞄かばんで強打されて派手に倒れ込んだのだ。とっさに手をついたからよかったが、もう少しで男の子とのファーストキスの前に、学校とキスしてしまうところであった。


    「もー、いきなり誰？　なんでこんなことするの？　ってなみちゃんじゃない！」


    　視線を上げ、立ち上がりながら犯人を確認するさち。白く細い足が見える。スカート丈たけは校則で定められた「膝ひざ下十センチ」をしっかり守っている。制服はさちと同じもの。少しの着崩しもなく、しっかりとすべてのボタンが留められたブレザー。さちより若じやつ干かん大きい胸部。髪は後ろで結ゆわえポニーテールにしている。少し赤みがかった髪。さちと同じく化粧はしていない天然の笑顔……。


    　それはさちのよく知る人物──親友の諸もろ沢さわ那な美みだった。


    「だって、さっちゃんが反応してくれないから」


    「えっ、今来たんじゃないのなみちゃん？」


    「本当に気づいてなかったんだ、さっちゃん……ずっといたんだけどあたし」


    「うそ？　どのくらい前からいたの？」


    「うーん、そーねぇ……。さっちゃんがなんだか悩んだような顔をしながら歩いてて、それからいきなり泣き出して、そのあと変な顔で笑い出したのは全部見てた！」


    「…………」


    　さちは返す言葉が見つからなかった。まさかすべて見られていたなんて。


    「さっちゃんのことだから告白失敗する想像でもして、泣きそうになって、そのあと暗い考えばかりだとダメだと思って、今度は告白オーケーされる想像でもしてたんでしょ」


    　と見事にこちらの考えを言い当てられてしまう。お互い、「さっちゃん・なみちゃん」の仲で、幼稚園から同じ学校で同じクラスの那美には、隠し事など通用しないのだ。


    　さすがにあっちの世界のマイケルさん（仮）までは、予測できていないようだけれど……。


    「うん、当たり。私暗い結果を想像しちゃうとダメなの。もし失敗したら私死んじゃうよ」


    「大丈夫大丈夫！　成功するって！　さっちゃんはかわいいし」


    「本当に？　アツミくんオーケーしてくれるかな？」


    「もちろん！　当たり前よ。必然よ。運命よ。前ぜん世せから決まってたことなの。だから絶対大丈夫!!」


    「なみちゃんがそこまで言うならそうかもね。私元気が出てきたよ。ありがとね」


    　那美がここまで告白の成功を強調するのには理由があった。さちが落ち込むと、泣きっ面つらに蜂はちが何十匹もたかる。つまり不幸の連れん鎖さが起こるのだ。


    



    　たとえば、小学生のころこんなことがあった。


    　さちと那な美みが四年生のとき。秋の遠足の日、さちは母親に作ってもらったお弁当を出発する前の学校で見せびらかした。那美は、「いいでしょー、私のお弁当」と笑顔でクラスメイトに自慢していたさちの顔を今でも鮮明に覚えていた。


    　教室で諸連絡が終わってバスに乗り込み、午前中は植物園を見学した。午後は国立公園で、自由時間兼けん昼食だった。そこで事件は起きた。


    　皆の敷物をくっつけて一緒に昼食を摂ることにした。各おの々おのがお弁当を広げて食べ始めた。小学校の女の子だけあって量は多くないものの、そのどれもがかわいらしい中身ばかりだった。だが、行く前に散々自慢していたさちが一向にお弁当を食べようとしない。それどころかリュックから取り出そうともしない。不審に思った那美がさちに尋たずねた。


    「さっちゃん、おべんと食べないの？」


    　さちは首をふるふると横に振った。他の友達も同じ質問をする。


    「どうしたの？　おなか痛いの？」


    　さちはもう一度、首を横に振った。そしてみるみるうちに目に涙を溜ためると、それが頰ほおを伝う。そして「うわーん」と泣き出してしまった。那美とその他の友達はどうしたの？　どうしたの？　と質問攻め。だがさちはいつまで経っても理由を答えようとしない。それを聞きつけて野や次じ馬うまの如くクラスメイトたちが集まってきて、同じ質問を繰り返す。


    　ついには担任の教師までやってくる事態にまで発展した。騒動が大きくなったことに気づいて、さちは観念して答えた。


    「……お弁当、忘れたの……学校に」


    　その答えを聞いて、その場は爆笑の渦うずに包まれることになる。そしてさちは、さらに三十分ほど泣きつづけた。


    　やっとさちが泣き止やんだころには、笑いも完全に引いていて、野次馬たちも自分たちがお弁当を食べていた場所に戻っていた。その場には、なんとなくの重い空気が漂ただよう。


    　それを見かねた担任は、自分がお弁当を食べている場所にさちを呼んで、白い御飯だけが入っているお弁当箱を渡した。担任いわく、「他の子たちには話はしてあるから、みんなの敷物を回って、お弁当のおかずをもらってきなさい」とのことだった。


    　さちは早速クラスメイトのところを回って少しずつおかずを分けてもらった。クラスメイトたちは、爆笑してしまった罪悪感からか、快こころよくおかずを分けてくれた。そして十分も経たないうちに立派なお弁当ができあがった。さちは完成したお弁当を見て、クラスメイトたちにお礼を言ったあと、


    「せんせー、みんなにお弁当分けてもらったよー」


    　と、はしゃぎながら担任に走り寄って……見事に転んだ。


    　できあがった立派なお弁当は全部ぶちまけられ、大地への供く物もつになった。そして、決して弁当箱には還らないひっくり返ったおかずを、無言のまま一分ほど見つめて今度ばかりは分けてもらった恩と、それを食べもせずに駄目にしてしまった罪の意識から、泣きながら、走ってその場から逃げ出した。


    　皆（担任さえも）が啞あ然ぜんとする中、那な美みはさちを追いかけた。いつもは那美より足が遅いさちだったが、そのときばかりは、異様な速さで走り去り、那美は追いつくことができなかった。


    　さちが走り去った先は滝が近くにある崖がけ。訪れている国立公園は、綺き麗れいな滝が見えて癒いやされる美しい景観で有名な場所だった。高さは数十メートル程度。もちろん人が落ちないように柵さくは設置されていたが、あまり高くはなく、さちはそこに腰掛けていた。那美は、さちが泣き止んでいるのを見て、慰めようとゆっくりと近づいた。


    　しかし、那美はその後、さちに話し掛けることはできなかった。結論から言えば、さちは滝たき壺つぼに落ちて、川に流されたのだ。


    　それは突然だった。那美がさちに見えるところまで近づいて、「大丈夫？」と問い掛ける。さちは返事こそしないものの、苦にが笑わらいして肯こう定ていの意思を示した。那美が、仕方ないので自分の弁当を半分分けてやろうか、などと思し案あんしているとき、偶然にも近くで野球をしていた男子のホームラン性の打球が、さちの頭とう頂ちよう部ぶを直撃した。そして、哀れさちは滝壺に落下してしまったのだ。


    　そのあと、さちは川の上流の滝から流されて、二キロ先の中流で発見された。遠足は即中止となり、警察が出動する大騒動となったが、さちは奇跡的にも助かった。しかも無傷で。発見されたとき、さちは気絶したまま岸に打ち上げられていた。意識を取り戻したさちは、迷子になった自分に悲観して体育座りで泣いていたらしい。


    　病院で精密検査をしてもなんともなかったので、さちは次の日学校に出席した。学校で奇跡の生還者扱いとなったさちは、嬉うれしそうに前日の様子を語り、弁当騒動のことなどクラス全員がすっかり忘れていた。那美も親友が生きていたことが嬉しくて大いに喜んだ。


    　しかしその日の夕方、なんとさちは、学校に忘れたお弁当を家に帰ってから食べたのだ。季節は秋とはいえまだ暑く、閉め切った教室に二日ほど放置した弁当が傷いたんでいないはずがない。那美があとで聞いた話だが、吉よし岡おか家の教えでは、出されたものは絶対に全部食べるというのが決まりらしい。このままでは怒られると悩んださちは仕方がないので全部食べたのだった。


    　その次の日から一週間、さちは学校を休むはめになってしまった。


    



    　そのほかにも何度も何度も、さちの泣きっ面つらに蜂はちが何十匹もたかるような出来事があった。それはすべてさちが悲観して起こした行動の結果だった。だから那美は、さちに極きよく力りよくネガティブな考えをさせないようにしている。それを差し引いても今回は色恋の話。那美の心配は尽きないのだ。


    「あれ、なみちゃん考え事？」


    　さちは、那な美みの顔を覗のぞき込んだ。どうやら自分の話を上うわの空そらで聞き流していたらしい。


    「うん、昔のこと思い出してた。まぁ、そんなことはどうでもいいの。さっちゃん、必ず成功させてね。さっちゃんを見届けてからじゃないと、あたしも恋愛なんてできない」


    「うん、わかった。なみちゃんのためにも私がんばる」


    「よし、その意気だっ!!」


    　那美はさちの肩をぽんと叩いて励ました。
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    　教室に到着すると、朝早いこともありクラスメイトは五、六人しかいなかった。さちが好きな男の子──高たか田だアツミもまだ登校していない。席が隣となり同士のさちは那美とともに席に着いて、作戦を立てることにする。一応は他の人間がいることも考こう慮りよして小声で。


    「で、さっちゃん。ラブレターは書けた？」


    　さちは、結局ラブレターを書けなかったこと、自分で直接想いを伝えることを那美に説明した。


    「そっか、でもそっちのほうがいいかも。好きですって面と向かって言う勇気さえあれば、なんとかなるもんよ。……じゃあ作戦考えようか」


    　五分程度で作戦会議は終了した。それはさちが五限目に気分が悪いと偽いつわって授業を抜け出して、呼び出しの手紙を靴箱に入れ、放課後に体育館の裏に呼び出す、という単純かつベタなものだった。しかし、それは二人が知恵を絞って考えた最良の作戦だった。


    　さちとアツミは同じクラスなので、放課後に手紙を入れたとしても、さちよりも早くアツミが帰宅しているという可能性はない。だがホームルームが終わって速攻ソツコーで走って教室を出て行くのは不自然だし、そんな姿を好きな男の子に見せるわけにもいかない。トイレを我慢してたように見られてしまう。幸さいわい今日の六限目は体育ではない。だから五限目から六限目を経へて放課後までの間、靴箱を第三者またはアツミ本人が開ける可能性が少ないということだ。


    「とりあえず、なにか不測の事態があったらあたしがフォローするから、任せなさい。けど、肝心の部分はさっちゃんが一人でやらないと駄目だからね」


    　那美は優しく、そして力強くさちを励ます。その姿は親友にして母親のようであった。


    「なみちゃん……」


    「ん、なにかまだ不安がある？」


    「違うの……。なみちゃんが、友達で本当によかった」


    「あはは、そんなことは成功してから言いなさい。……ほら、高田くん来たよ」


    　那美の目線の先には、一七〇センチくらいの身長で短髪の少年、高田アツミがいた。アツミはさちの右斜め前に座る。


    　それを聞いたさちの顔は、朝の比ではないほど紅こう潮ちようする、熱があるのではないかと錯さつ覚かくさせるほどだ。那な美みは、もしさちが普通にアツミを直視すれば、そのまま沸ふつ騰とうしてしまうのではないか、と心配してしまう。


    「さっちゃん、……その顔色なら簡単に仮病でごまかせるね」


    　那美がからかうが、さちは緊張でそんな言葉など聞こえていない。その鼓こ動どうまで伝わってくるような感じさえした。


    　那美は、こりゃ失敗するかもなぁ……、と思いつつ、教科書とノートを取り出して一限目の予習を始めるのだった。


    



    　　　　　●


    



    　不測の事態は五限目、英語の授業のときに起きた。


    　五限目が始まって十分。さちは作戦どおり、英語教師に、気分が悪いので保健室に行ってもいいですか、と切り出した。さちの顔色は本当に熱があるかのように紅い。その様子を見て英語教師は快こころよく許可する。


    　さちの通っている高校では、保健室に行った場合、クラスと氏名、症状や怪け我がを書いた紙を保険医に発行してもらう決まりになっている。段取りでは、万が一に備え、いったん実際に保健室に行って紙をもらってから、ラブレターを靴箱に入れに行くという寸すん法ぽうになっていた。気分が悪いというのは生徒本人の問題なので、仮病で本当は熱などなくても咎とがめられることはないだろう、という考えだった。


    　さちは、那美にアイコンタクトを送りつつ教室を出ようとする。那美も、まだ本番ではないが、がんばってきなよとの気持ちを込めて送り返した。うん、と頷うなずいて一度アツミを見て教室を出た。


    



    　それから、五分後のこと。


    　十分経ってからラブレターを入れに行くと言っていたから、さちはまだ保健室にいるころだな、と那美が思っていると、英語教師がまだ説明をしている最中だというのに挙手する男子がいた。


    「あら、なにか質問でもあるの？」


    「先生、気分が悪いから保健室に行きたいんですけど」


    　その男子生徒は、まさにさちが告白しようとしている少年──高たか田だアツミ本人だった。


    　那美は内心で慌あわてふためいた。もう少しで声を上げてしまいそうなほどだった。まさか五分差でアツミも保健室に行くことになるとは……。


    　アツミの顔は特にきつそうな感じでもなかったが、クラスでは比較的真ま面じ目めなタイプであったので、英語教師は疑うことなく、アツミの保健室行きも許可してしまった。アツミはそれを聞いて、すみません、とだけ言って教室を出ようとする。


    　那な美みはあまりに予想外の事態なので、さちをフォローする方法が思いつかなかった。このままでは心の準備をすませる前のさちと、アツミが鉢はち合あわせしてしまう。那美の今までの経験からすれば、こういう場合さちはなにかしらボロを出して失敗する。長い付き合いの親友だからそれがわかるのだ。


    「あの、高たか田だくん……」


    「なに？　諸もろ沢さわさん」


    　那美はとりあえず、アツミに話し掛けた。だが、アツミを止める手立てはなにも思いつかなかった。


    「あ、あの、……お大事に」


    「ありがとう」


    　だからこんな意味もないような会話しかできなかった。


    　アツミは無言で教室を出る。那美はそれを見届けたあと、いつもの授業時間中の三倍くらい頭を回転させて、さちをフォローする方法を模も索さくする。急がなければ、アツミが保健室に到着してしまう……。


    　そして、一つの結論に達した。那美はこっそり鞄かばんから携帯電話を取り出して、さちに電話をかけた。いちいちボタンを押すメールでは間に合わない。授業中だが、幸さいわい今は教科書を教師が読み上げている途中。小声で話せばなんとかなるだろう。アドレス帳から「さっちゃん」の項目を探し出し、通話ボタンを押す。用件だけ伝えればなんとか理解できるはずだ。


    　プッシュ音は小気味よく十一回の音を立てる。急げ、急げ、と祈る那美。呼び出し音が鳴る。そして……。


    



    　──ヴゥゥゥ、ヴゥゥゥ、ヴゥゥゥ、ヴゥゥゥ


    



    　那美は震えるような音を聞いた。それはすぐ前方の机の中から聞こえてくる。その机はさちが五分ほど前に座っていた席。那美が引き出しの中を注視すると、さちのピンク色の携帯電話が色とりどりの光を発しながら、その体を揺らしていた。


    　那美は落胆して電源ボタンを押して回線を切り、小声で言う。


    「さっちゃん……携帯電話は携帯してないと意味ないじゃん」


    「諸沢さん、なにか言いました？」


    「いっ、いえ、なんでもないです」


    　英語教師に聞こえてしまったようだ。このあとに、三人目が保健室に行くのは不自然すぎるだろう。那美は下を向いて、さちの運を信じるしかなかった。


    



    　　　　　●


    



    　那な美みの教室での気苦労など露つゆ知らず、さちは保健室で時間を潰つぶしていた。保健医は運良く不在。仮病を使ってごまかす必要も省はぶけた。


    　とりあえずさちはベッドに寝て、備え付けられたカーテンを閉める。そしてぐーっと体を伸ばした。このまま眠ってしまいたい衝動に駆られるが、それを抑えてスカートのポケットからラブレターを取り出す。


    　用件と時間とイニシャルだけが記された、たった一文だけの手紙。その一文を何度も何度も読み直す。誤字なし、脱字なし、字の形も整っている。あとはこれを入れに行くだけ。


    「よしっ、完かん璧ぺき！」


    　行動を開始しようとさちは思わず声を出し、カーテンを勢いよく開けた。


    　だが、それがいけなかった。その声で、保健室の扉とびらを開ける音が搔かき消えてしまったのだ。


    「あの、保健の先生いないの？」


    　必然的に目が合ってしまった。点と点とが繫つながって一本の線として繫がるように。一つ一つはまったく関係ない夜空に輝く星たちが、星座を形成するように……。二人の目線が繫がる。


    　高たか田だアツミが、そこに立っていた。


    　那美とともに立てた完璧な作戦は脆もろくも崩れ去った。頭の中には無数の「？」マークが津つ波なみのように押し寄せて、さちを呑み込んでいく。アツミ本人にそんなつもりはないのだろうが、あまりにも虚きよを突つく奇き襲しゆうに、言葉を紡つむぎだすことができない。


    「あ、ごめんね。びっくりしたでしょ。気分悪いなら、寝てていいよ」


    「あ、あ、あ、あの、わ、私、本当は、き、気分悪く……なんてないからっ！」


    　混乱する思考をなんとか働かせて、言葉を紡ぎだすさち。なぜこんなところにいるのか、などということを訊くのは野や暮ぼだったので思わず本当のことを言ってしまった。


    「あ、そうなんだ。……実はさ、僕も気分が悪いって教室を抜け出してきたんだけど、本当は違うんだ。吉よし岡おかさんに話すことでもないんだけど、本当は昨日……いろいろあって怪け我がしちゃってさ。その傷が痛むから治ち療りようしてもらおうかと思ったんだけど、保健の先生はいないみたいだし、まぁいいや。我慢するよ」


    　そう言って、アツミは保健室を出ようとする。普段からアツミの表情を盗み見ているさちには、なるほどその顔から痛みに耐えているのを読み取ることができた。それなのに、アツミはあくまで普段の高田アツミを装よそおっている。だから──。考えるよりも先に口と手が動いた。さちはアツミの制服を引っ張って言う。


    「わ、私が手当てしてあげるよ。包帯を巻くことくらいしかできないけど、そういうのは得意なんだ！」


    　言ってからおせっかいかもしれないと、さちは後悔する。まだアツミとは、いちクラスメイトでしかない。おそらく友達でさえもない。それなのに、保健室に居合わせただけでそこまでするのは、どう考えてもおせっかいだった。


    「いや、それは……駄目だよ。女の子にそんなことさせるわけにはいかないし。第一……僕も、恥ずかしい」


    「いいの。私がしたいの！　……その、私授業サボってるわけだし」


    　それはアツミのことを純粋に心配して発した言葉だったのだが、言ってからまた後悔した。いきなりこんなことを言い出されたら、普通は怪け訝げんな顔をする。勘のいい人間なら、さちが胸に秘めている好意に気づくかもしれない。


    「本当にいいの？」


    　だが、アツミは特に身構える様子もなかった。さちは内心ほっとしつつ、訊き返した。


    「……いいよ。どこ怪け我がしてるの？」


    「あの……、背中を……」


    「うん、いいよ。じゃあ服脱いで」


    「あ、そうか……うんわかった。恥ずかしいけど……ちょっと待ってて」


    　アツミはなんとか説得に応じてくれた。よかった、これで手当てができる、と棚を探って包帯と、消毒用のエタノール、ピンセットとガーゼを取り出す。あとは背中の傷を消毒して、包帯を巻いて……、ん？　背中？　……背中？　……！　！　！　！　！


    　さちはおそるおそる後ろを向く。線は細いものの、鍛きたえられた肢し体たい。そこには──なにも身に着けず上半身をさらしているアツミ。背中は見せずに正面を見み据すえていた。


    「あ、あのなんで上、脱いでるの？」


    「えっ、吉よし岡おかさんが脱げって……」


    　確かにそんなことを言った記憶がある。まさかその場の流れとはいえ、今日告白しようとしている男の子に対して、服を脱げと……。穴があったら入りたいとは、こういうときのことをいうのかとさちは実感する。


    　だが、ここまで来たからには下へ手たに恥ずかしがっては、余計に怪しませるだけだ。最悪の場合、今後一切会話することなどできなくなるかもしれない。当然告白など失敗するに決まっている。乗りかかった船から降りることはできなかった。


    「あー、そうだったね。あはは。もうちょっと時間かかるから後ろ向いて待っててね」


    「わかった」


    　そう言ってさちも後ろを向く。手当ての準備などとうに終わっていた。だが、さちの心の準備はまったくできていなかった。


    　──手を伸ばせば届く距離にある好きな男の子の体。そんな状じよう況きようで落ち着けるわけがない。


    　しかも……上半身裸ときた。こういうのは順を追ってからでないといけない。確かに会話をするだけでも進歩だ。けれど、順序をふっ飛ばしすぎている。まだ付き合ってもいないのに。そういうのは……困る。


    「あの、まだかな」


    　……なにを想像しているのか。落ち着け。こんなことを勝手に想像するなんて馬鹿すぎる。中学生の男子と同レベルだ、ただの怪け我がの手当てじゃないか、とさちは自分に言い聞かす。


    「うん、い、今すぐにっ！」


    　さちは馬鹿な想像をすっかり洗い流して、平常心で振り向いた。


    　だが、アツミの背中はさちの心を今度は真ま逆ぎやくのベクトルで乱れさせることになる。


    「な、なに、これ……」


    　思わず声が出てしまった。それを見て、今までの馬鹿な想像は消え去った。アツミに抱いている好意さえ、心の奥にいったんしまわれる。


    　アツミの背中は、切り裂かれたようにえぐれていた。それが不規則に三本。それはなんだか蛇へびが這はっているようにも見えた。アツミの手には今まで巻いていたのであろう、赤く染まった包帯が握られている。傷口はまだ血が滲にじんでいる。


    「転んだ」


    「転んだって……噓だよ。この傷は転んだだけじゃつかないよ」


    「……本当に転んだんだ」
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    　後ろを向いているこの少年の顔はさちには見えない。だがさちには、刺さるような痛みを感じて、苦く悶もんの表情を浮かべているアツミの様子が容よう易いに想像できた。


    　それでも噓をつき続けるアツミ。その態度にさちは憤いきどおりを感じる。それは、まだ自分が本当の理由を話してもらえるほどの仲ではないことの裏返しでもあった。


    「じゃあ転んだってことにしてあげる」


    　それだけ言って、さちは無言で手当てに取りかかった。それは手て際ぎわがよくて、今までの──恋こい焦こがれて恥じらう女の子の態度ではなかった。


    　さちが見たアツミの傷は、血は、背中は、教室では決して見せない危あやうさだった。一見強固だけれども、重要な柱が抜けていて、ちょっとした地震で崩れてしまいそうな。そんなことを、傷だらけの背中と、頑かたくなな噓から感じ取った。さちはそれを取り去りたいという一心で手当てに専念する。そこに好意など必要なかった。


    　さちはあっというまに、消毒をすませ包帯を巻く。アツミが途中、包帯くらい自分で巻くよ、などと焦あせりながら言ったが、それを無視する。


    　包帯を巻き終わると、背中の傷はすっかり隠れた。


    「これで、しばらくは大丈夫なはずだから。でもこまめに消毒して包帯は替えてね。傷が膿うみだしたら大変だから」


    「あ、ありがとう。優しいんだね、吉よし岡おかさんは。あんまり話したことのないのに、僕を心配してくれて」


    　アツミが発した感謝の言葉。それは、さちにとってなによりも嬉うれしいものだ。その一言で恋する少女に戻って、顔から火が出るほど恥ずかしくなった。幸さいわいアツミは後ろを向いている。前を向いていなくて良かった。今のさちは、好きな男の子からの感謝に耳まで真っ赤にしている。これで突然振り向かれでもしたら、ここから走って逃げ出してしまっただろう。


    　さちは、気まずくなってアツミから目をそらす。目線の先の時計の針は二時丁ちよう度どを指していた。五限目が終わるまであと二十五分。このまま帰って改めて授業を受ける気にはならない。アツミもいまさら教室に戻る気はないようで、近くのベッドに腰を下ろしている。しばしの沈黙があってアツミが口を開いた。


    「保健の先生、帰ってこないね」


    　さちは、こくんと相あい槌づちを打った。


    「喉のど渇かない？」


    　また、こくんと頷うなずいた。今度は肯こう定てい。


    　初夏の熱気は、二人の体から水分を奪っていた。さちが来る前から首を振っていた扇風機の風だけでは、火ほ照てった体を冷ますことはできなかった。体は自然と水分を求めていた。


    「だったらさ、僕がなにか飲み物入れるよ。なにか飲みたいのある？」


    「……麦茶で」


    「わかった、麦茶だね」


    　アツミはまるでここが自宅の台所であるかのように冷蔵庫を開け、そしてまた、まるで入っているのを知っているかのように麦茶を取り出した。そして、コップに麦茶を注いでさちに手渡してくる。


    「冷たいよ」


    　さちは、礼を言って口をつける。こげ茶色の液体はさちの喉を潤うるおして、水分を体全体に染しみ渡らせる。けれど、自分が好意を寄せている男の子が、自分に対してお茶を注いでくれたという事実が、さちの体をまた火照らせる。


    「保健室には、結構来るの？　さっきは、自分の家みたいに麦茶とかコップとか取り出してたけど。私も結構来るんだけど、あんまり高たか田だくんとは会ったことないし」


    　さちは麦茶を一気に飲み干して、そう言った。それは、さらに麦茶を要求する恥ずかしさをごまかすための、話題作りのためだった。


    「僕、結構こういう怪け我がするんだ。だからいつも保健の先生に治ち療りようしてもらってる。けど、普段来るのは放課後かな。昼休みとかは人も多いし」


    「ああ、そうだったんだ。私の場合はサボりが多いけどね」


    　さちは舌をぺロっと出して笑う。放課後にここに来れば会えたのだ。もし、時間をずらして来ていれば、もっと早く会話できて、友達くらいにはなれていたかもしれない。だから少し今までのことが馬鹿らしくなって、さちはサボりという、下へ手たをすれば軽けい蔑べつされるかもしれない単語を簡単に出すことができた。


    　今までさちは、アツミとろくに話したことがなかった。いや、話したことはあったが会話を成立させたことがなかったのだ。わざと鉛筆や消しゴムを落としてアツミに拾ってもらい、そこで交わされる社交辞令のような台詞せりふを受け取って一いつ喜き一いち憂ゆうしていた。それを見かねた那な美みに、そんなに消極的じゃ絶対に後悔する、と言われ、告白する決心をしたのだ。


    　そのさちの笑顔で、他愛たわいもない世せ間けん話ばなしができるほど二人の仲は深まった。アツミは流行などには少し疎うとくて話題に詰まるときもあったけれど、それでも楽しい会話だった。昨日までのさちからすれば、とてつもない進歩だった。


    　ふと時計を見ると授業は残り五分を切っていた。さちは、楽しいときは時間が早く流れる、ということを初めて実感した。


    「早く戻ったほうがいいかも。二人同時に戻ったら……その、いろいろ誤解されるかもしれないし。ありがとう。包帯巻いてくれてすごく動きやすい」


    　アツミはそう言って立ち上がり、さちに背を向けて流し台で二人分のコップを洗いはじめる。その姿が決定的だった。二人は実はこの保健室という空間によく来るという共通点があって、そして、今の二人の距離は触れることができるほど近い。だから、想いを伝えるには、今しかないと思った。もういまさら手紙で呼び出すなんて、まどろっこしいことをするのも億おつ劫くうだった……。


    　アツミが洗い終わったコップを乾燥機に入れて振り向くと、まださちは部屋の中にいた。アツミはさちがもう教室に戻っていると思っていたのか、不思議そうな顔をする。


    「あの、なにか忘れ物？」


    「あのね……さっきの話なんだけど」


    「うん」


    「誤解されてもいい、私」


    「……へ？」


    　アツミの表情はただ疑問を浮かべていた。


    「私、……好きなの。高たか田だくんのこと。本当は今日の放課後に告白しようと思ってたんだけど、今想いを伝えます。凜り々りしくて、クールなところがかっこいいと思ってたの、私。だけど、さっき話してみて……高田くんの普段とは違う一面を見て、ますます好きになりました。……いきなりで困るかもしれないけど……私と付き合ってください。お願いします」


    　言った。予定より少しばかり早いが、確かに言った。溜ため込んだ想いのたけをぶちまけた。それは今後、アツミとまともに話すこともできなくなったり、さっきの楽しかった会話や、積み上げていったアツミに対する好意も、一瞬で崩れ去ってしまうかもしれない危険性もはらんでいた。けれど言った。そこに躊ちゆう躇ちよはなかった。自分の気持ちに噓はつけなかったから……。


    　さちは目を閉じて頭を下げる。アツミが次に口を開くまで間まがあった。時間にすれば大したことないのかもしれないが、その沈黙と、その暗黒が、永久に続くのではないかと感じるくらい、さちにとっては長かった。


    「その……僕でいいの？」


    　さちの目に色が広がる。なぜなら、この表現は肯こう定ていを表あらわすものであったからだ。だけれど訊き返してしまう。決定的な言葉を聞くまでは油断してはならないから。


    「あの、それって……」


    「いきなりでびっくりしたけど……いいよ。あんまり、吉よし岡おかさんのことは知らないけど、その気持ちは嬉うれしいから」


    　それを聞いたさちは、このまま走り出したい衝動に駆られたが、全神経を集中させてそれを抑えた。歌を二、三曲ほど歌いたくなったがそれも全理性で抑えた。校舎中を大声で回って喜びを学校中に伝えたくなったが、唇を嚙かんで耐えた。とにかく体を使って喜びを表現したくなったが、我慢した。


    　そんな感情をぐっと堪こらえて拳こぶしを握り、深呼吸してアツミの顔を見る。やさしく微笑ほほえむその顔は、熱くなった心を落ち着かせる清涼剤のように涼しげで、なぜだかさちの目に涙を浮かべさせた。


    「ありが……とう。あれ、おかしいな。嬉しいのに、涙が止まらないよ……。振られたらどうしようって。怖いなって……。だから、高たか田だくんにいいよって言ってもらえて嬉しいのに。なんでだろ……」


    　涙をアツミに見せまいと、一生懸けん命めい手でぬぐう。けれど涙はとめどなく溢あふれてきて、それがなぜだかわからなくて、それが恥ずかしくて、ぬぐってもぬぐっても涙は止まらない。そんな涙に濡れたさちの手を、アツミは両手に取って強く握った。


    「怖かったんだね、吉よし岡おかさん。だけどもう泣かなくていいよ。怖いことなんてなにもないから」


    　涙は、ぬぐう手がなくなっても流れ続ける。さちは、泣きながらアツミを見つめて手を握り返した。時間は蜜みつのようにゆっくりと流れた。初夏の暑さも、火ほ照てった体もなにも感じないくらいにこの時間が続くようにさえ感じた……。


    「あのさ、高田君。私がいない間に女の子泣かしちゃだめだよ」


    　……だが、そう感じたのはさちだけであったらしい。無常にも時の流れは、さち以外には普通に流れていた。がらがらと力強く音を立てて扉とびらを開けて、二人だけの空間に現れたこの部屋の主は、二人をニヤニヤと見み据すえていた。


    「……先生！　なんでここに？」


    「高田君、この部屋はどこか知ってる？」


    「……保健、室です」


    「はい、正解」


    　などとアツミをからかいながら、保健医──上うえ原はら華はなは扉の位置から顔が見えない少女を確認するために、見える位置に回り込む。


    「あら、吉岡さんじゃない。高田君、吉岡さんになにかしたの？」


    「せせせせ、華先生！　！　！　なんでここに？」


    　放心状態でアツミだけを見つめていたさちも、目の前に現れた華に気づき、耳まで真っ赤にしてアツミと同じ反論をした。


    「ふーん、高田君と同じ反応するんだ。もしかして、もう手て籠ごめにでもされたの？」


    「先生っ！　！　！」


    　アツミはからかわれて怒ったのか、さちの手を引いた。


    「吉岡さん……行こう」


    　さちはその言葉に頷うなずいて、歩き出した。アツミの顔は明らかに怒っていた。しかしそれは怒りではなく、照れ隠しのようなものだとさちにもわかった。手を引かれて引っ張られるさちは、華に一いち瞥べつをくれて保健室を出た。華は嬉うれしそうに手を振っていた。


    



    「どうも、上原先生には、いつもからかわれる。僕は嫌いじゃないんだけどなぁ」


    　授業が終わる寸前の廊ろう下かに出てアツミはそう言った。さちは微笑ほほえんで相あい槌づちを打つ。


    　さちは、この短い時間の中で、アツミのことを少しだけ詳しく知ることができた。教室の中でアツミは、こういう姿を見せることはない。この人間らしくて、からかわれると照れて笑うアツミを、さち以外に知る者はいないのだ。そして幸さいわいにも二人は付き合うことになった。


    　さちの世界はここから、未来に向けて新たに廻まわりはじめることになる。


    　だが……それからたいして時は経ず、その世界は今までとは逆方向に廻りはじめることになるのだった。

  


  
    



    



    　第二章　君が思い出に変わる夜


    



    「それで、それで？　高たか田だくんはなんて言ったの？」


    　暑さも和やわらぐ夕方の帰り道。興奮気味の那な美みが、満面の笑みを浮かべたさちに問い掛ける。


    「えへへ。泣くことないよ、吉よし岡おかさんには僕がいる、ってさ」


    「うわ、意外とやるねぇ、高田くん。学校では一いつ匹ぴき狼おおかみって感じじゃん、高田くんって。話し下べ手たなのかなって思ってたけどそうでもないんだね。というかそんなこと言われたら、あたしも惚ほれちゃいそう……」


    　那美は歩きながら腕を組んで首をかしげている。目を瞑つぶっているように見えるが、道端の障害物を避けて通れているのが不思議だ。


    「アツミくんは、私の彼氏なんだからとらないでよ。いくら親友のなみちゃんでも……その、困るよ……」


    　それを聞いた那美はため息をついて目を見開き、さちの肩をぽんと叩いた。


    「さっちゃん、そんなの冗談に決まってるじゃない。さっちゃん意外と独占欲強いなぁ」


    「そそそそそんなんじゃないよぉ～」


    　真っ赤になって否定するさち。那な美みはその顔を見て笑っている。さちにはわかる。その笑顔は那美がいつも、人をからかうときに見せる顔。このままからかわれるのも厄やつ介かいなので、さちは話をそらすことにした。


    「いきなり保健室にアツミくんが来たとき、本当にびっくりしちゃった」


    「あたしはもっとびっくりしたけどね。緊急連絡しようと思ったのに、さっちゃん携帯置きっぱなしだし」


    「えへへ。ごめんごめん。でも結局成功したんだし、結果オーライってことで」


    「ふーん。でもさ、勇気出して告コクって、それが成功した当日だってのに、なんでさっちゃんは愛いとしの高たか田だ君と帰らないの？」


    「告ったその日は一緒に下校する」というのが、那美の持っていた高校生の恋愛のイメージだった。


    「今日はどうしても外せない用事があるんだってさ。でもね、明日、土曜日でしょ……」


    「なによ、もったいぶって」


    　さちは口を隠して「うふふ」と笑う。けれど、にやけ顔を隠すには手が小さすぎた。


    「明日ね……デートしようってさ。もう嬉うれしくて踊っちゃいそう！」


    「へぇ、自慢かぁ……。踊りたきゃ一人で踊りなよ。はぁ……あたしの春はいつくるんだろ」


    「大丈夫だって。今度は私が協力してあげるから。それにさ、なみちゃんはかわいいし」


    「それは、あたしが朝さっちゃんに言ったことだろー。そのまま返すなよー」


    　そう言いながら那美はさちの首をぐいぐいと絞める。さちの顔は紫色に染まっていく。


    「くくくく、苦しい……よ」


    　那美は我われに返って手を離す。解放されたさちは涙目でケホケホ咳せき込んでいる。


    「ごめんごめん。つい故こ意いで」


    「故意はわざとじゃん。ついじゃないじゃん」


    「はいはい、そんなことはどうでもいいの。それより大事なのは明日のデートでしょ」


    　那美はそう言って強引に話をそらした。その口調は少しも悪びれていない。


    　その態度にさちは少し腹が立ったが、その感情はすぐに沈んだ。考えてみれば、那美はいつでも協力してくれたのだ。さちが告白しようかしまいか燻くすぶっていたときに、決心させてくれたのも那美だ。さちは思う。こりゃ、今度からは那美に協力しないといけないな、と。


    「でもさ、いきなりデートねぇ……。まぁ変なことはされないと思うけど」


    「え、変なことってなに？　高田君はなにもしないよ！　……絶対！」


    「さっちゃん、絶対なんてことはないの。高田君だって男の子なんだから。男は狼おおかみなのよ、気をつけなさい」


    「もう、不安にさせるようなこと言わないでよ」


    　それでも那な美みは話を止やめない。


    「わからないよ～。『人目のないところ、歩きたいね』『アツミくんがいいなら』。こんなふうに無防備だと……」


    　声色を変えて器用にアツミとさちを演じ分けている。


    「『どうしてこんなに暗い所を歩くの？』『それはさちだけを見たいからさ』。『どうして人がいない所を歩くの？』『それはさちの声だけを聞きたいからさ』。『どうしてアツミ君は服を脱いでるの？』『それはね……さちを食べちゃうためさ！』。『あーれー』。哀あわれさっちゃんは……」


    　さちはそれを想像してしまう。その情景を思い浮かべて涙目になる。今にも涙が零こぼれ落ちそうな勢い。


    「あはは、泣かないの。ごめんごめん、大丈夫だって冗じよう談だんだよ。もし、そんなことになったらあたしが高たか田だくんを抹まつ殺さつしてあげるから」


    　那美は手の骨をポキポキと鳴らす。そしてどこの流派かわからない構えをして、いつでもかかってこい、とでも言いたげに前を睨にらみ付けて、自分で勝手に犯罪者にしたアツミに回し蹴りをかます。


    「本当？」


    　涙を拭きつつ、ついでに鼻もかんで、聞き返すさち。


    「本当だって。マウントポジション取ってボコボコよ」


    「いや、そっちじゃなくて……冗談ってほう」


    「ああ、そっちね。もちろん冗談だよ」


    　だが、笑顔で回し蹴りを放っている那美を見ていると、さちには冗談とは思えなかった。


    



    　帰宅したら真っ先に母親に話そうと思っていたさちだったが、とうの母親は不在。食堂のテーブルには、「夕食お願いね」とだけ書かれたメモと五千円札が置いてあった。


    「もう、せっかく聞いてもらおうと思ったのに」　


    　そう言ってさちは時計を見る。時間はまもなく午後五時になろうとしていた。


    「大変、時間ないよ～」


    　午後五時から、近所のスーパーではタイムサービスを実施している。お惣そう菜ざいなどが三割引きになる主婦なら見逃み　のがせないものだ。母親に夕食を任されたとはいえ、できることなら手抜きしたい。母親も任せたからにはお惣菜でも文句は言わない。だからこれを見逃すわけにはいかないのだ。そうと決まれば善ぜんは急げだ。ポケットに五千円札を突っ込んで、制服を着替えもせずに家を出た。


    　さちは車庫から自みずからの愛車を出す。ピカピカの赤いボディに細身の車体。搭乗者の動きをダイレクトに伝える画期的な運転システム、そして究極の低燃費を実現していた。


    　そう、さちの愛車は自転車だ。


    「今日は飛ばすよ、マッハ号」


    　さちは、名前まで付けた愛車に呼び掛ける。さちには、いつでも行けますぜ姐あねさん、という愛車の内なる声が聞こえていた。そしてマッハ号はさちを乗せて走り出す。目的地は『スーパーかめや』だ。


    



    　　　　　●


    



    　学校から一キロほど離れた古い佇たたずまいの屋敷。外は夕方とはいえ初夏の熱気で満たされていたが、少しひんやりとするような雰ふん囲い気きを漂ただよわせている屋敷だった。


    　その姿は日本風の屋敷ではなく、いわゆる洋館だった。門もん扉ぴには大きな鉄てつ格ごう子し、庭は普通の日本家屋がいくつも収まるくらい広く、壁面はレンガのような材質で、その周りにはツタが絡まっている。まるでここだけ欧州の屋敷を切り取ってきたような感じさえする。


    　近所の住民が怖がって近づこうとしないこの屋敷に、一人の少年が侵入した。特に怖がる様子もなく、門扉から玄関に続く道を歩いていく。そしてドアノブに手をかけた。


    「今帰った」


    　少年──高たか田だアツミは、そう言って扉とびらを開けた。なんということはない。なぜ物もの怖おじもせずにこの屋敷に侵入しているのかといえば、それが単なる帰宅だからだ。


    　アツミは履いていたスニーカーを脱いで、靴棚に収納し、居間に上がる。居間にはいくつかの観葉植物、ソファ、テレビが配置されており、屋敷の外見と比べれば、いたって普通だった。


    　そこには制服を着た少年が椅い子すに座って文庫を読んでいた。その少年の顔立ちはアツミによく似ていたが、髪は幾いく分ぶんかアツミより長く、アツミよりも鋭するどい雰囲気を漂わせていた。彼の名は高田タダヒコ。アツミより一つ年下の弟だ。二人は一昨年に両親を亡くし、今はこの屋敷に二人だけで暮らしていた。アツミにはたった一人の肉親だった。


    「お帰り、兄さん。今日はご機き嫌げんだね」


    　タダヒコが、しおりを挟はさんでパタンと文庫本を閉じて言う。だがアツミのその表情は、他人から見ればいつもとなんら変わらないものだった。


    「そう見えるか？」


    「うん、すごく嬉うれしそうだよ」


    　タダヒコは、他人にはわからないような兄の微び妙みような変化も感じ取れるようだった。


    「実は……今日告白されたんだ」


    　アツミはどっかりと、ソファに座る。


    「へぇ……、そんな物好きな女もいるもんなんだね」


    「そりゃ、そういう娘こもいるだろうさ」


    「ふーん、なんて告白されたの？」


    　アツミは五限目の保健室での出来事をすべて語った。タダヒコはうんうんと頷うなずいたり、相あい槌づちを打ちつつ、真剣な顔で聞いていた。その姿は、まるで弟の相談に乗ってやる兄のようであった。実際には逆なのだが。


    「つまり兄さんは、その娘に傷の手当てをされて、それで落とされちゃったってコトね」


    「いや、そんなことはないと思う。……というか、僕は人を好きになるっていう気持ちがよくわからない。人を好きになる暇ひまなんてなかったし……」


    　はぁ？　と少し馬鹿にした感じで、タダヒコはアツミを見た。いくらなんでも、その態度はないだろう、と言おうと思ったが止やめた。アツミが辿たどってきた境きよう遇ぐうを考えれば、仕方のないことなのかもしれない。


    「うーん、まぁそりゃ仕方ないよな。まぁ、告白されたときは、一方的にあっちの気持ちを伝えられただけだから、たとえそれを受けたとしても、受け手──つまり兄さんがすぐに好きになる必要はないからね」


    「おお、さすがタダヒコ。昔、学校に通っていただけのことはあるなぁ……」


    　タダヒコはアツミより学年は一つ下、つまり高校一年だが、通っている高校は異なっていた。


    「まぁ、俺は経験あるからね」


    　アツミは得意げに言うタダヒコを尊敬の眼まな差ざしで見つめる。


    「でもさ、兄さんに関わるってことは、その娘こ……吉よし岡おかさんだっけ？　巻き込むことになるかもしれない。それでもいいの？」


    　そう言ってタダヒコは、真剣な表情になり、アツミを見み据すえる。それに呼こ応おうするかのように、アツミの顔も引き締まる。


    「それは覚悟の上さ。それにそんなふうになったら僕が守る、絶対に」


    「うん、それは立派な覚悟だ。でもさ、兄さんは学校で他の人間を巻き込まないために、人間関係を形成せずにいただろ？　それなのに、安あん易いに愛の告白なんて受けて、付き合い始めたら兄さんの危険は増えるばかりだ。それでもいいのか？」


    「ああ、構わない。その娘……、吉岡さんも僕の外見だけを見て、好きになったらしい。でも、吉岡さんは僕の傷を本気で心配してくれたんだ。それが正直……嬉うれしかった」


    　それを聞いたタダヒコは、考え込むようにただ黙ってアツミを見つめる。その瞳には決して揺るがない信念が見えた。


    「兄さんは、本気なんだね。目、見ればわかるよ。でも、なんでそこまで……」


    「タダヒコ……実は、他の人間を巻き込まないためっていうのは……噓なんだ」


    　アツミの突然の告白に、タダヒコは目を白黒させる。


    「え、それってどういう……」


    「本当は……友達が……できないんだ」


    　先ほどは、声には出さなかったタダヒコだったが、今回は思いっきり、はぁ？　と聞き返してしまう。


    「うう……ごめん。僕、友達の作り方がわからないんだ。転校した最初の一週間こそ、みんな話し掛けてくれたけど、普通の男子高校生と話せる話題なんてなくて。テレビとか見て必死に勉強したんだけど、もうそのときには誰も話し掛けてくれなくなってて……。自分から輪の中に入っていく勇気なんてないし……」


    　それを聞いて呆あきれ顔になるタダヒコ。他人を巻き込まないために、一いつ匹ぴき狼おおかみを貫つらぬいていた（という設定になっていた）兄に対して、少なからず尊敬の念を抱いていたというのに……。


    「いや、まぁ謝あやまることないけどさぁ……」


    「それでも、吉よし岡おかさんは、僕に話し掛けてくれたんだ。それがすごく嬉しかった。だから、僕は初めてできた友達を守るよ！」


    　アツミがあまりにさわやかに、とんでもなく情けない話をするので、最初のうちは呆れていたタダヒコも、だんだんおかしくなってきた。


    「面おも白しろいこと言うね、兄さんは……。そりゃ、その吉岡さんは苦労するかもなぁ」


    「うう、確かに。勉強のために、いろんなドラマとか見たけど、女の子の友達っていうのは、作るの大変そうだった」


    　大おお真ま面じ目めな顔のアツミがおかしくて、タダヒコはついには腹を抱かかえて笑い出してしまう。


    「あははははは。兄さん、最高だよ！」


    　それは仕方のないことかもしれない。さちは、自分の思いを伝えることができて喜んでいたというのに、とうのアツミは、さちを初めてできた友達と認識しているのだから……。


    　あまりに失礼な笑い方をするタダヒコに、アツミはむっとする。


    「なんだよ、そんなに笑うことないだろ……。僕は、兄あに貴きを指差して笑うような弟に、育てた覚えはないぞ！」


    「育てられた覚えもないよ」


    「ああ、もうわかったから。もう勘かん弁べんしてくれ」


    　減へらず口ぐちを叩くタダヒコに対し、アツミはそう言ってソファから立ち上がり、自室に戻ろうとする。こういう口での争いになると、アツミはタダヒコに勝てないのだ。タダヒコは、そのままその背中を見送ろうとしていたが、アツミが居間を出る直前に言った。


    「よかったね、おめでとう」


    　アツミは「ああ」とだけ呟つぶやく。その顔は、照れを押し隠しているような、それでいて素直に喜びたそうな微び妙みようなものだった。


    「けど、喜ぶのはまだ早い。今日の夜を終えてからにしてくれよ。昨日は、ヘマして怪け我がもしてるんだからさ」


    　緩ゆるんだ空気を引き締めるようにタダヒコが言った。アツミもまた、先ほどまでの会話が、別世界の出来事であるかのような表情に変わる。


    「……わかってる。僕たちは今日という日のために、この街に来たんだからな」


    「父さんたちも、きっと喜んでくれるよ」


    　二人は今は亡き両親に祈る。そう、今日ですべてが終わる。今日という山場を乗り切れば、二人の願いは達成されるのだ。


    「ああ、そういえば……」


    　部屋を出る直前になって、アツミが言った。


    「明日、吉よし岡おかさんと遊ぶんだ」


    「へー、それデートじゃん」


    　なんだよ、好きになる気持ちがわからないとか言っといてー、と思うタダヒコであったが、


    「えっ、デート……？　二人で遊ぶだけなんだけど……。僕、映画を観に行こうかと思うんだ。ほらコレ面おも白しろそうだし」


    　アツミは、新聞を持ってきて、映画の時間が載っている欄らんを見せた。それは、『ティエンビエンフーの空』という題名だった。タダヒコの顔が青ざめるのがアツミには容よう易いに見て取れた。


    「……兄さん、ベトナム戦争はちょっと。それじゃ、友達関係でさえ危あやうくなるよ……」


    「えー、そうなの？　じゃあ、これは？　この間やったアニメが映画になったんだって!!」


    　次に指差したのは、『軌き道どう洋よう裁さい仙せん気きデッドマックス』というアニメ映画だった。


    「却きやつ下か！　兄さん……、自分が楽しくたって、相手が楽しいわけじゃないよ。吉岡さんって娘こは、絶対デートのつもりで来るはずだから、兄さんが見たいって言えば無理して観るだろうけど、こんなの観てたら、幻げん滅めつされるよ」


    　アツミは、そう言われてしゅんと萎しおれてしてしまった。タダヒコは諭さとすように続ける。


    「……もしかして、明日、制服で行くつもりじゃないよね？」


    「もちろん！　僕、制服似合うと思うんだ」


    「兄さん、ちゃっちゃっとすませて、早く帰ってきてくれ。とりあえず、服は俺の貸すから！」


    　さっきとは、まったく逆のことを言うタダヒコ。


    「え、でもタダヒコの高校の制服は、あんまり好きじゃないんだけど」


    　どうやら、アツミには根本的な指導が必要なようだった。
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    　あたりもすっかり暗くなった午後七時。買い物はつつがなく終了した。さちの愛車、マッハ号のカゴには三割引きで買った数々のお惣そう菜ざい。これで今日の夕食はそれなり豪華なものになるだろう。それもこれもすべてマッハ号のおかげだった。さちは片道一キロの道のりを二分程度で走りきり、四時五十七分には到着することができたのだ。


    　そして、急ぐ必要もない帰り道。さちは上じよう機き嫌げんで、またにやにや笑っていた。よほど気分がいいのか、鼻歌も歌っている。さちは妄もう想そうしていた。今回のシチュエーションはサイクリングデート。


    



    　マッハ号にまたがって、さちは待ち合わせ場所で時計と睨にらめっこ。


    「そこのカッコイイ自転車に乗ったお嬢さん。待ったかい？」


    　後ろからいきなり声がする。そこには私服で自転車にまたがったアツミがいる。今日も一段とカッコイイ。


    「私も今来たとこだよ。それよりその自転車……」


    　アツミの乗っている自転車はさちのものと色違いだった。


    「さっちゃんの自転車が、あまりにもセンスがいいから僕も買っちゃった」


    「アツミくん……」


    「今日はどこに行きたい？」


    「アツミくんとならどこにでも……」


    「だったら一緒に行こう。僕たちだけの世界へ」


    　さちとアツミは二人だけの世界へ、ペダルを漕こぎ出した──完。


    



    　妄もう想そうの中のアツミにちゃっかり自分のことを「さっちゃん」と呼ばせて、これぞ理想の展開だ、などと思うさち。今のさちにはなにも見えていない。ただ、自みずからの妄想に入り込むだけ。実際、道行く人は惚ほうけた顔で笑いながら、自転車を漕こぐさちを見て、少し不審な目を向けている。だが、さち自身は気づいていない。


    　その姿があまりに滑こつ稽けいなので、遊びから帰る小学生たちに「おねえちゃん、なんで自転車漕ぎながら笑ってるのー」などと言われてしまう始末。そこでさちはハッとして我われに返って思った。


    　同じ自転車に二人乗りもアリかな、と。


    　浸ひたる妄想は甘いぬるま湯のような心地よさ。夢見る理想がそこにはあった。今までは、夢を見て焦こがれるだけだったが、今日からは違う。夢にまで見ていた想い人は、もう彼氏なのだ。そう思うと、さちのペダルを漕ぐ足取りは軽くなり、目に映る風景はアツミしかいなくなる。


    　──早く会いたい。明日とは言わず、今すぐに。


    　さちの意識は、現実から切り離されて、心ここにあらずの状態だった。目を閉じれば浮かんでくる楽しい風景。そしてもうすぐそれを実現できるという実感……。


    　それがいけなかったのだ。


    　想いは宙を舞っていても、体は自転車を漕いでいる。鼓こ膜まくを揺らすけたたましいクラクションの音が、さちの耳には届かなかった。気づいたときにはもう遅い。目に飛び込んできたのは道を照らし出すための黄色い光。さちにはそれが近すぎて、その巨大な鉄の塊かたまりが、なにであるかもわからなかった。


    　あまりに、瞬間すぎて思うことなどなにもない。このような状じよう況きようでは、死にたくないということさえ考える暇ひまはなく、できたばかりの恋人の顔さえ思い浮かばなかった。


    　無む慈じ悲ひな鉄の塊は、車輪でさちを踏みつけて、骨を砕くだいて肉を潰つぶした。運転手がとっさにブレーキをかけるがあとの祭り。文字通り体を裂く衝撃と痛みは脳に直接響いて、電源が落ちるように、さちの意識もプツリと途と絶だえた。
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    　滑らかにすべる車輪に突然挿そう入にゆうされる異物。ガガガガガという音が、ある意味で外界から切り離されているはずの車内にも響いてきた。その音を耳に入れたくない一心で、トラックの運転手はブレーキを踏んだ。


    　やっと止まったあと、轢ひいてしまった人間を確認するため、運転席から降りる。降りた瞬間足に違和感を感じた。なにかやわらかいものを踏んでいるような感覚……。そしてそれを確かめるために下を見る。


    　あまりの衝撃的な映像に失しつ神しんしそうになった。運転手が踏んだもの……それはちぎれた腕、だ。それを見ただけでわかった。


    　もう生きてはいまい、と。


    　俺は悪くない、俺は確かにクラクションを鳴らしたはずだ。その場から退どかなかった自転車が悪いんだ。俺は悪くない、俺は悪くない……運転手は頭の中で必死に言い訳をする。誰もそれを聞いてくれるわけではないし、誰か居たとしても口に出してはいないのだから聞こえはしない。聞いていたとしても、過去は変えられない。だが、それでも人を殺あやめたという事実を否定せずにはいられない。


    　運転手は周りを見渡す。幸さいわい人の姿はなく、人家の明かりもついていない。


    　その時点で運転手から、救急車や警察を呼ぶという選せん択たく肢しは消える。そして踏んだ腕に一いち瞥べつもくれずトラックに乗り込んだ。どうせ無駄だとわかっていても逃げずにはいられなかった。警察に捕まる恐怖より、人を殺した恐怖のほうが勝まさった。ただ、ここから逃のがれたい一心でアクセルを踏み込み、そこから走り去った。


    　その場に残されたのは、崩れたパズルのように散らばったさちの体と、流れ出た赤い血と、カラカラと音を立てながら回る、壊れた自転車の車輪だけだった。
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    　どこかの暗い路地。さちはそこで目を覚ました。


    　記憶が曖あい昧まいで、なにがあったかは覚えていない。確か買い物を任されて……そこからの記憶がないのだ。スーパーで買ったお惣そう菜ざい、一品一品もしっかり覚えている。けれどなぜこんな所に寝ていたのかまったく思い出せない。女子高生が地べたで寝るなど普通ありえない。そうでなくても、酔っ払っていたわけでもないのだから、「眠くなったので、はいそこで寝ましょう」なんてことはありえない……。


    　なんだか釈しやく然ぜんとしないまま、さちは体を起こして立ち上がった。痛いところはないし、暴漢に襲われたなどということもないようだ。痛いどころか、すこぶる快調。このまま走り出せそうな気分だった。


    　あれから、どのくらい経っているのだろうか……見当もつかない。つい今さっきのような気もするし、何十年も経っているような気もする。


    　そもそも、「あれから」っていつからのことだろう……？


    　暗くて視界が利かないので、本当にここが今現在なのかも不安になる。明かりがある所に出たらそこは異次元とか、はるか未来とか、あるいは遠くの惑星とかなのかもしれないという、おおよそＳＦやファンタジーの世界に迷い込んだような恐怖に襲われる。その恐怖から逃げ出したい一心でさちは走った。ここに一秒でも長く居たらおかしくなってしまう。せめて、明かりが見える所まで。


    　だが、さちの恐怖はすぐに終わりを告つげた。走り始めるとすぐにその場は明かりに満たされた。さちが寝ていたのは袋ふくろ小こう路じで、そこの電灯がただついていなかっただけだった。その明かりで広がった視界には見覚えのある風景。


    「なんだ、ここ知ってる場所じゃない」


    　あまりの馬鹿らしさに、思わず声が出た。そこは……なんということはない、さちの自宅のすぐ近く。五百メートル程度しか離れていない場所であった。こんなに日常に近い場所で、異世界に迷い込む恐怖を感じていたのだ。これを馬鹿らしいと言わずなんと言うのか。そして、なんだか馬鹿らしいを通り越し、空むなしくなって呟つぶやいた。


    「帰ろう……」
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    　帰り道。見知った町をしばらく歩くと、点滅する赤い光が見えた。それに付ふ随ずいして、わあわあと騒ぐような数十人の人の声が聞こえる。普段は帰宅の途につく自動車が通る音しか聞こえない静かな道である。さちはなにがあったのか気になって、その場所まで走ってみた。


    　赤い光はパトカーの灯りだった。声は野や次じ馬うま。さちはなにかの事件だと思い、好奇心を搔かき立てられた。さちの住む街は治ち安あんもよく静かで、重大な犯罪など起こったためしがなかった。だからパトカーが出動するようなこの事件に興味を持たないはずはないのだ。


    「本当なんだ信じてくれっ。本当なんだ！」


    「そう言われてもねぇ……、なにもないものはどうしようもないですよ」


    　男の大声が聞こえた。その男は警察官になにやら主張しているので、野や次じ馬うまというわけではないらしい。警察官は、その男の主張を、困った顔で聴いていた。


    　さちは、ますます興味が湧いたので野次馬を制しているもう一人の警官に、事情を聞いてみることにした。


    「なにかあったんですか？」


    「それがね、あの男がここで人を轢ひいたらしいんだ。しばらくして怖くなってあの男は自じ首しゆしてきた。けど被害者がいないんだよ」


    「えっ、それどういうことですか？」


    「そのままの意味さ。普通、犯人が怖くなって逃げたとしても通行人とかが見つけて一一〇番なり、一一九番なりするもんだろ？　だけどあの男が自首してくるまで轢ひき逃にげがあったなんて通報はなかったんだ」


    「それは……不思議ですね。けどそれって轢かれちゃった人はたいしたことなくて、どこにも連絡しないで帰っちゃったんじゃないですか？」


    　さちは意外とミステリー好きだった。とはいえ、推理が当たったためしはないのだが……。消えた被害者に、自分の罪を主張する犯人。なかなか興味をそそられる展開。だから自分なりの意見を述べてみた。


    「それは僕も思ったんだけど、実際に男の車はへこんでるし、それにね……踏んだって言うんだ」


    「踏んだって、なにを踏んだんですか？」


    「被害者のちぎれた腕」


    「うっ、腕………………!?」


    　言葉を失った。ラジオのチューニング中に一瞬だけ電波が拾えたときのような、そんな悪お寒かんが走る。


    　それ以上聞いてはいけない。帰れ、このまま家に帰れと誰かの声が頭の中で響く。


    「まだ不可解な点はあってね……」


    　警察官は続けようとする。けれど、体が拒否反応を示して、この場から退しりぞこうとする。一刻でも早くここを去らなければ大変なことになる、とさちの脳が直接体に指令を出す。


    「あの、すいません。私……帰らなきゃ」


    「あの男がぶつかったっていう……、あれ、まだ話は終わってないんだけどな……」


    　警察官の返事を聞きもせずに、さちはそこから逃げ出した。


    　なぜかはわからないが自分の身体が、本当の身体でないかのような錯覚を抱いだく。喉のどが渇く。体が熱い。自分は五体満足なのに、「ちぎれた腕」という言葉を聞いた瞬間に、それが自分の腕であるかのような気がしてならない。吐き気のような感覚を伴いつつ、さちは走り続けた。


    　とにかく落ち着かなければ。喉のどの渇きを潤うるおして一息つくために、なにか飲まなければ。周りを見渡すが、なかなか自販機が見つからない。そのことにさちは言い表あらわせないような憤いきどおりを感じた。喉が渇いているというのに、なぜ近くに自販機がないのか。


    　もう道行く通行人の姿も、車道を通る自動車も見えなくなる。とにかく喉が渇いておかしくなってしまいそう。今すぐになにか飲まなければ一生正気に戻れないような感じさえしてくる。


    　どのくらい走ったかわからない。どのくらいの時間が経過したのかわからない。もしかしたら数分しか走っていないのかもしれないし、何時間も走り続けていたのかもしれない。そんな、短いのか長いのかわからないような、見当もつかない時間を彷徨さまよいつづけて、やっと自販機を発見した。


    　体力はまだ十分なのに、精神的に磨ま耗もうして、走っていた足はもつれてしまい、さちはつまずいて転んでしまった。それでも体の熱さと喉の渇きは抜けない。さちは立ち上がってよたよたと歩き出す。目の前には、喉の渇きを潤す機械がある。


    　とにかく必死でボタンを押した。……なにも起こらない。コーラ、サイダー、オレンジジュース、アイスコーヒー……、どれを選んでも出てこない。


    「なんで出てこないのよっ！」


    　思わず叫んでしまったが、それで気づいた。なんということはない。お金を入れていないではないか。気を取り直して財布を探す。スカートのポケット……、胸ポケット……、どこにもない。裸のお札さつはもちろん、小こ銭ぜにの一枚もない。これでは、なにも飲めない。家に帰るという選せん択たく肢しはない。他の自販機とか水道とかを、探す気にもならない。今すぐここで水分を補給したい、体の熱さがいつまで経っても消えない。


    　目の前には、喉のどの渇きを潤す機械がある。それなのに、喉を潤せない。矛む盾じゆんを感じる。さちは、監かん禁きんされた囚しゆう人じんが独どく房ぼうの扉とびらを叩くように、自販機を叩いた。


    　叩いただけだったのだが……。


    「え？」


    　さちは我が目を疑った。なんと叩きつけた拳こぶしは自販機を貫かん通つうしたのだ。自販機の電源は落ちて、直接缶を取り出せる状態になった。


    　欲求が積み重なって、力が増すことはありえることだろう。しかし、これはそんなことで説明できる範はん疇ちゆうのことではない。なんの変へん哲てつもない高校生の少女が、素す手でで自販機に穴を開けるなんてありえない。


    　けれど、さちはありえない腕力よりも、体が水分を摂せつ取しゆできることに喜びを感じた。壊れて電気がついていない自販機から缶を取り出して一気に飲み干した。ゴクゴクという音が夜の町に響き渡る。すぐに飲み終わるが、飲み終わっても喉の渇きは消えない。消えてくれない。


    「まだ……足りない」


    　さちは、さらに拳こぶしを叩きつける。すると、まるで紙細工のように自販機は壊れてくれる。笑いが込み上げてくる。これなら……、いくらでも飲み放題だ。さちは叩いては飲み、また叩いては飲みを繰り返した。


    　六本か、七本かを飲み終えたころだろうか。さすがに胃の中が圧迫されはじめた。けれど、いつまで経っても、喉のどが渇く。いや、水分は十分に足りていた。


    「なんで、なんで……まだ喉が渇くの？」


    　口に出して言ってみるが、当然誰もなにも答えない。ふと手を見ると血が流れていた。


    「なに……これ」


    　よく見ると指の骨がありえない方向に曲がっていた。けれど、痛みを感じない。それでさちは悟った。自分の体になにか変化が起きていると。そして、なぜ水分は十分なのにもかかわらず、喉の渇きがなくならないかもわかった。さちはいくら缶ジュースを飲んでも、「冷たい」と感じていなかったのだ。


    　さちは思う。「痛い」とも「冷たい」とも感じない。これは、もしかして……。


    「やっぱり、時間通り。もう兆ちよう候こうが顕あらわれているようだ」


    　背後で男の声がした。その声というか、その気配から激しい寒さむ気けを感じて、本能がさちに告つげる。


    　──ここから退ひかなければ、死ぬ。


    　さちは男の姿も見ずに逃げた。いや、本当に男であったかも疑わしい。そのくらい必死で逃げた。予感とか虫の知らせとか、そういうものではなく、正確な言葉で脳が直接告げた。


    　──ここから退かなければ、死ぬ。


    　さちは逃げる。男は、コツコツと靴を鳴らしながら追ってくる。その足音に急ぐような感じはない。実際さちと男との距離は広がったようで、しばらくするとコツコツという音は聞こえなくなる。だが寒気は続いていて、まるでどこに逃げても追ってくるかのような感覚に襲われる。


    　さちは知らず知らずのうちに町から離れた郊外の墓ぼ地ちに誘ゆう導どうされていた。それは男にとって都つ合ごうの良い場所。


    　なぜなら、誰にも邪じや魔まされずにさちを始末できるのだから……。
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    　月は雲に隠れて見えない。


    　いつのまにか、さちは、暗い暗い墓地に追い込まれていた。ほんの数メートル先も見えないほどの暗さ。さちの不安と恐怖は最さい高こう潮ちように達していた。


    　なぜ逃げているかわからない。男はなにもしていないし、自分が感じている恐怖に従って逃げているだけだ。けれど、いくら逃げてもコツコツという男の足音が消えてくれない。


    　突然だった。空を裂くようななにかを感じて、さちはその場から飛び退のいた。暗闇でなにも見えないが直感が危険を告つげた。さちがいたはずの土の地面は、まるで銃弾が撃ち込まれたかのように深くえぐれている。


    「よく避よけたな。それも得た力か……」


    　男が言う。これでやっと確定した。なんの武器を使ったかはわからないが、やはり男はさちを殺そうとしている。月明かりも見えない暗闇の中だが、声のトーンであまり年齢が高くないことがさちにもわかった。


    「なんで？　どうしてこんなことするの？」


    　さちの叫びは当然だった。殺される理由がまったくない。


    「君に恨うらみはない。だが、ここで天へ還かえってもらう」


    　男は応答はするが、質問は無視し、暗闇の空に手をかざした。


    　──逃げろ。　


    　さちの本能がまた危険を告げる。五感では感じ取れない危険を体が察知する。本能に対して疑問を感じている場合ではない。躊ちゆう躇ちよすれば殺される。


    　自分の感覚を信じ、もう一度後ろに跳んだ。


    　逃げろ、という直感は、死にたくないという気持ちに変わり、身体能力を向上させる。通常火事場のなんとやらで、人間の能力は危機的な状じよう況きようのとき、向上することもある。しかし、さちの場合人間の範はん疇ちゆうを超えている。やはり、さちの体には変化が起きていた。


    　距離にして四十メートル。さちはそれを一蹴りするだけで跳んでみせた。しかも放物線を描きながらではなく、ほぼ直線。墓石にぶつかるが止まらない。むしろ次々に墓石を倒壊させながら飛んでいく。当然、さちの体は衝撃をもろに受け、骨は破壊され、出血し、内臓は潰つぶれる。


    　本来なら致ち命めい傷しようになる傷だが難なく着地する。痛みはやはり感じていない。だから骨が砕けているのも気づかない。


    「私、こんなに血が出てるのにどうして……なんで？」　


    　流れ出る鮮血はごまかせず、痛みもないのに血が出ている。それに言いようのない不安を感じる。


    　死体のない交通事故と、精神を乱れさせた「ちぎれた腕」という単語。そして道端で眠っていた自分と、はっきりとしない記憶。それらが、少しずつ繫つながっていく。


    「やはり、体は成なっているか。もう手遅れだな」


    　小さな声が聞こえる。それが遠くからであるか、近くからであるかさちにはわからなかった。ただコツコツという音だけが規則的に聞こえてくる。


    「怖い、怖い。死にたくない、死にたくない」


    　──怖い、怖い。死にたくない、死にたくない。


    　本能と思考がリンクする。


    　痛みを感じなくなった体をもってしても、男から逃げるすべはない。抵抗してどうなるものでもないだろう。それは先ほどの攻撃を見てわかった。


    　──怖い、怖い、死にたくない、死にたくない。


    　不安な思いが、さちを拘こう束そくし、本能さえも諦あきらめさせる。


    　さらに大きくなるコツコツという音。意図的に響かせているのか、それとも誰もいないから響くのか……。この音が最も大きくなったとき、きっとさちは消されてしまうだろう。


    （だったら殺しちゃいなよ）


    　そんなこと無理、と、さちはすぐに否定した。明らかに危険を察知していた「本能」とは別の声が聞こえる。それを耳からではなく、頭の中から聴いた。さちは、自分はとうとうおかしくなってしまったのか、と思った。


    　混乱する思考。流れる鮮血。壊れた体と壊れた感覚。危険を告つげる本能と、死を受け入れない知らない声。


    　夢なら覚めてほしいとも思った。きっとこれは夢。なんせ痛みを感じない。夢なら覚めてほしいけど、今覚めなくても、きっと夢ならいつかは覚める。覚めない夢などないのだから。


    （なにを怖がっているの？　現実逃とう避ひなんてしてる場合じゃない。死んだら終わりだよ）


    （あんたが本気になればあんな奴すぐに殺せるのに）


    「……うるさい」


    （これは忠ちゆう告こく。なにもしなければ死ぬ。でも行動を起こせば死なない。返り討ちに合わせることだってできるはず）


    「うるさい、……うるさい、これは夢だよ」


    （夢なんかじゃないよ。紛まぎれもない現実、体験している事実。それに、うるさくなんかない。これはささやき程度にしか聞こえていないはずだけど？）


    「そういう意味じゃない、うるさい。黙って」


    （ああ、うっとうしいって意味ね。日本語って難しい……。おっと話がずれちゃったね。今度は命令。あいつを殺せ！）


    「うるさい、うるさい、うるさい、うるさい、うるさい、もう消えてよっ!!」


    （バカ。そんなに死にたいなら死んじゃいなよ）


    　声が止まる。自分の頭の中で会話する、という行為もさちの否定によって終わり、また、


    　──逃ゲロ、逃ゲロ、逃ゲロ。


    　という本能の忠告が聞こえてくる。


    　それもうるさい、黙ってほしい、とさちは思う。すると、これもすぐに収まった。


    　コツコツコツという音は、彼女が声と話をしている間に、大きく力強くなっていた。男の姿こそ暗闇で見えないものの、すぐ近くにいることがわかる強力な威い圧あつ感を感じていた。この威圧感でさちはすぐに悟さとった。残念だけどやっぱりこれは夢じゃない。紛まぎれもない現実だ。


    　そして、音が止まる。しばらく空気は動かない。きっとどうやって殺そうか考えているのだろう。


    「もういいよ、人殺しさん……。私、もう諦あきらめたよ。どうやっても逃げられないってこと、わかったから」


    　それを聞いて動きは止まり、すぐにでも彼女を殺そうとしていた張り詰めた威圧感が消えた。男はさちの言葉から、本当に諦めたと察したらしい。実際にその言葉に噓はなかった。これが噓であったなら一瞬で彼女は切り刻まれていたかもしれない。


    「でも私、このまま死ぬのは嫌。せめてなんで殺されるのか理由だけでも知りたい」


    「………………」


    　男は答えない。なにやら考えている様子だ。


    「なんとか言ってよ、人殺し！　私、なにも知らないままで死にたくないよ……」


    　それを聞いて観念したのか、男はゆっくりと口を開く。どうせ殺すのだ。この程度の情けならかけるのも悪くはないだろう、とでも思ったのだろうか。


    「本来なら、僕は君と話をする権利を有していないんだが……仕方ない。そこまで言うなら教えてやろう」


    　きっと、理由を説明されても納得などできないだろう。なにせ心当たりがない。つい数十分前に人間から逸いつ脱だつした体になってしまったのかもしれないが、それでも殺される理由にはならない。死の罰ばつに見合う罪など、他人を殺あやめた人間に適応されるくらいだろう。そして、さちは誰も殺してなどいないのだ。


    「君は今日死んだ。そして生き返った。……だがそれは、本当の意味で生き返ったのではない。そして先史から定められている地球の掟おきては、それを大きな罪としている。この罪への罰は、死あるのみ、ということだ。ゆえに君を昇しよう天てんさせる」


    「意味がわからないよ。私、悪いことなんてしてないのに……。そんなんじゃ、私納得できない！」


    　ああ、やはり一度死んだのかと、さちは納得してしまった。それを他人の口から聞いてある意味安心した。けれど、殺されることは納得できなかった。一度死んだとしても、もう一度殺される理由にはならない。男の、真意が見えてこない論ろん調ちようは、さちを憤いきどおらせた。


    「君に恨うらみはない。なにもない。けれど秩ちつ序じよを乱すものは消えるのが運命！」


    　男の論調は変わらない。なぜさちが秩序を乱すのかさっぱりわからない。


    「じゃあ、私はなんなの？　もう人間じゃないの？」


    「そう、人間じゃない。既死者ゾンビさ。だが、これ以上の説明は無む駄だだ。そろそろ消えてもらう」


    　そして、またあたりが火傷やけどをするような張り詰めた威圧感に包まれる。


    　パチン、という音が響く。男が鳴らした指の音。これが攻撃の合図であることはさちにも理解できた。


    　さちは目を閉じた。もういい、一度死んだのは事実だし、きっと男が言っていることは本当だ。素直に現実を受け入れよう。この男に抵抗しても無駄だろう。


    　ズブッという肉を裂く音がした。それを空気中から伝わる音ではなく、体の中を伝わる音として聞いた。衝撃が直接鼓こ膜まくを揺らす。


    　そして激痛。今まで感じなかった痛み、それを感じた。


    　痛みを感じる攻撃だったのか、感じるはずの痛感が今になって戻ってきたのか。それとも痛みを感じないということ自体が噓だったのか。感じた痛みは人間でありたいさちが作った噓なのか……。もうそれもわからなくなるくらいの激痛だった。


    　彼女の肩には穴が空いていた。辛かろうじて腕は繫つながっているが動かせばちぎれてしまいそう。


    　傷口はまるでなにかにくり貫かれたような穴。だが彼女の肩に穴を空けたはずの武器は見当たらない。その「なにか」は深く突き刺さり、さちの体を釘くぎで打ちつけたように動きを封じている。


    　それは、さちを狩りやすくするために撃ち込まれたものだった。


    　先ほどさちは死ぬことを覚悟した。けれど、そんな考えは痛みで完全に吹き飛んでしまった。その「なにか」を必死に引き抜こうとするが、霞かすみをつかむが如ごとく手ごたえはない。だが「なにか」は確かに存在し、肩をえぐって、さちを地面に固定している。


    「無駄だ。それは風の矢。撃ち込まれた標的には触れられないが、矢のほうからは一方的に標的に干かん渉しようできる」


    　男の忠ちゆう告こく。だが、さちはそれが聞こえていないかのように、触れられない、見ることさえできない矢を何度も何度もつかもうとする。


    　──痛い。痛い。痛い。痛い。痛い。痛い。痛い。


    　今まで危険を告つげていた本能が「痛い」としか言わなくなる。もう正常に機能しないようだ。


    「痛い、痛い、痛いよぉ。取って、取って、助けてぇ……」


    　何度も叫ぶがそれも無駄。虚むなしく暗い空に響くだけだった。


    　穴が空いた肩からは鮮血が噴き出している。その色は赤い。それは紛まぎれもなく人間のものだ。


    　鋭するどい痛み。焼けるような痛み。さっきは感じなかった痛み。それも人間のものだ。


    　怖い、死にたくないという恐怖。その感情も人間のものだ。


    （でもあんたは人間じゃないの）


    「声」がまた言う。


    　また現れたのか、コイツ、と思う。けれど、もしこのまま生き延びることができるのなら……。


    （だったら殺しちゃいなよ。死にたくないんでしょ？）


    「うん、死にたくない」


    （痛いのは嫌なんでしょ？）


    「うん、嫌」


    （アイツのこと憎い？）


    「憎い、死ぬほど憎い」


    （──殺してやりたい？）


    「うん、殺してやりたい」


    （やっと素直になったか……なら決まりだね！）


    　さちの中でなにかが吹っ切れた。私をこんな目に合わせる奴には、死を。


    　だが……、男の行動のほうが一足早かった。


    「じゃあ、さよならだ。来らい世せでは意地の汚い魂たましいを持った人間に、生まれ変わらないことを祈る」


    　そう言って、もう一度、パチンと指を鳴らす。すると、一瞬にして地面の土と彼女の血肉が爆はぜた。


    　最初に男は天に腕を向けていた。それは天に矢を放ち空中に停滞させるための行為だった。


    　男の合図で見えない矢が何百本も空から発射されたのだ。それは豪雨か流星群のように、彼女の体に穴を空ける。いや、穴とはいえないくらいの密集度。彼女の体はすり潰されたように原形をとどめていない。


    　肉片や骨の破片は四し散さんして、血は霧きりになってあたりを包んでいた。


    「昇しよう天てんは完了した」


    　男が執しつ行こうの終わりを告つげる。常じよう人じんなら気がおかしくなるに違いないほどの血の匂い。その中にいても男は平然としている。そして、右手に力を込めて風を起こす。


    　それで終わり。風は血の匂いを洗い流した。
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    （痛い。痛い。痛い。痛い。痛い。痛い。あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああぁぁぁぁぁ）


    



    　さちが感じた痛みは想像を絶するものだった。


    　何度も穿うがたれた体は細かく刻まれて、剝むき出しの神経細胞の一つ一つは空気に触れて、化学反応でも起こしたように爆発し、痛みを発生させる。小さな爆発はやがて、いくつも重なって、巨大な渦うずを作っているかのようだった。そしてその痛みの渦はさちの精神を呑み込んでいく。


    　本来痛みを受け取る脳さえもすでに血の霧きりの中。存在しない。だが、その霧の粒の一つ一つが痛みをさちに送る。彼女の存在の大おお本もととなる魂たましい。そこに痛みのすべてが流れ込む。


    　肉体が消えても感じる痛み。それはさちがまだ存在しているということの証明となった。そしてさちが完全にヒトならざるものになったという証明にもなった。


    （ほら私が言ったとおりでしょ。せっかく生き返ったのに。あんたの決断が遅いからこんな痛い思いするんだよ。でもまだ死んじゃいない）


    　また声が聞こえてくる。


    （死にたくない。殺してやりたい。私をこんな目に合わせたあいつを同じ目に合わせたい）


    「声」と同じ意識になったさちの思考。さちがヒトでないのなら、人の道を外れても誰にも文句を言われる筋合いはない。そんな奴がいたら殺してしまおう。さちはそれをできる力も理由も持っている。さちはあの男に殺されたのだから。


    （だったら強く願うの！　生に執しゆう着ちやくして！　そうすればあんたはまた、肉体を得ることができる）


    　声の誘ゆう惑わく。同じ意識体になった彼女には、それが先ほどよりも強く大きく感じられた。


    　こんな所で死ぬわけにはいかない。まだなにもしていない。人が生きて感じることができるはずの喜びを、さちはまだほとんど体験していない。


    （うん、私生きる。ヒトじゃなくてもいい。それでも生きていれば楽しいこととかいっぱいあるだろうし）


    （そう、その想いだ。あの男が憎いなら、あいつを殺したい気持ちも上乗せしてやれ。あいつはなにもしてない善ぜん良りようなあんたを殺そうとした。そんな奴を許せる？）


    （許せない。殺してしまいたい。私の体を粉々にしたあいつを！）


    （さあ、生への執しゆう着ちやくと、あの男への憎しみを爆発させちゃえ。大声で叫ぶの！　魂たましいが思ったことは言こと霊だまとなって力を持つ。あんたの思いをぶつけてやれ！）


    （死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。殺してやる。殺してやる。殺してやる。殺してやる。殺してやる。殺してやる。殺してやる。殺してやる。殺してやる。殺してやる）


    　その想いに反応して、目に見えぬほど細かく刻まれたヒトならざる体は、さちの魂を中心に集まりつつあった。
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    　男は仕事を終えて一息ついていた。近くの自販機でペットボトルのジュースを購入して、出てきた瞬間その場に腰を下ろし、息いき継つぎもせずに流し込む。そしてなにも考えないで顔を伏せる。


    　相手はヒトでないとはいえ、見た目は人間。男は手馴れた執しつ行こう人にんであったが、仕事が終わったあとに、心を落ち着かせなければやっていられない。人の姿をしたものを殺すのには、それだけの覚悟が必要なのだ。


    「声、女の子だったよな……」


    　昇しよう天てんさせた相手を思い出す男。先ほど女の子の声で「人殺し」と言われたときは、本当に動揺した。


    　命令に従い、指定された場所に指定された時間に、ターゲットを追いかけ、追い詰めて天に還す。「昇天」などと名がついているが、結局その行為は「殺す」ということに変わりはない。それの繰り返しでも、人間社会を脅おびやかす害虫だと思えば、逆に自分がやっていることに誇りを持てた。


    　そんなことを考えている間に、座り込んでから十五分も経過していた。考えている時間より、なにも考えていない時間のほうが長かったが……。空からのペットボトルは強く握りすぎて変形してしまっていた。


    　男は立ち上がり、自販機の横のくずかごに飲み終わったペットボトルを捨てた。そして帰路につく。


    「今日は疲れた。明日に備えて早く帰ろう」


    　そんなことを呟つぶやきながら歩く。明日は、こんな殺さつ伐ばつとした血なまぐさい世界とはまったく正反対のイベントが待っているのだ。帰り道はそのことを考えよう。そして、今日のことは忘れよう。


    　そうして、街がい頭とうの照明や、自販機の明かりが届かなくなったころだった。


    「ずいぶんご機き嫌げんだね、あんた。でもあんたの勝ち戦いくさはもう終わり。ここからは私が反撃させてもらうよ！」


    　闇に響く聞き覚えのある声。そんなはずはない、と思った。生きているはずがない、と。


    　それは先刻、自分が消滅させた女の声だったのだ。


    「おっ、お前、さっきの……。確かに昇天させたはずなのに……？」


    　男は動揺していることがすぐにわかる質問の仕方をしてしまった。だが彼女は応えない。そして問もん答どう無む用ようで男に近づこうとする。そこに感じられるのは、先ほどの恐怖にさいなまれた臆おく病びような感情ではなく、憎いものをただ殺すというという執しゆう念ねんだけだった。


    　男は、なんとか落ち着きを取り戻し、後退しながら距離を取り、風の矢を構え直す。闇で顔は見えないが、位置は捉えることができた。


    「止まれ。さもなくば、またお前を串くし刺ざしにしなければならなくなる」


    　男はそう忠ちゆう告こくするが内心では、この状じよう況きようは非常に危険だ、すぐに撤てつ退たいしなければならない、と思っていた。


    「なに言ってるの？　私、痛かったんだよ。復ふく讐しゆうに来るのくらい覚悟の上でしょ」


    　まるで男の思考を見み透すかしているかのような彼女の発言。


    　男にそんな覚悟はなかった。男は、一度たりとも既死者ゾンビを仕留め損そこなったことはなかったのだ。もちろん、相手が復活して復讐に来るなど、完全に予想外。


    　だが、彼女は現実に存在している。見えなくなるほどバラバラにしても復活するなど、ありえない。もし万が一、戦闘中にターゲットの昇天に失敗した場合、速すみやかに撤退し、増ぞう援えんを呼ぶのがセオリーだった。


    「ほら、黙ってないで第二ラウンド始めようよ！」


    　それが合図。彼女は男に向かって跳ちよう躍やくする。


    　そしておよそ人など殴ったことのないような、華きや奢しやな拳こぶしを握り締めながら突とつ進しんしてくる。闇を味方にしたその動きは、さながら夜行性のネコ科の動物を思わせる。


    　無論、闇の中の動き。男はただ気配だけを察知してそれで避よける。男の戦いの経験は、闇の中での戦闘に特化していた。暗くて姿が見えない敵の戦力を読み取るのは得意分野だった。だからわかるのだ。彼女は強い。先ほどとは違う。違いすぎる。


    　グワァン、となにかがひしゃげたような音がした。そのあとに地面に叩きつけられる激しい轟ごう音おん。それは夜の闇に響き、男を震しん撼かんさせた。その音の正体は電柱。電柱が彼女の拳で折られた音、そしてそれが倒れる音だった。風を操あやつる男は、電柱が倒れるときに発生した風圧で、闇の中でもそれがわかったのだ。


    「あら、かわしちゃったの。さっきと立場が逆になっちゃったね」


    　呑のん気きにそんなことを言う。そして身を翻ひるがえし、また男に向かってくる。


    「さっきの、……私を串くし刺ざしにしたさっきの使いなよ。使わないとあんた死ぬよ」


    　今度は挑戦的な言葉を吐く。そして飛び蹴り。それは愚ぐ直ちよくな受身などまったく考えないものだった。男はそれを気配で捕ほ捉そくしつつ、風の矢を放つ。発射した矢は闇に隠れる彼女に向かって飛んでいく。


    　矢が命中した手ごたえが、男の体に響く。男が作り上げた風の矢は命中の合ごう否ひを男に忠実に伝える。それがターゲットにとってどの程度のダメージであるかも。だから理解できてしまう。早くこの場から退しりぞかなければならない……。


    　男は間かん一いっ髪ぱつで蹴りを避よけた。風の矢が男に伝えた情報に驚き、判断が遅れた。


    　矢は確かに彼女に命中した。しかも今、蹴りを放った右足の甲から突き刺さり、骨の中を通り、内臓を突き抜け右肩を貫かん通つうした。だが彼女は痛みを感じず、傷は一瞬にして塞ふさがって、骨もすぐに修復され、蹴りの勢いを削そがせることさえできなかった、と……。


    　蹴りは男の前髪を切り裂き、コンクリートの地面を破壊する。もし避けられなかったら顔面ごと持っていかれていただろう。


    「あはは、また避けられちゃった。でもあんた、さっきの痛いやつ使ってないよね。早く使いなよ。それとも、使えないのかな？　エネルギー不足とかで？」


    　そして相手は矢が命中したことを意に介してもいない。先ほどは確かに痛みを感じていたはずの風の矢は、傷みを感じなくなった既死者ゾンビ用の痛つう感かん誘ゆう発はつ武ぶ装そう。無力化された痛つう覚かく神経を無理やり再現して、痛みを与えるものだ。それが効かないとは、ヤツの身体はどうなっているのだろうか……。


    　男の不安は尽きない。さらに再生能力が加わっている。それも破壊されたそばから復元するような、超高等の再生能力。先ほどよりさらに向上している身体能力。そして、男を殺す気満々の、性格の豹ひよう変へんぶり……。


    　もう、男が撤てつ退たいしたり救きゆう援えんを要よう請せいする暇ひまはなかった。連絡などしようものなら、その間に殺される。それに、撤退すれば無関係の人間を襲う可能性もある。


    「わかった。僕も本気を出す。君が僕を殺す理由は十二分にある、君が人間ならね。もし君が人間で、君が復ふく讐しゆうに来たら僕は抵抗しないよ。だけど君は既死者ゾンビ。存在していてはいけないんだ」


    「へぇ、そんなに悪いんだ。私って。よく知りもしない人間に痛めつけられて、血まみれにされて、粉々にされた上に、そんなことまで言われたら、私……頭にきちゃう」


    　その言葉は男の心を深くえぐった。今まで始末してきた既死者ゾンビたちを、男は痛めつけて血まみれにし、粉々にしてきた。そして、その上で執しつ行こう人にんとしての主張を通していた。それが掟おきてであったとしても、そんなことは、おかしいのかもしれない。薄々気づいてはいたが、指摘されて男は初めて実感したのだ。


    　だが、もう遅い。男はもう引き返せないところまで来ていた。悔くやんでも一緒なのだ。そして相手も引き返せない。人間でない事実は変わらない。


    　だから、自分の存在の証明のために、こいつを滅する。


    



    　　　　　●


    



    　風が吹き始めた。


    　月を隠していた雲も、風に乗って動き始める。　


    　さちは思った。……いや、特に思うことはなかった。突進して拳こぶしを叩き込むだけ。そして殺す。


    （ここまでは、私が手を貸してやったけど、ここからはあんたでもできるでしょ。本当に恨うらみがあるのはあんただしね）　


    　声はそうさちに言って、体の支配権を返す。


    　粉々にされて、再生してから今まで、さちの身体を動かしていたのはこの声だった。声の正体は──既死者ゾンビになって顕あらわれた人格だった。多重人格というわけではなく、この人格もあくまでさち自身。彼女が少しだけ、凶暴になった程度。会話こそできるが、性格が大おお幅はばに変わるほどの違いはない。それは、再び殺されないための、ちょっとした〝勇気〟だった。


    （なにかあったら、また呼びなよ。あんたは私で、私はあんた。あんたの体取ったりはしないから）


    「じゃあ、私やるよ。決着は自分でつける。すっごく痛かったから」


    　少しだけ凶暴な自分に告つげて考える。殴りつけたあとは、蹴りで切り裂いてやろうか、拳こぶしで潰つぶしてやろうか……。


    （殺せ、殺せ！）


    　声のあと押し。大丈夫。絶対に殺すよ、とさちは誓う。　


    「いくぞ、生に飢うえた亡もう者じや！」


    　男の叫び声。それをきっかけに攻めてこいという挑発でもあった。さちはそれに乗った。彼女は思う。蹴りでも、拳でもどちらでもいい。殺せればどちらでもいい……。


    「やれるもんなら、やってみてよ！」


    　二人は、暗闇の中を磁じ石しやくに引き寄せられたかのように、互いの位置を正確に把は握あくして跳ちよう躍やくした。互いに、ぶつかり合い、必殺の一撃を狙ねらう。それは決して相あい容いれないもの同士の戦いだった。


    　風は強くなっていく。


    



    「……………………えっ？」


    「……………………噓、だろ」


    



    　二人は同時に声を上げる。そして互いに互いを殺せる体勢で、動きをピタリと止める。月を隠した雲は、風に乗って流れた。月の光があたりを照らす。


    　さちと男──二人は至近距離でお互いの顔をはっきり見た。


    　こんなことありえない。どうして、なんでこんな巡り合わせなのか。神がいるなら殺してしまいたい。二人は同時に思った。


    　彼女からは男を殺そうという気き概がいも、後押しをしていた声も消え失せてしまった。


    　二人は、お互い知らないもの同士ではなかった。それは、友達より近い存在、できたばかりの──恋人だった。明日初めてデートする予定の。血の匂いとは、別世界の。


    「高たか田だくん……、こんばんは」


    　すべてが正気に戻る。時間が数時間前の保健室に戻る。さちは男──高田アツミに告白した数時間前に。


    「あの、……どうも、吉よし岡おかさん」


    　とりあえず、さちに挨あい拶さつする学生服姿のアツミ。その顔には殺気などなく、恥ずかしそうに赤くなっている。


    



    　ああ、なぜこんなことになってしまったのか……。それはどちらが思ったことか。


    　風は吹きつづけて、月の明かりは、また雲に遮さえぎられようとしていた。

  


  
    



    



    　第三章　格好悪いふられ方


    



    　さちの周りを駆かけ巡めぐる世界は、ゆっくりと確実に方向が変わっている。


    



    　また月が見えなくなって闇が戻ってくる。


    　さちは暗闇の中手を引かれ、ただひたすらに歩く。以前のさちなら手を握られただけで身体が沸ふつ騰とうしそうなくらい熱くなってしまっただろう。けれど、今は違う。アツミの手からは温もりが伝わってこなかった。さちの身体は、着実にヒトとは違うものになっている。


    「あのね……、高たか田だくん」


    「…………ごめん」


    　呼び掛けても、それ以上会話が繫つながらない。闇の中、互いの顔は見えない。言葉でも繫がらない。だから、二人を繫ぐのは、握られた手のひらだけ。


    「……吉よし岡おかさん」


    「…………」


    　それから間を置いて、今度はアツミがさちに呼び掛けるが、さちは応えない。いや、応えられない。自分を殺そうとしていたのは確かにアツミで、顔が見えない闇の中で、さちはアツミに対して確かな殺意を持ったのだから。だから、もう一度訪れた闇の中で、不安を感じずにはいられなかった。


    　無言が続く。さちは手を引かれながら昨日まで恋こい焦こがれていた感覚、アツミと話した保健室での時間、告白するまでの胸の鼓こ動どう、成功したときの歓喜を反はん芻すうする。その気持ちを忘れないように……。けれどなにかが違った。


    　歩くうち、闇を照らす光が見える。アツミはその光を目指して歩いているようだった。


    「ここに、座ろう」


    　さちは、無言で頷うなずく。辿たどり着いたのは公園。もちろん誰も人はいない。外灯に照らされた青いベンチに二人は並んで腰掛ける。


    「あの……、さっきはごめん。声に、気づいてやれなかった……」


    　闇の中、互いの顔が見えなかったとはいえ、さちの声に気づかなかったことにアツミは後悔していた。


    「……いいよ、もう。なにか理由……あるんでしょ」


    　さちは、そっけなくそれを許す。アツミはさちの表情を直視できない。


    　やっと互いの顔が見える空間で落ち着いて話ができる。けれど、暗い墓ぼ地ちで感じた恐怖や、闇の中を歩きながら感じた不安をぬぐい去ることができない。


    「ああ、うん。吉よし岡おかさんには話しておかないといけないよね。やっぱり」


    　アツミはさちのほうを見て続けるが、さちはそれに合わせてうつむいた。


    「さっき話したけど、吉岡さんは一度死んだんだ。通常、ヒトに限らず、生き物の命はそこで終わりなんだけど、ほんの少しの例外があるんだ。ごく一部だけど」


    「それが、私……？」


    　さちは顔を上げる。手を伸ばせば届く距離で、二人の目は必然的に合ってしまう。話しながらさちのほうを向いていたアツミは、慌あわてて顔を伏せた。しかし、さちはなおもアツミを見つづけている。


    「そ、そう。ごく一部、死を受け入れたがらなくて、生に異常なほど執しゆう着ちやくを見せる魂たましいがあるんだ。そんな生き物の魂が死を受け入れられずに、死んだ肉体にもう一度戻ってくることがある。それが……既死者ゾンビだ」


    　ゾンビ……。それは確かに、墓ぼ地ちでも聞いた言葉だった。死から蘇よみがえったのだからその名も当然か。


    「じゃあ、私の体は腐くさっちゃうの？」


    　当然の疑問だった。さちがイメージしたゾンビは墓はか場ばから蘇る、腐っている死体だったから。


    「いや、その点は大丈夫だと思う。ゾンビという名だけど、既すでに死んでる者と書くんだ。死者は魂が戻ったときの状態で保存されて蘇る。だから、死んでからほとんど時間が経ってない吉岡さんの体が腐りだすことはないと思う。でも体の生命維持活動は停止してるから、たとえば……、胸に手を当ててみて。手首でもいいから」


    　さちは言われたとおりにして、手首──からの脈みやく拍はくを感じようとした。けれど、生きている者の証あかしであるはずの、心臓の鼓こ動どうが生み出す血ち潮しおを感じ取ることができなかった。


    「脈が……ない」


    「そういうこと。既死者ゾンビには生命活動はない。老化もなければ新しん陳ちん代たい謝しやもない」


    「そうなんだ……。映画に出てくるゾンビみたいに腐ったり骨だけになったりするのは嫌だから、ひとまず安心かな。人間じゃないのは少し……寂しいけど」


    　困こん惑わくの表情を見せていたさちは、少しだけいつもの笑顔を取り戻す。不意に顔を上げたアツミはさちを見て、またうつむいて黙ってしまう。


    「それで、高たか田だくんは何者なの？　私が……その既死者ゾンビっていうのになったのは信じられないけど、実際に動いてない心臓とか、冷たさを感じなかったこととかでわかるの。だけどどうして高田くんが私を殺しに来たの？　私……、怖かったんだよ」


    　それも当然の疑問だった。恐怖するさちを追い詰めて、肉も残らぬほどに砕いて夜の風に流した男──その相手は、さちのできたばかりの恋人だったのだから。


    「僕は、不死の者をこの世から消滅させ、本来あるべき〝死〟をもたらす執しつ行こう人にんなんだ」


    「執しつ行こう……人にん？」


    「ああ。……そして、その執行人たちを束たばねる組織が昇天結社アセンシヨン。僕は、そこから派は遣けんされた。僕の目的は……、罪ある不死者アンデツトを昇しよう天てんさせること」


    　自分が、およそ日常とかけ離れた既死者ゾンビという存在であることは、身体能力の向上や、もう一つの「声」などから、理解できた。だが……、


    「いきなり、そんなこと言われてもわからないよ……」


    　高たか田だアツミという、できたばかりの恋人が突然、わけのわからない言い分で自分を殺しに来た、という事実が理解できなかった。


    「でも私は今、人を殺したいなんて思わないし、思いたくもない。なにも悪いことなんてしてないのに……」


    「…………」


    　少しの間を置いて、アツミは答えた。


    「……しいて言えば、ずるい」


    「ずるい？　私が？」


    「吉よし岡おかさんのことじゃない。僕も既死者ゾンビが狩られることになった詳しい経けい緯いは知らない。ただ先代の僕の両親にはそう教わっただけだけど……、ヒトだけじゃなく生き物の命は有限というのが、この世に定められたルールで、死はどんなものにも必ず訪れる。けど既死者ゾンビを含めた、死というどんな生き物でも背負わなければならない概がい念ねんを超越した、『不死者アンデツト』というのは、そのルールから外れた存在だから……ずるいって」


    「そんなの、逆さか恨うらみじゃないの！」


    　さちの口調は強い。叫ぶような反論の仕方だった。


    「うん、吉岡さんの言う通り、逆恨みだ。普通に死ぬ人間にとって既死者ゾンビは、羨せん望ぼうと嫉しつ妬との的まとなんだと思う」


    　さちは、逆恨みとかずるいとか、そんなことでせっかく得た二度目の命を奪われたくはなかった。そしてそれを実行しに来たのがアツミだったため、その言葉を信じられない。


    「高田くんは私を殺すために、今日の告白をＯＫしたの？　私が人間じゃなくなることもわかってたの？」


    　その言葉を聞いたアツミは語気を強めて反論する。


    「そんなことないっ！　僕は……その……初めてだったんだ」


    　下を向いて、アツミは小声で続ける。


    「僕がこの街に来たのは確かに、今日、この時間に発生する既死者ゾンビを昇天させるためだ。だけどそれが、吉岡さんが、既死者ゾンビになるだなんて知らなかった。明日のことだって今日の件とは関係ない」


    「でも、どうせ私のこと殺すんでしょ？　高田くんが殺さなくても仲間の人がいっぱい来て殺すんでしょ！」


    「だから違うっ！」


    　アツミはさちの手を握って、その目をまっすぐ見み据すえる。その顔は真剣で噓をついているような様子はなかった。


    「吉よし岡おかさんは僕が守る。確かに他の人間が、君を殺しに来るかもしれない。だけど君は僕が守る。僕の命が危険になろうと構わない。その……今さっきまで殺し合いをしていたから信じてくれないかもしれないけど……。吉岡さんが初めてだったんだ。僕に対してあんなに真剣に接してくれたのは……」


    　以前のさちなら卒そつ倒とうするほどの言葉を、アツミは言った。その目からは、熱い信念を感じることができた。けれどさちは……、


    「ごめん」


    　そう言って握られた手を振りほどいた。


    「えっ……？」


    「私から好きだって言っといて身勝手なのはわかってる。だけど、ごめん。もうだめなの。高たか田だくんを『好き』って気持ちがなくなっちゃったの。からっぽなの。今日の夕方……私が死んでから。お墓では、すごくびっくりして動きが止まっちゃったけど、今はわからない。もしね、今日の夕方までの私ならさっきみたいに暗闇で殺されそうになったら、『助けて高田くん』って思ったと思うの。だけど、ぜんぜんそんなこと思わなかった。私を殺そうとしてたのが高田くんだってわかっても、安心なんてできなかった。怖いの、今でも」


    　さちの目は、潤うるんでいた。けれど昼間に保健室で見せた、歓喜によるものではなくて、空しさと哀しみをはらんだ涙……。アツミはその言葉を聞き、その目を見て、もう一度さちの手をいっそう強く握る。


    「でも、今は安心だろっ!!　信じてはもらえないかもしれないけど、僕のさっきの言葉に偽いつわりはないんだ」


    「ごめん、本当に……、ごめんね。変わっちゃったの、私。ヒトじゃなくなったっていうのは、なんとなくわかるけど、死んじゃった実感はなかった。でもね、今わかった。高田くんを好きだった私はもう死んだの」


    　さちは、今度は無理やりアツミの手を振りほどく。その手から、アツミの体温を感じることはなかった。アツミはもうさちにかける言葉がないのか、もう一度手を握ろうとはせずに、一言だけ、


    「そっか」


    　と、言う。笑顔だった。けれど、それが強がりであることはさちの目にも明らかだった。だからさちはアツミの顔から目をそらして立ち上がった。


    「……帰るの？」


    「うん」


    「危ないから送ろうか？　女の子が夜道を歩くのは危ないし。もう遅い」


    「いいよ、ごめんね。それに私はもうその既死者ゾンビとかいうのなんでしょ？　変な奴が来てもパンチで一発だよ」


    「そっか、じゃあこれを持って行って」


    　アツミは学生服のポケットから紙切れと、ボールペンを取り出してなにかを書いてさちに渡す。


    「はい、これ僕の携帯の番号。吉よし岡おかさんはこの先、命を狙ねらわれる。だからこれ持っといて。携帯の番号を知られたくないなら公衆電話からでもいい。僕を呼んでください。友達として駆けつけるから」


    　さちは、素直に受け取った。これ以上アツミの気持ちを無む下げにはできない。


    「ありがとう。それじゃあ」


    「さよなら」


    　さちは手を振りながら、アツミはうつむいたまま言う。互いに表情は見えない。そして、さちは振り向きもせずゆっくりと歩き出す。アツミは無言のまま座りつづけて、動こうとはしなかった。二人の距離は確実に離れていく。
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    　闇の中、アツミだけが外灯に照らされたベンチに取り残され、視界からさちが消える。


    「さて、そろそろ……いいんじゃないか？」


    　さちに言われた言葉に対し、うなだれ、打ちひしがれているようにも見えたアツミが、誰もいないはずの闇に対して問いかける。


    「盗み聞きとは感心しません。この気配からするに、この周囲十メートル範囲に十人くらい……か？」


    　いや、誰もいないように見えるのは常じよう人じんの目に対してだけ。アツミは確かに闇に溶け込むものたちの気配に気づいていたのだ。


    「そのまま、全員姿を現してくれなければ、僕は君たちを敵と認識しなければならなくなる……」


    「仕方ありませんね……気づいているのなら、声をかけてくださればよいではないですか」


    　しばらくの沈黙があって、アツミはさらに付け加える。


    「あと一つ、吉岡さん……いや、吉岡さちを追った二人をこちらに呼び戻してください」


    　仕方ありませんね、と諦あきらめとも感嘆とも取れる声を上げて、一人の男が、アツミの前に姿を現す。


    「さすが、昇天結社アセンシヨンの執しつ行こう人にんですね。我われら諜ちよう報ほう班の術をこうも簡単に見破るとは……、感かん服ぷくいたしました」


    　全身を黒で包んだ男は、この闇の中で、肉眼では確認困難だった。外灯の光を受けて、やっとその全身像を拝おがむことができる。


    　だが、アツミはそんな男の言葉や姿には、興味がある様子ではなかった。夜だというのに、サングラスを着用し表情さえ読み取れない男を、ただ睨にらみ付ける。目で訴えていることを、男は察し、小声で言った。


    「ＮＯ．８、ＮＯ．７、尾び行こうは中止しろ。すぐに引き返せ」


    　と、これでよろしいですかな？　と男はアツミに対し、伺うかがいを立てる。


    　しばらくすると、十人ほどの男たちがアツミの目の前に現れた。まるで、分身でもしたかのように無個性な黒ずくめ。アツミの目には皆同じ人間に見えたが、今話している男がどうやらリーダー格であることは容よう易いに理解できた。


    「これで本当に全員なんですか？」


    「もちろんですとも。執行人に対して、喧けん嘩かを売ろうなんて命がいくつあっても足りませんからね。ましてや、私たちは諜報専門……。束たばになっても敵かないませんよ、あなたにも……そして、『吉よし岡おかさち』にもね……」


    「吉岡さち」という名が挙がり、少しだけドキリとしたが、すぐに心を落ち着ける。


    「なにか、上のほうのワケありってことか……。僕は今からどうすればいいんでしょうか？　なにも説明がなされないなら、僕は今から、本部でもどこにでも乗り込んでいくつもりですが」


    　空気が張り詰め、無表情な黒服の男たちの読み取りづらい表情にも、心なしか動揺が窺うかがえた。交戦しても、勝ち目がないとその場の男たち全員が理解できていたからだ。


    　アツミの戦闘力を目まの当あたりにし、闇に身を潜ひそめていた男たちは、密ひそかに喝かつ采さいを送っていた。それくらい無駄がなく、かつ流れるように美しく、圧倒的に力強い。その力が、敵意となって自分たちに向けられていることに、戦せん慄りつを覚えるしかなかったのだ。


    「その心配は無用です。詳しよう細さいはのちほど……。まずは、車にお乗りください、片かた山やま総そう帥すいがお待ちです」


    　男がそう言うと、まるでタイミングを計ったように、黒塗りの自動車が公園の入り口前に到着した。アツミは、一瞬乗ることを躊ちゆう躇ちよしたが、すぐに警戒を解く。車内灯に照らされた自動車の窓が開き、そこから覗のぞかせた顔に見覚えがあったからだ。


    「どうも、ご苦労じゃったのぅ」


    　老人がカハハと笑いながら、アツミの仕事をねぎらう。闇に吹く風に老人の長い髭ひげが揺れている。


    「申し訳ありません……総帥。執しつ行こうは失敗しました」


    「なぁに、人は誰しも失敗して成長するもんじゃ」


    「しかし……」


    「なぁに、堅いことは言いっこなしじゃ。ほれ、車に乗らんか。それから……『総そう帥すい』じゃなかったじゃろ？」


    「はい。……おじいちゃん」


    　アツミは仕方なくそう呼んだ。老人は、よっぽど嬉うれしかったのか、そう呼ばれて満足したのか、顔をほころばせた。


    「ここからは、私がお送りする。ＮＯ．９はこのまま、周囲の警戒に当たれ」


    　リーダー格の男は、今まで運転していた男と、運転を代わるために自動車に乗り込む。アツミには運転席から降りてきたＮＯ．９と呼ばれた男も、リーダー格の男の顔は、まったく一緒だった。


    「まぁ、話は山ほどあるじゃろうが、詳しい話は、お前さんの家でな。それまでは、寝るなりなんなりしてくれて構わんぞ」


    　アツミが不ふ機き嫌げんそうに乗り込むのを確認すると、男は滑り出すように自動車を発進させた。


    　公園からアツミの自宅までは、自動車で移動すれば、ほんの二十分もかからない距離。たった二十分で寝られるはずもない。仮に寝ることができたとしても、逆に疲れるだけだ。だが、今はあまり会話したくない気分だったので、老人の言葉に甘えて、目を閉じて寝たふりを決め込むことにする。


    「ああ、笠かさ井いくん。ちょっとここで止まってくれんか……喉のどが渇いた。ジュース買っとくれ」


    　寝るなりなんなりしてくれ、と言ったわりには、老人は寝ている人間に対して、あまり気遣うつもりはないらしく、大きな声で男に命じる。


    「はい、了りよう解かいしました。総帥はコーラでしたよね？」


    「あれな、赤い奴」


    　男は、コーラなんてどれでも同じじゃないか、と呟つぶやきながらも、自販機の脇に車を停車する。


    「高たか田だ殿どのは？」


    　男が自分に対し、話を振っていることに気づいたが、わざと黙っておいた。なにか飲みたい気分ではなかったし、会話などしたくない。この男とは特に。


    「アツミは寝とるから、起こさんでやってくれ、笠井くん」


    「あの、総帥……。私と二人のとき以外は、笠井とは呼ばないでくださいと、あれほど言ったではないですか。ＮＯ．１と呼んで頂いただかないと困りますよ」


    　男は表情を少しだけ強こわ張ばらせて抗議した。諜ちよう報ほう班である男はアツミに、名が知られるのが、不満だったようだ。


    「すまんの、笠井くん。あっ、すまんＮＯ．１。……ちゅーか、この呼び方むかつくのぅ」


    「仕方ありません、規則ですので」


    　チッ、という舌打ちが聞こえたような気がした。アツミが臨戦体勢に入ったとき、皆同じ顔をしている男たちの中で、この男だけは怯おびえる様子はなく、迎げい撃げきできるだけの余よ裕ゆうを残していた。それを考えると、苗みよう字じを呼ばれたくらいで動揺している男の様子は、薄目を開けているアツミにはとても滑こつ稽けいに見えた。


    「総そう帥すい、わざとやってませんか？」


    「すまん、すまん、ＮＯ．１な、ＮＯ．１。お前さんはＮＯ．１だよ、カハハ」


    　そんな会話を聞きながら、アツミは短い道のりを少しだけ眠ることにした。
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    　帰り道は特に何事もなかった。


    　さちは歩道を歩きながら帰ったが、道行く自動車はまばらだった。スーパーで買い物をして以来時計は見ていなかったが、そのことからすでに深夜近くであることはわかった。


    　途中、マッハ号の残ざん骸がいを見つけて、少し泣いた。


    



    「吉よし岡おか」と書かれた表札を見る。時間にすれば数時間だろうが、なんだか数年ぶりに家に帰ってきた気分になる。そのくらい安心していた。生きてはいないが、無事に帰ってこられたのだから。


    　ドアの鍵かぎは開いていた。物音を立てずに家に入る。鍵を閉めて階段を昇り自分の部屋に戻った。さちは着替えもせずにベッドに潜り込む。時計を見ると午前一時半だった。


    「さち、帰ってきたの？」


    「うん」


    　母親の声がして、さちは思わず答えてしまう。気づかれないように帰ってきたのに、これは誤算だった。どうやら、さちの帰宅に気づいてドアの前に来ているらしい。


    「ちょっと開けるわよ」


    　ドアが開いてパジャマを着た母親が部屋に入ってきた。初夏とはいえ、深夜ともなると気温は低く、母親はカーディガンを羽は織おっていた。


    　さちは慌あわてて体を起こす。言い訳は思いつかない。深く突っ込まれたらきっと黙ってしまうだろう。それでも母親の顔が見たい。非現実的な出来事から少しでも日常に戻りたかったのだ。


    「何時だと思ってるの？」


    　母親は無表情で言う。怒りの表情は見せない。さちを叱しかるときはいつもそうだった。


    「一時……、半」


    「うちの門限は？」


    「八時……」


    「それより遅くなるときは連絡を入れる約束でしょ？　なんのために携帯持ってるの？」


    「ごめんなさい。鞄かばんの中に携帯電話入れっぱなしで……、買い物に持っていくの忘れてて……」


    　さちは頭を下げて精一杯謝あやまった。あんなことがあったとはいえ、連絡を入れなかったのはさちの落ち度だ。


    「さっちゃん、振られたんでしょ」


    　意外な言葉だった。頭を上げると母親の顔は無表情なそれではなく、包み込むような笑顔だった。


    「うん、振られた」


    「だから、遅かったのね……。それで買い物するお金を使っちゃって家に帰りづらかった。そんなトコでしょ」


    「うん、まあ……そんなトコ」


    「やっぱり？　さっちゃんのことは私が一番よくわかってるんだから」


    　母親の予想は外れていたが、自分を心配してくれている気持ちが嬉うれしかった。さちは涙を堪こらえきれなくなって母親へすがりついて泣く。


    　確かにさちは振られた。アツミにではなく、自分の気持ちに。


    「今日は泣いてもいいの。だから私やお父さんに隠し事はしないで。さっちゃんは世界に一人しかいない大切な私たちの宝物なんだから」


    　さちの涙は止まらない。日付は変わってしまったが何度目の涙だろうか、忘れてしまうくらい泣いた。けれど涙は止まらなかった。本当のことは母親には言えない。それでも気がすむだけ泣いて、いつしか泣き疲れて目を閉じる。


    　母親はそれを確認して、布ふ団とんをかけて、静かに部屋を去る。あまりに静かな寝顔。その寝顔に違和感など一つもない。母親はさちの冷たい体温に気づいてやることができなかった。


    



    　あたり一面の平原にさちは立っている。見み据すえているのは、緑色の草むらと青色の空の境界線。そのコントラストに言葉を失う。


    　風がそよいで草がさらさらと揺れて、それに呼応するように空もさらさらと揺れる。


    　さちは思った。この風景を一番大切な誰かと共有したい。この感動を誰かに分けられたら素敵だな、と。


    　すると誰かがさちの手に指を絡ませてぎゅっと握ってくる。その手から感じる温もり、流れている血を、鼓こ動どうを、感じた。


    「綺き麗れいだね」


    　その「誰か」の声がした。大きな声ではないけれど、さちだけに囁ささやく優しい響き。すぐ近くに、その「誰か」はいるのだけれど、さちは、その「誰か」を見ることができない。


    「吉よし岡おかさんは、こういう風景好き？」


    「もちろん、好き」って答えたい。けれど、答えることはできない。


    　さちには、その「誰か」が誰なのかわかる。それはさちが好きだった人。その記憶が鮮明にある。しかしそれでも、いや、鮮明に記憶があるからこそ、その「誰か」を見たり会話したりすることができないのだ。


    　さちは、おぼろげながら気づいてしまう。この草原と空が作り出す、青と緑の境界線が夢の中の風景であるということを。


    　そして、夢の中のさちは、わかってしまう。この夢の中の自分が、生きていたころの自分であるということを。まだ、人の温もりを感じることができたころの──人間の体の自分であるということを……。


    　それならば、今のさちがここにいるのは不自然だった。今のさちには、その「誰か」を好きだと思う気持ちが、すっぽりと抜け落ちてしまっている。それならば──ここにいるべきは、その「誰か」が好きだったころのさち……。


    



    「ん、どうしたの吉岡さん」


    「え……なんでもないよ。ちょっとぼーっとしてただけ」


    　さちは顔を赤くする。正式に付き合っているというのに、まだ慣れない。憧あこがれだったアツミが近くにいると思うと、心臓の鼓こ動どうが早くなって、言葉が出てこなくなるほど緊張する。これでは、告白した当日から、なんの成長もしていない。　


    「こんなとこで、寝ないでよ」


    「うん。気をつける」


    　握られた手。まだ始まったばかりだけど、やっと踏み出せた一歩。それが嬉うれしくて、さちは思った。成長なんてしなくていい。アツミくんと一緒にこうやって手を繫つなげるだけで幸せなんだ、と。


    　夕方には夕陽を見よう、夜には星や月を見よう、アツミくんと一緒に歩いていこう、と。


    



    　さちは、空から二人──「誰か」と「誰か」を好きだったころのさちを見ている。楽しそうに談だん笑しようする二人。ここに、今のさちがいるのが場違いならば、せめて夢の中だけでも、人間だったころの……「誰か」を好きだったころのさちにここをゆだねよう。


    　青と緑の境界線に向かって、さちは飛んでいく。この先になにがあるのだろう？　夢の終わりだろうか？　それでも、さちにはわかる。眼下に広がる緑の草の上で手を繫ぐ二人には、決して戻ることはできない、と。
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    　目が覚めたとき、アツミは自宅の客間のソファに寝かされていた。


    　すでに午前一時半。何時に眠りはじめたのかわからないが、眠る前にも増して、疲労を感じる。そのことから十数分しか眠っていないことがわかる。


    　それと同時に、黒服の男──笠かさ井いが、茶を運んで来た。


    「あの……ここは、僕らの家なんですけど……」


    　アツミは自分の家で茶を出され、なぜかもてなされているよう気がした。


    「タダヒコ殿の許可は取っています。彼は、現在本社に行っておりますのでご心配なさらずに」　


    「まぁ、気にするな。茶が冷めるぞ！」


    　我が物顔で客間のソファにどっかりと座った老人が、先ほど受け取ったコーラの缶を開けて言う。炭酸飲料特有のシュワっという音と、カラメルの甘い香りが部屋中に広がる。


    「くーっ、この俗っぽい味が好きなんじゃ」


    　老人は不満そうに、ちらっと横目で笠井を見たが、笠井は直立不動のまま、なんの反応もしない。老人の手には青い缶が握られていた。おそらく、実の名で呼ばれることへの腹いせに、わざと買ってきたものだろう。


    「笠井さんもここに座ればどうですか？」


    　アツミは、茶を注いだのちに立ったままでソファの横で待たい機きしている笠井にも茶を勧める。が、笠井は黙ったまま、私は結構です、と断った。言ってから気づいたが、名前で呼ぶのは失礼だったのかもしれない。


    　熱湯に近い温度の茶を喉のどに流し込んで、無理やり体を覚かく醒せいさせる。


    「さて……」


    　老人が、いよいよ本題、といった感じの目つきをしたので、アツミの眠気はすっかりとんだ。ゴクっ、と喉のどを鳴らして、身構える。


    「学校のほうは、どうじゃ？　そろそろ高校に通い始めて、三カ月は経つが、友達はできたか？　お前さんは、結構〝いけめん〟 じゃからなー。まぁ、若いころのワシには負けるがのぅ。カハハハ！」


    　老人はそう言ってコーラの泡あわを口くち髭ひげにつけながら笑った。


    「………………」


    　老人は見当違いな質問をして、緊張を和やわらげようとしたのだろうが、高校生活になじんでいないことを見み透すかされたような気がして、アツミは露ろ骨こつに不快な顔をしてしまう。


    「ジョークが通じないやっちゃなぁ……。どーしても話さにゃならんのかい？」


    「……どうしてもです！」


    「それは、執しつ行こう人にんとしてかな？」


    　執行人──昇天結社アセンシヨンでの、不死者アンデツトを狩る者の名が出てアツミは思わず背筋を整えた。


    「はい、もちろんです。おじいちゃんも、総そう帥すいとして答えてください」


    「わかった。ワシも真ま面じ目めに答えるとしよう。ただし、呼ぶときは『おじいちゃん』な！　ああー、笠かさ井いくん、もう一本コーラ買ってきておくれ」


    　笠井は了解し、なにも言わずに部屋を出て行く。


    　しばらく待ってから、老人は口を開いた。それはアツミが丁ちよう度ど、屋敷の敷地内から笠井とおぼしき風の気配を、感じなくなった瞬間と同時だった。アツミは老人の顔が、孫まごと話す温和なものから、部下と話をするときの、昇天結社アセンシヨン総そう帥すい──片かた山やま辰たつ之の助すけのそれに変化したことを、容よう易いに見て取った。


    「今日……いや正確には昨日になるか……、昨日の十九時××分、ＦＸ‐２８Ｐポイント、つまりこの街──Ａ郡桐きり人ひと町に発生した既死者ゾンビである、『吉よし岡おかさち』の昇しよう天てんの命令は解除された。以後、『吉岡さち』の処しよ遇ぐうは保ほ留りゆうとなる」


    　意外すぎる答えだった。数多くの既死者ゾンビを昇天させてきたアツミにとって、昇天対象をそのまま放置するという選せん択たく肢しは、存在しない。それは決してありえないはずのことなのだ。


    



    　人間と他の動物を分ける決定的な違いは、いつしか自分が「死ぬということ」を知っているかどうか、という点にあるだろう。自分という存在が消えてしまう〝死〟は誰にとっても恐ろしい。死の恐怖から逃のがれるために、さまざまな宗教や思想が生まれたといっても過か言ごんではないし、死が誰にでも訪れるからこそ、人は日々の生活をよりよくしようと努力する。


    　死からの逃とう避ひは、人間の質を下げることにほかならない。つまり、罪なのである。とはいえ、前述のとおり、普通の人間には必ず死が訪れる。


    　が、秘ひ法ほうを用もちいて誰しも逃れることができない死さえ超ちよう越えつしようとした者たちがいた。それは古来、仙せん人にんとか、隠いん者じやと呼ばれる存在として、人々に恐れられ尊敬されてきた存在であった。普通の人間にとって、雲の上の存在であった彼らは、人々との接触を絶って細々と生きてきた。


    　しかし、彼らの不死を維い持じするためには、他の人間の肉や血が必要であった。不死者アンデツトたちはいつしか、普通の人間たちを狩る楽しみを覚えていった。彼らにとって食料でしかない人間たちは、食物連れん鎖さの生態ピラミッドの下方に位置するしかなくなったのである。


    　そんなとき、一部の秘術を修得した人間たちが、さまざまな地で不死者アンデツトたちに立ち向かったのである。多大な犠ぎ牲せいを払いながらも、彼らは不死の存在をほぼ討うち滅ほろぼすことに成功した。現在、人間たちが地上に君くん臨りんできているのは、種しゆと種の戦いともいえる戦いくさに勝利した結果なのである。


    　そして、それらの不死者アンデツトを天に還す（＝昇天）ために結成された組織こそが、『昇天結社アセンシヨン』なのだ。


    



    「簡単なことよ。……お前さんには言えない事情が、こちらにはあるってことじゃな」


    「なっ……、それはどういう……？」


    「言葉のままの意味じゃよ。お前さんの任務も終わり。連中は、人材が減って悔くやしがるじゃろうが、ワシ一人でもなんとかしてみせるさ。これまで……最初の執しつ行こうから数えると八年間くらいか？　ご苦労さんじゃった。退職金もたんまりもらえるぞい。まぁ、タダヒコともども、二人が結婚しても、その孫まごくらいまでは遊んで暮らせるはずじゃ。ワシからもいくらか＋プラスαアルフアをしておくからのぅ」


    　その、わざとはぐらかすような態度にアツミは少しだけ腹が立ったが、一呼吸置いて言った。


    「私が聞きたいことは、そういうじゃないことくらい総そう帥すいならわかって──」


    　確かに、その瞬間、アツミは正面のソファに座っている辰たつ之の助すけを見てそう言ったはずだった。


    「おじいちゃん……じゃったろう？　これは命令と言ったはずじゃが、忘れたんかいのう？」


    　時間差で吐と息いきを感じた。気づいたときには、もう辰之助は目の前にはいなかった。


    　そう、耳元で囁ささやいていたのだ。


    　その目は、孫に話し掛ける老人の目ではもちろんなかった。部下を指揮する立場の総帥の目でもなかった。それはまさしく、戦士の目。「踏み込んでくれば、ワシも容よう赦しやせん」という明確な意志が感じ取れた。


    　アツミは、その目を直視できず、狼ろう狽ばいし、目をそらす。


    「なーに安心せい！　年老いたワシでは、お前さんにゃ勝てはせんよ！　お前さんがワシの動きを見切れなかったのは、感情に衝つき動かされ我われを見失った結果じゃよ。平常心なら、ワシなど赤子の手をひねるようなもんじゃよ。といっても、若いころのワシなら、勝負はわからんがのぅ、カハハハハハ!!」


    「失礼し……、いえ、ごめんなさい、おじいちゃん」


    「おじいちゃん」と呼ぶと、辰之助はすぐに笑顔に戻った。アツミは、それにどうしようもない安心感を得てしまった 。もしも、このまま、その目が元に戻らなかったら、と考えただけで震えてしまう。


    「そうそう、それでよい。あとは平常心を忘れないことじゃな。そんなふうにいちいち心を乱れさせていては、あのお嬢ちゃんを守ることなどできんぞ!!　彼女なんじゃろ？」


    　緊張感を解きほぐすために喉のどを潤うるおしていたアツミは、それを聞いて思わず咳せき込んだ。まさか、そこまで知られているとは……。


    「いや、僕と彼女はただの友達で……」


    「お、よくあるパターンの言い訳じゃなぁ。微笑ほほえましいのぅ。からかいはせんから、ほれ、本当のことを言うてみぃ」


    「いや、本当に友達のつもりなんだけど、僕は……」


    「なに、ワシとて読どく唇しんの心こころ得えくらいある。これは、ワシが直接おまえたちの闘いを見て知ったものじゃ」


    「…………むぅ」　


    　アツミはうなだれて、なにも言わなかった。どうせ反論しても、信じてもらえはしないからだ。


    　辰たつ之の助すけは、それで辛しん気き臭くさい話を打ち切って、他愛たわいのない世せ間けん話ばなしに切り替えた。おもに、高校生活についてのアドバイス。なぜ、現代の高校生の生活に詳しいのか、アツミには甚はなはだ疑問だったが、


    「さて、笠かさ井いくんも帰ってきたことじゃし、そろそろ、お暇いとましようかのぅ……。いい家だからちょくちょく、来させてもらおうかのう。おじいちゃんとして！」


    「え……」


    　と、風で気配を感じ取って周囲を警戒することを怠おこたってしまうほど、楽しい話であったことは間違いない。


    　周囲の風と精神をシンクロさせると、確かに、笠井の気配を感じ取れる。


    「それじゃあな、精しよう進じんせぇよ！」


    　辰之助はにこやかに手を振りながら、部屋をあとにした。


    　すぐに笠井からコーラを受け取り、開けて、口をつけながら、アツミには聞こえない小さな声で、辰之助は呟つぶやく。


    「すまん、お前さんには話せんのじゃ……」


    　黒塗りの高級車は、先ほどの男たちのように、深夜の闇の中にそのまま溶け込んでいった。
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    　翌日。さちは、窓に差し込む光で目を覚ました。外を見るとすでに太陽の位置が高い。


    「時間は……？」


    　ぼやける視界の中で、今度は、時計を見る。その時間に驚いて、被かぶっている布ふ団とんを蹴り飛ばし、ガバッと起き上がる。


    　午前十一時半。いくら朝が弱いさちでも、こんな時間まで寝ていることはまれだった。今日が土曜日ということを考こう慮りよしても遅すぎる起き床しよう。そこで思い出す。あ、携帯の目覚ましをセットし忘れていたんだ……、と。そして、昨日の夜の記憶も鮮明に思い出してしまって、胸が締めつけられる思いがした。


    　自分の服装を見れば、昨日と同じ制服姿。あのまま昼を迎えたらしい。それを意識するだけで、活動する気が失うせて、いったんは起こした体をまた倒す。横になってもけだるい感じが抜けない。


    　さちは少しだけ、アツミのことを考えてみた。


    　──私が好きな男の子。高たか田だアツミくん。


    　……違和感しか覚えなかった。確かに好きだった。でも、それだけ。どこかの誰かが好きだっただけで、私は好きじゃない。そのどこかの誰かが、私に似すぎているだけ……そう考えると少しだけ気が楽になった。


    　夜をまたげば、気持ちが元に戻っているかもしれないなんて考えていたけれど、それは噓だった。


    　さちは実感する。この服装だけじゃない、気持ちも昨日のままなのだ、と。


    　胸に手を当ててみる。心臓の鼓こ動どうは……、やはりない。これも昨日のままだった。


    　少し腹が立ったので、親指に強く爪を立てた。……痛みが脳までやってこない。だから、加減がわからなくて親指の皮ひ膚ふを破ってしまう。


    「あ、血……」


    　思わず声が出た。本当に「思わず」だった。痛みを感じたための声ではない。「思わず」力が入って、「思わず」皮膚を破った。血が吹き出た。こんな小さなことで、自分の身体が普通でないことを実感できてしまって。こんなことなら、いっそ現実逃とう避ひしてしまおう。


    



    　あるところに、一人の娘がいました。娘は一人の少年に恋をして、結婚の約束までしていましたが、ある日突然、娘の恋心が消えてしまったのです。少年は、娘を取り戻そうと必死になりますが、娘はそんなことお構いなしに、次の恋を見つけました。めでたしめでたし。


    



    　ほら、こんなふうに。


    　……どう考えても娘が悪い。娘の望んだ結果ではないとしても、客観的に見れば、娘の我がままでしかない。高田くんはショックを受けているだろうか。弄もてあそばれたと私を恨うらんでいないだろうか……。さちが、そう考えれば考えるほど、ドツボに嵌はまっていく。


    　だから、それを胸の奥にしまっておくしか矛む盾じゆんした想いを絶ち切ることはできなかった。遠い昔の出来事だと思うしかない。


    　もう一度時計を見ると、すでに十二時をすぎていた。さちは、こんなにも悩んでいたのか、と少し笑う。時間を忘れるほど、アツミのことを考えていたという点では、昨日までとなんら変わりない。


    「あははははははは、……ハァ……」


    　ため息を一つついて、ベッドから起きる。制服は寝乱れて、皺しわがついてしまっていたが、少し様子が変だった。一年以上も着ているので多少はくたびれてきていたはずだったのに、なぜだか新品のような気がした。


    「…………」


    　まぁ単なる気のせいだろう、とさちは思い直して、タンスの引き出しを開ける。とりあえず、着替えなければ……。ついでに、シャワーでも浴びたい。


    「着替え、着替えっと」


    　タンスから、全体に花の模様があしらわれた服を取り出す。その模様は上下ともおそろいで、およそ外出するには、不向きなものだった。つまりパジャマである。


    　そのまま、脱衣所を目指し階段を降りる。その間も、考えていることは昨日の出来事と、自分の体のこと、そして、消えてしまったアツミへの好意のことだった。


    　当然足元など見ているはずもない。そんなふうに油断していると……、


    「ああ、危ないっっ!!」


    　といったぐあいに階段で足を滑らせることは目に見えていた。


    　前につんのめって空中で大回転。


    　これは死んだかも！　と思ってしまう。なにせ今その視界には、「さちの部屋♪」というプレートが掛けられている、階段を上がって正面にある自分の部屋が、逆さまに見えているのだ。そんな一瞬の時間の中でも、思考する余よ裕ゆうがあるのは、それだけ洒落しやれにならない状況で時の流れが遅く感じられる、というアレな物質が出ている最中だからだろう。


    　そのまま、ゴッ、と頭頂部を階段にぶつけて（しかも直角になった部分！）、生々しい音を立てながら、全身を強打し、落下する。骨が軋きしんだような音を、自みずからの耳で聞いた。さちは直感でわかった。骨が折れてるよね、相当な数。重傷かも……、と。


    　衝撃を受けた頭頂部を、なんとか無事だった手でさすってみる。……血がべっとり。


    「お母さーん！　来てー!!　たぶん……、やばいかもー」


    　ああ、やってしまった。これは、下へ手たすりゃ死ぬ、と思いながらさちは母親を呼んだ。


    「あらあら、どうしたの、もうお昼よー。振られたからって、寝すぎは体に悪いわよー」


    　その声を聞きつけて、母親が呑のん気きに歩いてくる足音を聞いた。状じよう況きようが理解できていないので、急ぐ気などない感じだったが、さちの姿を見て、母親の表情は一変する。にもかかわらず、


    「さち！　そんな所で寝るんじゃないの！」


    　などと、まるで気遣う様子がない。普通に考えて、階段の下で寝はしないだろうに。


    「ちょ、娘が、階段から落ちて、全身強打の重症で血を流し倒れているっていうのに、そんなとこで寝るな！　はないんじゃないの？」


    　母親は、そんな言葉を軽く流して、さちの足元に落ちていた紙切れを拾い上げる。


    「……あ、これなーに？」


    　見覚えがある紙切れは、さちに反論の暇ひまを与える前に、母親によって開かれ読み上げられてしまう。


    「なになに、高田アツミ……と。０９０‐□□□□‐××××……。ふーん、振られはしたけど、電話番号はゲットと！　よかったじゃない。あれね、お友達から始めましょう、ってやつでしょ？　なんだー、昨日、泣きながら甘えてきたっていうのに、脈ありじゃないの！」


    　ふふふと笑いながら、さちと紙切れをまじまじと眺める。


    　それを聞いてさちはすぐに起き上がり、紙切れをひったくって、ポケットにねじ込んだ。


    「もー、やめてよね。というか、娘が失恋したっていうのにデリカシーなさすぎ」


    「あら、そう？」


    「そうなの！　まったく！」


    「お母さんには、もう元気になったように見えるんだけどねー。こんなとこで真っ昼間っから寝てるぐらいだし。……そういえば、なんでこんなとこで寝てたの？」


    　心底不思議そうな目で見つめる母親。


    「だから！　私、階段から落下したの！　そして全身打だ撲ぼくで大おお怪け我がしたの！」


    　母親はそれを聞いて、心配するどころか笑いだした。


    「まさかー。今、元気にしてるじゃない。傷一つない健康体に見えるんだけど。ちょっと顔色が白いような気はするけどね」


    　なぜか、話が嚙かみ合わないような気がした。あれだけ、派手に落下したのだ。一目見て、酷ひどい事態であることは察することができそうなものなのに……。


    「でも……頭がぱっくり割れて血が出てて……」


    　ほらこんなに、と頭を触って、母親に見せるが、まったく取り合ってもらえない。少し憤慨しつつ手を見ると、なぜか血の一滴さえついてはいなかった。


    「あれー、なんで？　どうして？」


    　しかも、最初は折れたと感じた骨も、なんともないようだ。普通に立ち上がれる。そしてなにより、これっぽっちも痛みというものを感じていなかった。


    「いや、私に訊かれてもねぇ。さち……、あんたやっぱり夢でも見てたのよ」


    　階段から落下したこと自体が夢だったのかもしれない、となんだか釈しやく然ぜんとしないまま、さっき母親から引ったくった紙切れを見た。アツミの名とともに記された、電話番号。それで思い出す。そういえば、今日はデートの日だったじゃないか、と……。


    　そんなさちを母親がにやにやしながら、見つめている。すかさず、紙切れをポケットにねじ込む。


    「慌あわてて隠さなくてもいいじゃない。もう見られちゃってるんだからさ」


    「ううっ、それもそうだけど……」


    「それにしても便利な時代になったものよね～。母さんが学生の頃なんか、当然携帯なんてなかったから、家にかけるだけで必死だったものよ」


    「へー、そうなんだ」


    　実は、この話は何度か聞いたことがあったのだが、機き嫌げんを損そこねられても厄やつ介かいなので、「それ聞いたことあるよ」などと、揚あげ足あしは取らないことにする。


    「何時に電話するから、って打ち合わせしておくの。でも運悪く、親が出ちゃったりすると大変。おじいちゃんなんか、お父さんが電話してきたら、切っちゃってね……、散々説教食らったあと、お母さんがフォロー入れようとして、お父さんの家に電話したら、今度はお父さんのお姉さんが電話に出てきて……」


    　さちには、たぶんお父さんとお母さんの話なんだろうなー、とは予想できていたが……。予想していた以上に長かった。それはもう半はん端ぱじゃなく。


    　この話はしばらくは止まりそうもないと判断したさちは、今のうちにシャワーを浴びることにする。どうせ、回想モードに突入している母親にとっては、聞いている人間がいようがいまいが、関係ないのだった。とりあえず喋しやべることができれば……。


    



    「……というわけで、高校生編は終わりね。なにか質問は？」


    　三十分程度は話し続けているのだろうか？　なぜ疑問符がつくのかというと、シャワーを浴びるには丁ちよう度ど良い時間だったので、浴びて帰ってきてもまだ母親が喋っていたからだ。服装が変わっているというのに気にも留めていない。


    　なぜ電話番号の話から、「両親のなれそめ第一章」を聞かされねばならなかったのかを、大いに質問したかったが、さちには無駄だとわかっていた。なぜなら、そんな質問をしようものなら、高校生編で回収されなかった伏ふく線せんの関係から、第一・五章浪人生編及び、第二章大学生編に突入されかねないからだ。


    「あの……お母さん、結局なにが言いたいの？」


    　こういう場合は、脱線した話を元に戻してやるのが効果的である。
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    「……ああ、ごめんね。お母さん、昔の話を長々としちゃったみたいね。……で、結局言いたいことは、すぐに本人に繫つながる携帯電話の番号を教えたってことは、もうすでにさっちゃんと……その高たか田だくんの気持ちは繫がってるってことよ」


    「そんな、携帯の番号くらいで大げさなぁ」


    「じゃあ、さっちゃんの携帯には、男の子の番号は登録されてるの？」


    　……わざわざ確認するまでもなく、登録などされていない。クラスメイトの男の子とは、基本的に普通に接することはできるが、それ以上の関係に至ったことはない。今まで一度も。


    「ない……けど」


    「それじゃあ、高田くんのほうはどう？」


    　自分のことではないのだから、そんなことわかるはずはないのだが、以前のようにアツミのことを考えただけで、熱に浮かされたように赤面していたころに比べれば、少しは客観的にアツミを見ることができるかもしれない……と、考え試してみる。


    　そういえば、いつも一人でいる……。


    　そういえば、いつも一人で帰ってる……。


    　そういえば、あんまり男の子とも話してない……。


    「たぶん、いないと思う」


    　深く考えると、どうしても以前の記憶を思い出してしまって、むしゃくしゃしてくるので止やめておくが、一いつ匹ぴき狼おおかみみたいという認識は、少し違っていたのかもしれない。　


    「それなら、やっぱり繫つながっているじゃないの」


    「へぇ～、そんなもんなのかなぁ……」


    　と納得してしまうのだった。とはいえ、今は嬉うれしくもなんともない。結局そのあとも、さちは一人、部屋に引き籠こもるのだった。


    



    　　　　　●


    



    　その日の夜、食欲はなかったけれど、不自然に思われるので食事は摂った。気持ちの問題ではなく、体自体がまったく食物を欲ほつしてはいなかったのだ。味を感じず、まさに味気ない食事だった。味をしないものを食べるというのは苦痛でしかないので、ほとんど手をつけなかった。


    「さち、全部食べないと大きくなれないぞ～！」


    　などという父親の発言が胸に突き刺さる。既死者ゾンビどころか、失恋したという事情さえ知らない父親にとっては、娘のことを思っての発言だったのだろうが、相手をしている元気はない。ぐあいでも悪いんじゃないか、と騒ぎたてる父親をよそに、さちは自室に戻った。おそらく母親がフォローしてくれているであろうが、それでも、この既死者ゾンビとかいう体を恨うらまずにはいられなかった。


    　次の日も、朝から気分が沈んで、とても元気というわけにはいかず、ずっと部屋に籠こもりっきりになっていた。アツミのこともあるが、昨日までと若じやつ干かん違うのは、両親を心配させている、という気持ちが芽め生ばえている点だった。このまま、味がしないからといって、食事を摂らないというわけにはいかない。


    　朝食は、朝寝坊したから朝昼兼けん用ようということで回数を減らし、回避できたが、今日は残すわけにはいかない。吉よし岡おか家の掟おきて「出されたものは全部食べる」が、今までさちに好き嫌いのない正しい食生活を提供し、給食であろうがなんであろうが、絶対に残さないということをデフォルトとして刻み込んできたので、「食事を残す＝イコール病気」と認識されて、病院にでも連れて行かれかねなかった。


    　だが、さちの変化は、この昼食時に訪れることになる。


    「さち～、ごはんできたよ～」


    　と、母親に呼ばれて足取り重く食堂に行くと、すでに昼食の準備は完了していた。


    「おお、こりゃ美う味まそうだなぁ、さちオムライス好きだろ??　昨日は調子が悪かったんだってな……。でも、お母さんのオムライスは絶品だから、すぐに治っちゃうぞ～♪」


    　父親の笑顔が痛かった。確かに、盛り付けられたオムライスは、黄金色の卵のベールと真っ赤なケチャップのバランスが、絶ぜつ妙みようだった。もちろん付け合わせのパセリも彩いろどりを添えていた。スプーンで卵を破ると、中からオレンジ色のチキンライスが顔をのぞかせる。いつもなら、このオムライスをおかずに白御飯を食べられそうな勢いだったが……、


    「…………」


    　期待せずに口に入れると、やっぱり、なんの味もしなかった。それが露ろ骨こつに表情に出てしまう。


    「ありゃ？　さち、やっぱり食欲ないのかい？」


    「さち、美お味いしくなかったかな……。それともまだ、気分悪いの？　病院行く??」


    　両親が精一杯、心配してくれている。それに応えることができなくて、悔くやしかった。母親は、自分が作った料理のせいとさえ思っている。


    「ごめんなさい、違うの。とっても美味しいよ」


    　涙が零こぼれそうになるのを必死に抑える。ここで泣いてしまったら、余計な心配をかけてしまう。


    　だから、さちは、必死に食べた。不ま味ずいわけではない。毒でもない。だったら、食べられるはずだ！　と必死でオムライスを搔かき込む。


    　カチカチと、皿とスプーンがぶつかり合う。そしてケチャップの匂いが、さちの口内を満たしていく。甘い卵は、チキンライスを包み込む。


    　さちは思う。なんでチキンライスは、ケチャップで炒いためているというのに、これほどまでに、ケチャップと合うのだろうかと……。


    　なんでこんなにパセリは香り高いのに、味は苦にがいのだろうかと……。


    　なぜ、感じなかったはずの、味を感じているのだろうか……と。


    「あらあら、急に食欲が出たのね……。はいはい、がっつかないの。まだいっぱいあるんだから……」


    　感じなかったはずの味覚が復活した、としか言いようがなかった。普段は意識さえしなかったミックスベジタブル一つ一つの味さえ感じた。


    「とっても美味しいよ……」


    「もう、それはさっきも言ってたじゃない……ってなんで泣いてるの？」


    「二回言いたくなるくらい……、美味しかったの!!」


    「よーし！　父さん、さちに分けてあげちゃうぞー！　！　！」


    　自然と涙が流れるくらい、美味しい物を食べるなんて、初めての経験だった。結局、その日、口に入れるものすべてが美味しくて、冷蔵庫の中のものを全部食べてしまった。母親に失恋による過か食しよくを心配されたのも、初めての経験だったが気にしない。


    　そこから、なんだか吹っ切れてきた。さちは思う。


    　この体はわりと、私に合っているんじゃあないかと。
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    　結局、一週間の疲れを癒いやすはずの土曜日も、趣味に勉強に有効活用すべきな日曜日も、さちは、家から一歩も出なかった。それどころか部屋からほとんど出ずにすごした。部屋から出たのは食事と風呂のときだけだった。


    　そして休日は明ける。体のことに関しては、少しはマシになったけれど、学校にはあまり行きたくなかった。


    　休みの間は失恋のショックということでなんとかなったが、さすがに学校を休むわけにはいかない。さちには学校に行きたくない理由が二つあった。


    「さっちゃん、デートどうだった？」


    　登校途中、早速待ってましたとばかりに、那な美みが笑顔で尋たずねてくる。これが一つ目の理由だ。もう一つは、アツミと教室で顔を合わせることである。


    「怒らないで聞いてくれる？」


    　さちは、那美を通学路の途中の公園に連れ込む。朝早くということもあり、公園には、散歩中のおばあさんしかいなかった。二人は、空いているベンチに座る。


    「こんな所に連れ込んで、内緒の話でもあるの？　というかなんであたしが怒るのさ？　ははーん、わかった。さっちゃんドジっちゃったんでしょ。アイスクリームをぶちまけたとか、自動ドアに挟はさまったとか」


    「そんなことじゃないの」


    「だったら動物園の檻おりに迷い込んだとか、遊園地で迷子になったとか、海で溺おぼれたとか？」


    　ここまで言われた場合、いつもならさちも怒ってしまうところだが、今回はそんな余裕もなく真剣だった。


    「違うの。……私、高たか田だくんを……」


    「えー、もしかしてすごく進んじゃったの？　まいったなー、それは怒るかもよ、あたし。アハハハ」


    「振ったの」


    「へー、振ったの。おめでとう。そこまで行ったならあたしが協力できることはなにも……、ん？　振った？　さっちゃん、ちょーっと、変な言葉が聞こえたんだけど、もう一回言ってもらっていいかな？」


    「だから、振ったの。高田くんを」


    　さちは、那な美みに本当のことを話した。既死者ゾンビなどという存在になってしまった、なんて非現実的なことは話せないが、協力してくれた那美に噓はつきたくなかった。


    「あんなに、好きだって言ってたのに、なんで？　どうして？　というか噓でしょ！」


    「ホントなの……。本当に振ったの。……突然冷めちゃったというか、好きだった気持ちにぽっかり穴が空いたというか……。すごく我がままだよね、私……」


    　那美はそれを聞いて、しばらく黙っていたが、間を空けて口を開く。


    「正直驚いた。告白したのはさっちゃんからだったのに……。しかもその日のうちになんて。高田くんになにかされたの？」


    「そんなことないよ。高田くんは悪くないの。悪いのは私なの」


    「ふーん、初めてできた彼氏を自分から振ったのに、相手に非はなくてあくまでさっちゃん自身が悪いと言いたいのね？」


    　那美は、さちの目をじぃーっと、見つめる。さちは噓はついていなかったが、その目を見て噓はつけないな、と思った。


    「そして、これ以上は詮せん索さくされたくないと」


    　さちは、驚いた顔で頷うなずいた。


    「えっ、なんでわかるの？」


    「全部さっちゃんの顔に書いてあるもの。長い付き合いだからわかるの。さっちゃんは人を傷つけるようなことはできない子だよ。きっと心の奥ではまだ高田くんのことが好きなんだよ。でもいろいろあって付き合えなくなったんでしょ？　それはあたしに言えないような理由があって詮索されたくない。ここまで合ってる？」


    「すごい！　ほとんど合ってる。まだ好きってことはないけど……ね。でも悪いのは高たか田だくんじゃないから、高田くんを責めないで」


    　これはさちの、正直な気持ちだった。さちから告白しておいて、その日に振ったのだからアツミを傷つけたことに変わりはない。昨日と一昨日、さちが考えていたことといえば、ずっとこのことだった。アツミを傷つけたことへの自じ己こ嫌けん悪お。アツミを好きだったときの記憶が鮮明に残っていて、そのころは好きだったという実感もあるので、それは相当なものだった。


    「へー、それでもまだ好きってところは否定するのね。……だったらこの話はおしまい。早く学校に行こう。こりゃ、走らないと間に合わないよ！」


    　さちはそれに同意して、笑った。それは何年かぶりの笑いのような気がした。


    「うん、ごめんね。急ごう!!」


    　さちは、思う。本当にいい親友を持ったんだな、と。　
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    　時間は前後して、さちが家を出る五分ほど前。アツミはすでに教室内にいた。


    　視界にできるだけ「吉よし岡おかさち」という存在が入らないようにそのまま自分の席まで一直線。鼓こ動どうが、早はや鐘がねのようにアツミの体を揺さぶった。それに必死で耐えながら息を止め、できるだけ誰とも目を合わさないようにして着席する。


    　一度落ち着いて教室を見渡し、吉岡さちが登校しているか確認すればいいものを、そんな簡単なことが、実行できなかった。その、もどかしいような感覚がアツミには理解できなくて憤いきどおりを感じる。なぜ理解できないのか、と少しだけ考えてみてある結論に達する。


    　ああ、簡単なことだ、吉岡さんに復ふく讐しゆうされるのが怖いんだ、と。


    　それが理解できてしまうと、今度は自分の背中がむずがゆくなった。そして、深い後悔が襲ってくる。さちの席は、アツミの左後ろなのだ。教室の中とはいえ、このまま背中を見せつづけていることなど、戦いに身を投じてきたアツミには耐えられるものではなかった。それどころか、さちがこの教室にいるのか、把は握あくすらできていない。後ろを振り向いて確認したかったが、なぜだか……怖い。怖いというより、気まずい。


    　その理由をさっきと同じように考えてみるが、今度はいくら考えてもその答えが出ない。時計を確認すれば、八時二十分。アツミは始業のチャイムが鳴るまで悶もん々もんと背中を警戒することとなった。


    



    　結論が出ない思し案あんを続けること二十分。遅刻寸前組の生徒たちがなだれ込んできていた。アツミは、その中にさちがいるのではないかと、気が気ではなくて、通常の思考ができないほど動揺していた。もう少し、クラスの人間と接点ができていればと、後悔する。


    　振り返ってしまえば、簡単に状じよう況きようを把は握あくできるのにそれができない。風の気配を読めば、振り返らなくても容よう易いにさちがいるかどうか確認できるのに、それを忘れてしまうくらい、なぜか緊張していた。


    　だから、呼吸を忘れてしまうほど背中の神経を研とぎ澄すまして警戒していると、朝のホームルームの始まりを知らせるチャイムの音が鳴る。


    「今日はさちとナミ休みかなぁ……」


    「いやぁ、あの子たちいつもギリギリだかんねー」


    　クラスの女子たちがそう発言した。それは、彼女らにとって他愛たわいのない会話であったのかもしれないが、アツミにとっては救いの言葉だった。なにせ、それによってさちがこの場にいないことが確定できたのだから。


    　ここぞとばかりに教室中を見渡して、言葉どおりさちの姿はないことを確認する。ありがとう……さんと××さん、と名も憶えてない女子に感謝しながら、少しだけ安心し、たぶん今日は欠席だろう、とアツミはほっと胸を撫なで下ろす。


    　だが、その安あん堵どは数秒しか続かなかった。チャイムの音が最後の一小節になったとき突然、教室の扉とびらが乱暴に開かれた。アツミはその音を聞いて反射的に背を向けてしまった。そのうかつな行動のせいで、さちである確信を持てないまま、また警戒しなくてはならなくなる。せっかく名も知らぬ、××さんが「いつもギリギリ」だと教えてくれたというのに……。


    　しかし、後悔してもあとの祭り。アツミはできるだけ前方の状況と、教室の会話から、この遅刻寸前に入ってきた人物が、さちであるかどうかを推理しなければならなくなった。


    「ちょっと遅いですよ、諸もろ沢さわさん」


    　すでに伊だ達て眼鏡めがねをした担任の女教師──白しら藤ふじ良りよう子こは入室していた。遅刻寸前に登校してきた那な美みに対して、良子は呆あきれたような表情で注意する。


    　そんな良子の表情を受け流すように、那美は笑顔を向ける。これは、よくあるやりとりなのだ。


    「へへへ、でも私たち間に合ってますよね？」


    「はい、校則ではチャイムが鳴り終わるまでに教室に入る、とありますからね」


    　良子の「諸沢さん」という言葉を聞いて安心したいアツミだったが、今回はここで早はや合が点てんはしない。那美は「私たち」と発言した。


    　確か、諸沢さんはよく吉よし岡おかさんと一緒にいる娘このはずだ、とアツミは曖あい昧まいな記憶を引っ張り出す。そして、諸沢さんが「私たち」と言ったということは、一緒に吉岡さんも来ているはずだ、と推理する。いるとわかっていれば、たとえ背後であろうと対処のしようはある。


    「……ですが、文法的に正しくありませんね。日本語は正しく使わないといけませんよ」


    　国語教師でもある良りよう子こは、那な美みが遅刻でないことが少し悔くやしかったのか、別の角度から那美を注意した。


    「え……だからチャイム鳴り終わる前に教室に入ったじゃないですか。ねぇ、だよね、さっちゃん？　さっちゃん……？」


    　那美が「さっちゃん」という愛称でさちを呼ぶことを、アツミはおぼろげながら記憶していた。その言葉を聞いただけで、心臓だけ別個の生き物であるかのように、跳はね上がる。


    「……て、さっちゃんいないじゃん！」


    「え、来てない……??」


    　思わず、訊き返してしまった。アツミはとっさに口を噤つぐむが、幸さいわい朝の喧けん騒そうはそれを搔かき消し、誰も気づいていない。アツミが、おそるおそる後ろを振り返ってみると、確かにさちはいなかった。


    「はい、吉岡さんは遅刻……と」


    　わざとらしく、口に出しながら良子が出欠簿をつけていく。出席を取る前だというのに、遅刻だけ先に書き込むとは、なんとも嫌いや味みったらしい。


    「あれー、公園までは一緒だったんだけどなー」


    　クラスメイトの女子たちに、さちの行方ゆくえを訊かれていた那美は、見当もついていない様子だった。


    「もしかしたら、途中で気分でも悪くなって帰ったのかもしれないけど……。まぁ、さっちゃんのことだからね……」


    　那な美みはそのうち来るでしょ、と続けたかったのだが止めた。それは那美やクラスメイトの女子たちにとっては、周知の事実、いつものことだからだ。


    　しかし、クラスに関わりあいを持たずにすごしてきたアツミにとっては、那美が言おうとした言葉などわかるはずもなく、ただ一人悶もん々もんとするばかりだった。


    　とりあえず、今日さちは来ないだろうと判断したアツミは、ほっと胸をなでおろした。そして、安心すると急に教室内での出来事に対しての興味を失い、机に突っ伏した。


    



    　すでにチャイムは鳴り終わり、空気の振動による余よ韻いんだけとなる。それをかき消すように、誰かの足音が聞こえてきた。距離はおそらく遠いが、ドタドタという音が結構響く。それはいかにも「走るのがヘタクソです」とでも言っているようだった。


    　その足音はどんどん大きくなってきて、


    「やばい、絶対遅刻だよー!!」


    　声を上げながら、「廊ろう下かは走るな！」という貼り紙を見事に無視して、廊下を爆走し、その勢いのまま、遅刻確定の生徒が教室に飛び込んできた。


    「すみませんっ、遅れましっ、あうっ」


    　だが、注意力散さん漫まんになっているのか、無事に教室に入れない。


    　引き戸の開き加減が中途半はん端ぱであったために、開ききっていない扉に足を引っ掛け、悲鳴を上げながら派手にすっ転んだ。そのまま派手に、床で二回転する。


    「こら！　遅刻ですよ！」


    「は、はい……。すみません」


    　派手なわりに、遅刻という報むくわれない登場の仕方に、教室中からどっと笑いが起こった。とうの本人は思いっきり打ちつけた頭をさすりながら苦にが笑わらい。


    「遅刻の理由はありますか？」


    「昨日夜寝るのが遅くて……、でも今日は比較的早く起きれたんです」


    「だったらなぜ遅れたのですか？」


    「登校途中に、子犬がいたんです。よたよた歩いてくるのが可愛かわいくて、それで携帯でベストショットを収めようと、携帯越しに観察してたら……」


    「観察していたら？」


    「……どうしても言わないと駄目ですか？」


    「当たり前です！　遅刻したあなたが悪いんですよ！」


    「……に……まって……」


    　遅刻してきた生徒は観念したのかしぶしぶ答えるが、恥ずかしがって、ところどころ声が小さい。


    「えっ、なんですって？　発音はしっかりなさい！」


    　良りよう子この大声によって、朝のホームルームの前の喧けん騒そうは一時途切れ、その答とう弁べんに皆が注目した。


    「だから、ドブに嵌はまったんです！　ズボッと！　靴の中まで泥が入ってきたんです。だから、家に足を洗いに帰ってました……」


    　あまりにくだらなく、馬鹿っぽくて、ドジすぎるその行動に教室は一瞬シーンと静まり返る。良子も、小学生のような遅刻理由に開いた口が塞ふさがらないほど啞あ然ぜんとなっていた。


    「ぷっ……」


    　しばらくの静せい寂じやくがあって、笑いを堪こらえきれなかった誰かが、ついに吹きだしてしまう。それがスイッチとなって、一気に爆発した。


    「きゃははははは、吉よし岡おかさんサイコー」


    「さちぃ～、そりゃないって!!」


    　遅刻した生徒──さちは、自分のドジさを恥じて、耳まで真っ赤にして皆に抗議する。


    　さちと比較的仲のよい女子は、遠えん慮りよなく爆笑していた。それが彼女らなりの、さちへの接し方で、さちもそれを十分に理解していたので、別に悪い気はしない。那な美みなど、年頃の娘にあるまじき豪快さで笑っており、腹を抱かかえて呼吸困難に陥る寸前である。一緒に登校していたはずのさちが、いつのまにかいなくなって、こんなことになっていたという事実が、どうしようもなくおかしくてたまらなかったのだろう。


    　クラスの男子やたいして仲のよくない女生徒も、それにつられて笑いだす。良子は、教育者としての立場かそれともプライドか、笑ってはいなかったが、後ろ側に腕を組んで、右手の爪を左腕に立てていた。笑いをこらえていることは明白だろう。


    「もー、そんなに笑わないでよー」


    　が、誰もその言葉に耳を貸す様子はなく、そのまま笑いの渦うずが消えることもない。このままでは、朝のホームルームがはじまるのは一限目の直前になってしまうだろう。


    　そんな笑い渦巻く２‐Ｃの教室の中でただ一人、机に突っ伏したアツミだけが、その中に入れずにいた……。
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    　気温も上がり、汗ばむ陽気の昼休み。教室には、昼食を摂る十数人の生徒たちの姿があった。


    　食堂や、自分の教室以外で昼食を摂る人間も少なくないので、クラス全員がいるわけではない。が、各おの々おの最低でも二人以上のグループとなって昼食を摂っている。


    「…………」


    　市販のホットドッグをほおばるアツミは不ふ機き嫌げんだった。あまり、感情を顔に出すほうではないので他人にはわかりづらいが、内面は確かに不機嫌だった。だが、それを心配したり、相談したりできる友人は、ここにはいなかった。なぜならこの教室で、アツミが唯ゆい一いつ、一人で昼食を摂っている人間だからだ。


    　転校して三カ月経つが、特定の友人関係を形成するには至っていなかった。今まで血なまぐさくて死と隣となり合わせの世界にいたアツミにとって、ごく普通の友人を作れというのは酷な話なのかもしれない。この学校に編入する前は、タダヒコ以外の自分と同年代の人間と話したことは数えるほどしかなかった。タダヒコは、学校にしばらく潜入した経験もあったが、アツミは、そのような経験も皆かい無むだった。


    　とはいえ、今のアツミには、コントロールできない自分の感情のほうが厄やつ介かいだった。感情をコントロールし、人の姿をした存在を昇しよう天てんさせるときさえ、なにも感じなくなっていたというのに、こんな他愛たわいのないことで感情は乱れその原因さえわからないときている。不機嫌になる理由がわからないことも、アツミの憤いきどおりを激しくさせた。


    　ホットドッグを食べ終えて、さらにもう一つ買っておいたあんぱんを、ペットボトルのお茶で流し込んでも、その問題が解決しないことに気づくと、そのまま立ち上がって教室を出ることにした。風にでも当たれば気分も晴れるかもしれないと思ったからだ。


    　昼休みまで、一人になれる場所を考える。保健室なら居い心ごこ地ちも悪くないが、昼休みは、他の生徒たちが入り浸びたっている場合も多い。なにより、風に当たることができない。一人になれて、風に当たれる場所を考えながら歩いていると、自然とアツミの足は屋上へ向かっていた。


    　二年生の教室は、三階建ての校舎の二階に位置している。そこから三年の教室がある三階を抜けてさらに昇ると、「生徒立ち入り禁止」と貼り紙されているドアに辿たどり着く。


    　立ち入り禁止とはなっているが、たまに開いていることをアツミは知っていた。学校で一人でいることが多いアツミは、人が多くて雑多な場所はあまり好みではなかった。いや、好みでないというのは噓で、一人でいるところを見られたくないというのが本当のところかもしれない。アツミは開いていることを願いつつドアノブを回した。


    　ガチャリと音がして、風が吹き込んでくる。教室の窓からでは、ほとんど澱よどんでいるようにしか感じられなかった風も、ここに来れば体いっぱいに感じることができる。もちろん、ここには誰もいない。雑多な人間たちが意味もなく集つどう学校という空間で、こんなにも広い世界を独り占めにできる。心に湧いた妙みような感覚も、消し去ることができるかもしれない。……と思ったのだが、


    「なみちゃんまだかなー……」


    　誰かの声が聞こえてアツミは、はっとして振り向いた。そこに現れたのはアツミに告白して、その好きだったという気持ちを失った少女──吉よし岡おかさちだった。


    「あはは、こんにちはー。あれ、どうしたの？　こんなとこに来て。誰もいないよ」


    　さちは、少しだけ悲しそうな目をして下を向いたが、すぐにアツミの目を見て言った。その目は、先週までのさちではなかった。アツミと社交辞令的な会話をしたり目が合ったりするだけで、顔を真っ赤にしていたはずのさちとは、まったく違った。


    「あ、あの、吉岡さんはどうしてここに？」


    　そして、アツミの様子も、あの保健室での出来事以前とは違っている。この短い問もん答どうだけ見ても、それは明らかだった。さちとは目さえ合わせられない。先に質問したのは、さちであるにもかかわらず、それに答えることなく、逆に質問してしまっている。


    「え、私？　私はここで御飯食べようとしてたんだけどね、なみちゃんと。でも、なみちゃんがどうしてもカップラーメンが食べたいって言うからさ、コンビニに行ってる間、私だけ購買のパン買ってきたの」


    　さちの手にはなるほど、購買パンが二つ握られている。それはツナマヨパンと、ホットドッグ。アツミは、それを見てドキリと心臓が高鳴った。そういえば僕が昼に食べたパンと同じだ、と。そして、なぜその程度で心が乱れるのか、そもそも吉岡さんは僕に復ふく讐しゆうしたいのではなかったのか、とも。


    「──でねー、……んだけど……。って聞いてる？」


    「あ、ごめん聞いてなかった」


    　不意にさちと目が合ったので、それをそらす。勝手な前提を押しつけて、勝手な考えを巡らせてしまっていた。一瞬だけ見えた表情で、アツミに敵対心など持っていないことは、わかっていることなのに。復讐されるのを恐れている、という前提さえも、アツミが自分の落ち着かない心を正当化するための方ほう便べんではなかったのだろうか。考えれば考えるほど、自分の精神がなにかに冒おかされているような感覚を覚える。


    「大丈夫……高たか田だくん？」


    「うわぁぁ!!」


    　突然の出来事にアツミは、体二つ分ほど後ろに飛び退のいた。あとほんの少しで、風の矢を撃つところだったほどだ。着地してから、なにに驚いたのかを思い出してみて愕がく然ぜんとした。なんということはない、自分が下を向いていたら、顔を覗のぞき込まれた。ただそれだけのことだ。さらにリプレイしてみれば「突然の出来事」でさえなかった。アツミがさちの話を聞いていない上に、挙きよ動どう不ふ審しんになりながら目が泳いでいたので、ゆっくりと覗き込まれたにすぎないのだ。


    「やばい、今日はどうかしてる……」


    　アツミの精神は倒とう壊かい寸前だった。自分の考えが口に出てしまう。もう、脳の命令とそれを受け取る身体の歯車が嚙かみ合わなくなっている。後悔したときにはもう遅かった。


    「……そうだよね、ごめんね、本当に。私、……自分の都つ合ごうで……どうかしてるよね」


    　それを聞いたさちが、自分に言われたと勘かん違ちがいしたのか、謝しや罪ざいを始めてしまった。心の奥底にしまっていた、金曜の夜の記憶をアツミは否いやが応おうにも掘り起こされる。その夜とは違う悲しみの感情が芽め生ばえようとしていた。


    「いや、それは吉よし岡おかさんに言ったわけじゃなくて……」


    　それを認めたくなくて、必死に話題を修正しようとするが、さちにそれは通じなかった。


    「そんなこと言わないで。好きな気持ちがなくなったなんて自分でも信じられないの。高田くんが、馬鹿にされたって思う気持ちはわかる。私に対して、どうかしてるって思う気持ちもわかるよ……」


    　フェンスにもたれ掛かって空を見ながら、さちはさらに続ける。


    「私もね、気持ちが……、私のアツミくんを好きだったという気持ちが、戻ってきてほしい、とは思ってる。でもね、自分の気持ちに噓はつけない。だから、本当に……ごめんね」


    　金曜の夜、あのさちが既死者ゾンビになった夜、アツミは、確かにさちのことを守ると言ったが、それは好意を持たれていた人間を巻き込んでしまったことによる責任感から出た言葉、ともいえた。さちから、もう好きな気持ちがなくなったと言われたときは、呆ぼう然ぜんとして理解できていなかったのかもしれない。


    　だが、今は違う。アツミにはその謝罪の言葉が耳に入ってくるたびに、だんだん負ふの感情が芽生えてきていた。それは、ここにいるさちを殴りつけてしまいたくなるような気持ちだった。それと同時に、理り不ふ尽じんなことを並べ立てられたことによって、それを咎とがめることもできない自分と、現状に対する悔くやしさでもあった。泣けるなら、泣きたかったし、殴れるならさちを殴ってしまいたかった。


    「……ごめん、その話この間も聞いた」


    　その衝動を押さえつけるため、それ以上のさちの言葉を断った。さちは、あははそうだよね、と話を切り上げて、フェンスに体重をかけ天を仰いで黙ってしまった。しばらくの沈ちん黙もくがあって、少しは落ち着いたアツミが口を開く。


    「あ、あのさ、既死者ゾンビになったことだけど、体の調子はどう？　どこか、痛かったりしない？」


    「んー、どこも痛くないかな……。というか、前より快調かも！　最初はね、御飯も美お味いしくなかったの。でもそのうちに、また美味しいと感じるようになったし」


    　さちが笑顔を見せる。アツミにとっては、保健室以来の笑顔だった。そしてまた、その受け取り方も、そのときとは違った。


    「それなら……、よかった。そうだ、吉よし岡おかさんに伝えないといけないことがあったんだ」


    　それは──既死者ゾンビとなったさちの昇しよう天てんが保ほ留りゆうとなったこと──感情とは無関係の、一つの事実。それなのに、それを伝えようとするだけで、アツミの感情が高ぶる。心が熱い。この気持ちはなんだろう、なにが起ころうとしているのだろう？


    「そっか、よかった。これでもう、アツミくんを殴ったりしなくていいんだね……殺すとか、死ぬとか、そういう物ぶつ騒そうなのはもう嫌なの……」


    　さちが白い歯を見せて、アツミに微笑ほほえみかけた。風が吹いて、さちの結ゆわえられた髪が揺れる。


    「おーい、さっちゃーん！」


    　屋上のはるか下から、那な美みの声がした。さちは身を翻ひるがえし、コンビニから戻ってきた那美に右手を振る。


    　那美はさちに対して、ジェスチャーで意い思し疎そ通つうを図っていた。そして、うんうんとさちは頷うなずいて、親指を立てて肯こう定ていし、そのまま屋上から出ようとして、またアツミに微笑みかけた。


    「じゃあ、また教室でね」


    　そこで初めて、思う。


    　朝の騒動で、機き嫌げんが悪くなったのは、さちが皆に笑われていたからだ。


    　さちが馬鹿にされていることが、なぜか腹立たしかった。


    　さちと目を合わせられない気持ち、高鳴った心臓、思い通りにならない感情、それに耐え切れない体、理り不ふ尽じんな別れに対する悔しさ、寂しさ、苛いら立だち、怒り、悲しみ。


    　そのしぐさを見て芽め生ばえた気持ちですべてを理解した。すべてが一本の糸で繫つながった。


    　アツミは気づく。


    



    　この気持ちこそが……この胸の鼓こ動どうが、人を好きになる気持ちなんだな、と。


    



    「少し待ってほしい」


    　すでにドアノブに手をかけていたさちは、しばし動きを止めた。


    「ん？　あの、なみちゃんが下で待ってるんだけど……下で食べようって。そりゃそうだよね、お湯の入ったカップラーメンを、屋上まで持ってくるの大変だし」


    　深呼吸をして、さちの目を見み据すえた。感情の炎が消えないうちに。決心の心が砕けないうちに。


    「あ、あの、先週も言ったけど、吉よし岡おかさんを守らせてほしい。いったん保ほ留りゆうとはなったけど、あまり信用できない。いつまた襲撃されるかわからない。そのとき、吉岡さんを守れる力があるのは……僕しかいないんだ！」


    　さちは、アツミの決心を聞いても、拒絶することも、受け入れることもなく、ただ困こん惑わくの表情を浮かべることしかできなかった。アツミは真剣な表情でさちの顔を見つめる。


    「そ、それはほら、私強いから大丈夫だよ、ほら見ててよ！」


    　さちは右手の人差し指を立てて、壁に突き立てた。すると、ミシッ、と音がして綺き麗れいに穴が空いていた。


    「……ほらね？」


    　さちは少し自慢げに、壁から吹き出た粉をふぅーっと、吹き飛ばしてみたりするが、アツミの決心の心を砕くことなど、とうていできない。


    「…………僕は、吉岡さんが好きだからっ!!」


    　動揺しているさちに対して、畳たたみ掛けるように追撃を加える。もし、さちが今までなんの感情も抱いておらず、初めてアツミに呼び出されて、このセリフを言われたなら、さちはアツミを好きになっていただろう。もし、さちが先週の金曜日以前に、このセリフを言われたなら、卒そつ倒とうしていただろう。けれど──、表情を変えることもなく……。


    「……ごめん、もう私には構わないで。……お願い」


    　そのまま、さちは校舎に入って階段を駆け降りていった。アツミはそれを追いかけることはしなかった。なぜなら、さちは目に涙を浮かべていて、そしてそこには拒絶が含まれていたから。


    



    　開けっ放しになったドアを閉めて、やっとこの広い空間の中で一人きりになった。そういえば、ここに来たのは一人きりになるためだったじゃないか、とアツミは笑った。コントロールできない感情も、ここで解決した。自分の気持ちも伝えることができた。


    「ははは、ここって結構いい場所かもな」


    　目を瞑つぶって心を落ち着かせる。さちに拒絶されたというのに、逆に落ち着けるのは不思議だった。


    　心の世界をイメージする。それが、外に広がっていくイメージ。物質世界に心が溶けていくイメージ。そしてそれを収しゆう縮しゆくさせると、いつしか風が巻き起こって、渦うずを巻く。


    　その渦を練ねり上げて、矢の形にする。それが一つ、二つ、三つ、四つ。


    　そして、アツミは空に向かって垂すい直ちよくに手を伸ばし、風の矢を撃つ。


    　常じよう人じんには見えないそれらの矢は、ぐんぐん高度を上げ、いつしかアツミにも目もく視しできなくなった。手ごたえはなにもない。さちの「ごめん」は、それと同じ感じがした。空くうを切るような感覚だった。


    　そして、そのまま座り込んで、改めて振られたことを思い出し、昼休みが終わるまで泣いた。

  


  
    



    



    　第四章　恋をするだけ無駄なんて


    



    　翌日。高たか田だアツミは、部屋のドアをノックする音で目が覚めた。時計を見ると午前十時。一限目はすでに終わっていて、今は二限目が始まっているころだろう。


    　アツミはこの日、初めて学校をサボることにした。


    「兄さん、入っていいの？」


    「ああ、いいよ」


    　ガチャリとドアが開き、タダヒコが現れる。


    「兄さん、今日学校休むの？」


    「ああ、休むよ」


    「珍しいね、仕事も手を抜かない、学校だって編入してから一回も休んだことなかった兄さんがサボりなんてさ」


    「またその話か。昨日のうちに休むってことは言ってたじゃないか。それに……その、こんなことになったら誰だってこうなると思う。お前だって絶対なる。断言できる」


    『吉よし岡おかさち』という、金曜日の夜に発生した既死者ゾンビへの昇しよう天てん命令が保ほ留りゆうになったというのは、あの夜、緊きん急きゆうの出しゆつ頭とう命令で不在だったタダヒコにも、後ご日じつ伝わった。


    「けど、既死者ゾンビは滅ぼすものだろ。兄さんが見み逃のがした吉岡さんだっけ？　そいつだってきっと今に人を襲いだす。そうなってからでは手遅れなんだ。兄さんはいつだってそうしてきたじゃないか」


    　アツミはそれを聞くと、すぐに起き上がってタダヒコを睨にらみつけた。その顔には怒りではなく、なにか戸と惑まどいのようなものが纏まとわりついていた。


    「吉岡さんに手を出したら、お前でも許さない。それに……いつもとは違うんだ。吉岡さんは僕を好きって言ってくれたんだ。だから……守らないといけない」


    「でも振られたんだろ？　それなのに既死者ゾンビを守るだの、好きだって言ってくれただの、なに言ってるんだか。振られたんだから、そいつは二度と振り向いてくれないね、断言できる。あまりにもお人よしすぎるよ……。いつもの冷静だった兄さんはどこに行っちゃったんだよ！」


    　アツミは反論できずにうつむく。確かにアツミはさちに振られた。確かにあと一歩で、互いに殺やるか殺られるかの闘いをした。それでも互いに気づいたとき、さちの手は止まった。さちはアツミを好きではないと言った。けれど、アツミに「さよなら」と言ってくれた。だからアツミは自分が振られたと信じられなかった。それは都合のよすぎる解釈かもしれないが、今のアツミにはそう思う選せん択たく肢ししかなかったのだ。


    「タダヒコ、僕、思うんだ……」


    　黙ってうつむいていたアツミは、改まってタダヒコに言った。


    「ん、なんだよ」


    「既死者ゾンビのなにが悪いのかなって」


    「なにをいまさら……。存在自体が悪だよ。生命のルール違反。だから昇天結社アセンシヨンは、罪と捉えていたんじゃないのか。その方針はあんなことになった今も同じだろ。……まさか兄さん、その振られた女を助けるつもりなのか？」


    　ああ、もちろん、とアツミは頷うなずく。


    「それは俺たちや、父さんたちがやってきたことを全部否定することになるってわかっているのか？」


    「それでもいい。もし生きてたら父さんは絶対にわかってくれる！　それに、今回は明らかに本社の意志が絡からんでいる。だから、僕は信用できない！」


    　タダヒコは、高らかに宣言したアツミの目をじぃーっ、と見つめる。その目には、信念の炎が宿っていた。その気持ちだけは本物だということを感じ取って、表情を和やわらげてみせる。


    「……ごめん、酷ひどいこと言っちゃって。もう決めたことなんだね」


    「え？」


    「そうだよな、兄さんはこの間まで、人を好きになるということ自体、経験したことなかったって言ってたもんな。で、せっかく告白された女を好きになったっていうのに、好きな気持ちが消えちゃったからもう構わないで、はないよなぁ……」


    「……人を好きになるのって理屈じゃないんだな」


    　さちからの受うけ売うりの、そんな言葉をアツミは呟つぶやいた。その意味が、一昨日までのアツミにはわからなかったが、今はその気持ちが理解できていた。


    「そうだよ。まぁ、兄さんの場合、状じよう況きようが特殊だから実感湧かないかもしれないけど、理屈じゃないからこそ、人を好きになるっていうのは素晴らしいことなんだ」


    「でも、吉よし岡おかさんの昇しよう天てん命令は保ほ留りゆうになったわけだろ？　ということは、あながち二人はロミオとジュリエットじゃないってことだよ。せっかくだから、想いをぶちまけてみようぜ！」


    「でも吉岡さんは、僕と接するのは、もう嫌そうだった。どう接していいかわからない」


    　そう自信なさげにアツミが言うと、タダヒコは、俺に任せなさい！　と、胸を叩いて笑った。


    「ちょっとのことで、また吉岡さんは兄さんのことを、好きになってくれるよ。僕の手にかかればね」


    　それだけ言い残して、タダヒコは部屋から出て行った。その顔はやけにニヤニヤしていて、少しだけ嬉うれしそうな感じさえする。


    「え、それってどういう……？」


    　アツミが言い終わる前に、そのままタダヒコは部屋から姿を消した。


    　せっかく協力してくれるタダヒコの手前、なにも言えなかったが、直感でわかる。おそらく、さちの自分に対しての好意が復活するということは、ありえないということを……。


    　だからそれを忘れるために、その場しのぎとわかっていても、もう一度布ふ団とんを被かぶって寝ることにした。寝ている間だけでも、たぶん、そのことを忘れることができるから。


    



    　　　　　●


    



    　夕暮れどき。すでに那な美みとは別れて、さちは一人で帰っていた。


    　昨日、屋上でアツミに好きだと打ち明けられた。その直後からしばらくの間こそ、気が動転してしまって、アツミから逃げてしまったが、家に戻ってから落ち着いてみると一部の感情を除いて、金曜の──あの夜以前とどこも変わっていなかった。那美に感情を吐と露ろして、沈んでいた気持ちも落ち着いてきた。那美以外の友人たちとの会話も、さちにはプラスに働いて、笑顔を取り戻した。


    　さちはアツミが好きだった。確かにそれは事実で、今も鮮明に憶えている。だが、それだけのことだった。


    　そして今日、アツミは学校を休んだ。そのことに関しては悪いと思ったし、今後学校でアツミと顔を合わせれば、気まずい思いをするかもしれないとも思った。けれどさちはすでにそのようなことで悩むのは止やめようと吹っ切れていた。いちクラスメイトとして付き合えばいいと考えれば、気は楽だ。アツミを好きだったときの鮮明な記憶も、数日経った今では、小説とかそういうものの中の出来事だと思うことができた。なぜなら、今現在はさちの心の中にアツミを好きだという気持ちが、まったくないからだ。


    　一人でうじうじと悩んでいるうちは、過去の記憶のほうが強かったが、学校で生身の人間と触れ合ううちに、今現在の実際の想いのほうが勝まさったのである。


    　既死者ゾンビとかいう体も、よくよく考えれば意外と便利なのではないかと思う。なにせ痛みを感じない。いつも転んでばかりいるさちにとって、これほど喜ばしいことはない。那美と下校しているときに、一度転んだが、全然痛くないし、怪け我がもしなかった。その感覚は、ふわふわのマットに倒れ込むといえばわかりやすいだろうか。それが嬉うれしくて、わざともう一度転んでみたら、それも痛くなかった。今度は楽しくなってもう一度転ぼうとしたが、周りの目を気にした那美に止められてしまった。


    　そのほかにも体温が低い、お腹が減らないなどの体の異常はあったが、顔色は比較的いいので近づいて触れるようなことをされなければ気づかれないだろうし、味覚は復活しているので食事をするのも苦ではなかった。


    　もちろん、人間でなくなったということを軽く考えているわけではない。けれどさちの体は木こっ端ぱ微み塵じんにされても再生できるほど、異常に丈夫だ。


    　さちにその類たぐいの友人知人がいるわけではなかったが、なぜか自信が持てた。人一人を跡あと形かたもなく粉々にできるということは尋じん常じようではない。身をもって実際に体験したさちにはそれがわかる。だから、そこから再生したさちも、ちょっとやそっとの相手に負けるはずはない。


    「どんな奴でもかかって来い！」といわんばかりに、さちは堂々と歩く。映画で見たゾンビのように、人の血肉が欲しくなるわけでもない。それなら、萎い縮しゆくしたり隠れたりする必要もないのだ。さちの精神状態はきわめて良好。が、そんなふうに油断しているときのさちも、よくつまずいてしまう。


    「あうっ」


    　案あんの定じようさちは、足をもつれさせて転んでしまった。いつもは転んでしまうことによって、気分も沈んでしまうことが多い。ああ、なんて私はドジなんだろう……と、落ち込んでしまうのが毎度のパターンだった。


    　とはいえ、今は痛みを感じない体なので、また派手に倒れ込むことにした。


    「あれっ？」


    　が、体が何者かによって、後ろからぎゅっと手を握られて、しっかりと支えられていた。さちは、いったん崩れたバランスを取り戻して、むしろ元よりバランスよく、アスファルトの地面に直立していた。


    「あの、大丈夫ですか」


    　何者かがさちに呼び掛ける。その少年は、さちよりも十五センチばかり背が高く、一瞬だけ見えた顔と雰ふん囲い気きがなぜかアツミに──振ったはずの少年に似ていた。


    「はい大丈夫です」


    　さちは、しどろもどろで礼を言った。なぜだろう、その顔を直視できなかった。その男の子がアツミに似ているからだろうか？　いや違う、とその考えをまっさきに否定する。似てはいるが別人だ。もし、アツミ本人なら、こんな、告白をしたそばから振るような女が、転びそうになったからといって助けてくれるはずもない。


    「それならよかった」


    　と、安心したように、その笑顔をさちに向ける。助けてもらったのにそっぽを向くのも悪いので、仕方なくさちも、助けてくれた少年に対して顔を向けた。そして見えてしまう。その少年の屈くつ託たくのない澄んだ笑顔、光る白い歯、無造作に……けれど流れるように伸ばされた髪、それらすべてにやられてしまう。


    　なんだか恥ずかしくなって、さちは握られた手を慌あわてて離そうとしたが……それができなかった。


    　なんだろうこの気持ち、たった一度体を支えてくれただけなのに……。それは、なんだか、忘れ去ってしまった感情に似ていた。


    　おそらく、さちはこの見ず知らずの少年に、好意を抱いてしまっている。


    　それはつまり……好きになってしまった、ということらしい。


    　ただ、人として当たり前のことをしただけの少年は、さちに特になにも告つげずに、その場を去ろうとしていた。　


    「あ、あの……」


    「このあたりは車も通るので、今度から気をつけてくださいね」


    　さちに呼び止められて、少年は振り向いて、そんなさちを気遣うようなことを言った。


    「あの、私……、お礼がしたくて」


    「それなら、今してもらいましたけど」


    「あ、え……、いや、そうじゃなくてどこかでお話しとかしたいかなと……」


    　さちは、勇気を出して言った。ここを逃のがしたら、たぶんもう会えない。だから、普段のさちなら思いもかけないような行動に出た。それがいわゆる、逆ナンパであることは理解できていた。けれど、人が人を好きになることは理屈ではない。だから、さちは積極的になった。臆おく病びような恋はよくない……。それは、数日前に──アツミへの告白で学んだことでもあった。


    「えっと」


    　少年は少し悩んでいたが、いいですよ、と比較的簡単に応えてくれた。それを聞いてさちは心の中でガッツポーズしながら、微笑ほほえみかける。


    　さちは思った。


    　ああ、神様がいるなら、こんなに早く次の出会いを与えてくれてありがとう、と。　
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    　午後七時。両親がいない高たか田だ家の夕食は、アツミとタダヒコが交互に作る。食卓には二人前のうどんが並んでいた。


    「……というわけさ。どう、俺の作戦すごいだろ」


    　タダヒコは、うどんをすすりながら得意げにそう言った。それまではうどんの汁をすすりながら、落ち着いて聞いていたアツミだったが、聞き終わると箸はしを止めた。そして、下を向きながらなにか呟つぶやいている。


    「ん、どうしたの？　気分悪い？」


    　兄から反論がないことを不審に思ったタダヒコは、アツミにそう問い掛けた。それでも返事がないので、席を立ってアツミが座っているほうへ近づく。


    　つぶやきが聞こえるくらいの距離まで近づくと、突然アツミの握っていた箸がバキっと音を立てて折れた。タダヒコがその音を聞く前だったかあとだったか……。アツミはタダヒコを睨にらみつけたかと思うと、目もく視しできないくらいのスピードで、右腕をタダヒコに向け、左腕で目には見えない弦つるを引いて、躊ちゅう躇ちょすることなく離した。


    　それは──風の矢。狙ねらいはタダヒコの胸だった。


    　タダヒコは、左手が弦を離す動作をなんとか見切ることができたので、ギリギリのところで体をそらして風の矢を回避することができた。矢は若じやつ干かんの風を切る音を立てながら、高田家の食堂に穴を開け、いくつもの部屋を貫かん通つうしていった。今、食堂の穴を覗のぞけば、外が見えるだろう。


    「な、なにするんだよ。危ないなぁ……。こんなところで矢を使うなよな。修復大変なんだからさぁ」


    　床に伏せながら、タダヒコは弱々しく反論する。


    「危ないなぁ、じゃねぇよ！　お前、なにしてくれちゃってるんだよ！　俺へのあてつけか？」


    　普段はあまり使わないような言葉遣いで、タダヒコを怒鳴りつけるアツミ。自分を表あらわす一人称も「俺」になってしまっている。


    「えー、別にいいじゃないか。それにさ、バレるわけないし」


    　もう少しで胸を貫つらぬかれていたというのに、タダヒコの態度はあくまで軽い。


    「それで、お前は吉よし岡おかさんの気持ちを弄もてあそぶのか？　そんなの俺が許さないって何度も……」


    「はいはい、兄さんは本当にマジメだなぁ。もう兄さん一人じゃ解決できないところまできてるんだよ。せっかく、俺が協力してやるっていうのにさ……」


    　そう言ってタダヒコが、やっと真ま面じ目めな顔になった。その顔を見て、今までいきりたっていたアツミも少し黙る。


    「それにさ、俺の幻げん術じゆつの精度は兄さんだって知ってるだろ。俺だって執しつ行こう人にんなんだ、舐なめないでほしい」


    「まぁ……な」


    「偽ぎ名めいも使ってあるし」


    「…………」


    「電話番号は、俺が預かってるけど……、いる？」


    「いるか、馬鹿。もう勝手にしろ！」


    　そう言ってアツミは食堂を出て行った。タダヒコは、それを止めない。どんぶりを見るとちゃっかり全部食べ終わっていた。


    「兄さん、ご馳ち走そう様も言わないで」


    　タダヒコは愚ぐ痴ちを言いながら、アツミが使ったどんぶりを流し台に下げる。トラブルもあったが気を取り直してうどんを食べていると、突然電話が鳴った。


    「はいはい、出ますよ」


    　なぜか、電話に話し掛けながらタダヒコは電話がある居間に向かう。電話の呼び出し音は、容よう赦しやなく鳴りつづける。


    「はい、高たか田だですが」


    「指令だ。お前は、高田タダヒコか」


    　低い声がした。変声機を使用しているのではないかと思うほどの、男の低く重い声。


    「はい、タダヒコは俺……いえ、自分です」


    　空気が一変した。男の声を聞いたとたん、タダヒコの表情からは先ほどまでの軽さが消えた。


    「そうか、それなら早い。今回の指令だが……」


    　男が語った内容にタダヒコは戦せん慄りつする。


    「それは、自分がやるのですか？」


    「ああ、まぁべつにお前でなくても、私は構わんのだがな。だが兄の不始末は、弟がなんとかするのが筋ってもんだろう……。やりにくくなると困る。兄あに貴きにはこのことは喋しやべるんじゃないぞ」


    「し、しかし、その件に関しては、保ほ留りゆうの命令が出ているはずですが……」


    「ふん、そんなことは、お前の伺うかがい知ることではない。執しつ行こうするときは、私たちも現場に向かう。では、詳しよう細さいは本部で。よい報告を期待している」


    　こちらの事情などお構いなしに、声の主は電話を切る。


    　タダヒコはただ回線の切れたツーツーという音を立ち尽くして聞くばかりだった。
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    　知り合った少年から、さちにメールが来たのは次の日の夜だった。


    　──土曜に会いたい。


    　メールするべきか、しないべきか迷っていたさちにとって、それは願ってもないことだった。


    　一瞬、さちを消そうと企たくらむ物ぶつ騒そうな連中かもしれないとも思ったが、すぐにそれを否定した。さちが転ぶタイミングを見計らっていたとしても、その少年はすぐにその場を立ち去ろうとした。つまりさちが呼び止めなければ、こうなることはありえなかったということだ。つまり物騒な刺し客かくなどではなく、それは運命的な出会いであったということ、さちはそう考えた。


    　さちは一応、万が一のことを考えて、


    　──お昼に駅前公園で会いましょう。


    　と、返信し少年はそれを快かい諾だくした。


    　さちの心は弾はずむ。なんといっても生まれて初めてのデートだ。前回はちょっとしたトラブルで予定変更になってしまったが、そんなことはもうどうでもいい。どんな服を着ていこうか、どんな話をしようか、そんなことを考えるだけでいくらでも時間を潰つぶせてしまう。そのくらい土曜日が待ち遠しかった。


    



    「…………僕は、吉よし岡おかさんが好きだからっ!!」


    　ときおり、そんな誰かの言葉を思い出してしまうが、土曜日が近づくたびに、それもなくなっていった。
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    　約束の時間は午後一時であったが、少年を待たせては悪いと思い、さちは午後〇時四十五分には待ち合わせ場所に到着してしまった。服は白いワンピース。もともと白かったさちの肌と、既死者ゾンビであることによる体温の低さからその姿は、この初夏の中でも見る者に対して涼しげな印象を与えていた。


    　土曜日ということもあり、駅前公園は多くの人間で賑にぎわっていた。さちはしばらく、その場に立っていたが、


    「早く、着きすぎちゃったかな……」


    　さちは、携帯電話を取り出して時間を見た。午後〇時四十六分。駅に設置された時計も見る。そちらも午後〇時四十六分……。さっき確認したばかりだというのに、一分しか経たないうちにすぐに時間を確認しまう。いや、一分がとても長く感じたというべきか。早く着てしまったのは自分だというのに、待ち合わせ時間までのたった十五分が、さちには永久に続くのかと思われるくらい長く感じられた。


    　仕方がないので、周りを見渡す。人間一人、一人を観察するとそれらは皆仲良く二人組で、しかも互いの性別が違った。つまり……カップルということだ。さすがは土曜日。デート日和びよりとでも言うべきか。そしてさちは、それに気づいて顔を赤くする。なぜならさちもまた、今日その仲間に加わるからだ。


    　この駅前公園は、那な美みや他の友人たちとよく遊びに来る。が、そのたびに、カップルたちが楽しそうに手を繫つないだり、おそろいでアイスクリームを食べたりしながら、「○○くん、お口にアイスついてるよ」なんて交わす会話を見せつけられてきた。


    　さちは決心する。今日手を繫ごう。そして、この恋人たちの空間へ仲間入りしよう、と。とはいえ、まだ付き合ってもいないのだけれど……。


    



    　長い長い時がすぎる。幸さいわい日差しの暑さは、温度を感じないさちには無意味だった。日焼けしないよね？　などと思いつつ、ベンチに座る。何組のカップルがさちの前を通りすぎただろうか。


    「吉よし岡おか……さん？」


    　さちを呼ぶ声。後ろを振り向くと、さちが待ち焦こがれていた少年がいた。


    「待った？」


    「ううん、ぜんぜん。今来たトコだよ、高たか木ぎくん」


    　少年は高木、高木アツヒコという名だった。さちがふと時計に目をやると、まだ〇時五十五分だった。それが何時間にも感じるほど、さちはこのときを心待ちにしていたらしい。


    「あの」


    　アツヒコはそう言って、さちに手を伸ばした。その手は、さちの手に触れようとしているのか、さちの目の前に差し伸べられて止まった。


    「こ、これって……」


    　言うまでもない。この状じよう況きようで、伸ばされた手。これはまさに、男女でやっていれば、カップル認定となる行為だった。もしかして、高木くんも……とさちは思った。そもそもメールをしてきたのもアツヒコのほうからだった。彼もまんざらではないということだろう。


    「あの……、手繫つないでいいかな。恥ずかしかったら、いいんだけど」


    　さちは、心の中で飛び上がるほど激しいガッツポーズを決めた。この発言で確信した。絶対にアツヒコも気がある。そうと決まれば、恥ずかしがることもない。


    「うん、いいよ」


    　さちは、アツヒコに向かって手を伸ばして指を絡からませる。今度は絶対に離したくない、離れないように、と願って。だが、さちはアツヒコの手の温度もまた、感じることができなかった。


    「やはり……、か」


    　アツヒコがなにか小声で呟つぶやいたのを、さちは聞いた。けれど、今のさちにはそれがなにを意味しているのか、さっぱりわからない。だから、その記憶はすぐに消える。今のさちはそれどころではなかった。アツヒコの隣となりにいて、手と手で繫がっている。そのことが、さちの理性を消失させるくらいに気持ちを高ぶらせる。


    「じゃあ、行こうか」


    　さちは赤くなる顔を隠して下を向いて、こくんと頷うなずいた。そして二人は、よせてはかえす恋人たちの波の中に溶け込んでいった。
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    　目的地は定番の遊園地だった。二人でいろいろなアトラクションを回った。十六歳という年としにもかかわらず、さちは子供のようにはしゃいでしまった。


    　ジェットコースターに乗れば、初めて乗ったかのように絶叫したし、メリーゴーラウンドに乗れば、これも初めて乗ったように楽しんだ。ゴーストハウスに入れば、自分の体のことを複雑に思いながらも、本当にお化けが出たかのように怖がった。


    　さちはこの遊園地に何度か来たことはあったが、初めて来たときのようにはしゃぐことができたのは、これが初めてのデートだったからだ。


    　さちは、最初のデートは緊張して楽しむどころではないものだ、と友人に聞かされていた。だが、デートなんてしたことなかったけれど、これがデートなんだなぁ、と思える楽しさをさちは感じていた。そう感じることができるほど、その時間は自然だったのだ。


    　遊ぶだけ遊んで、二人は遊園地を出た。「また来ようね」とさちが言うと、アツヒコは笑顔で快かい諾だくした。


    　そして二人は喫茶店に入った。さちはケーキと紅茶を、アツヒコはコーヒーを一杯注文する。


    「あのさ……」


    　喫茶店に入ってから口数が少なくなっていたアツヒコが突然口を開く。さちはケーキを食べながら、なに？　とアツヒコを見つめる。


    「楽しかったかな、今日？」


    「うん、もちろんだよ。私、アツヒコくんに会うまでは、すごく緊張してたの……。でも実際に遊んでみたら、自分でも不思議になるくらい……、自然になれてすごく楽しかったよ。その気き兼がねしなくていいっていうか、友達よりも近いっていうか……、なんて言ったら……表現したらいいのかわからないけど、アツヒコくんといるとそう思えるの。なんか、不思議だな。なんだろう。この気持ち……」


    「それはたぶん、好きっていう感情じゃないかな？」


    「──え。す・き？」


    「そう、好きなんだよ僕のことが」


    　さちはそんなことまで忘れていたのだ。今日家を出るまで、いやアツヒコに会う直前までは、緊張すると同時に一ひと目め惚ぼれしてからの「好き」という感情が先行していた。それがなりを潜ひそめるほど、楽しかったのだ。だから、改めて指摘されて、さちの顔は、例によって紅こう潮ちようする。


    「うん、そうかもしれない」


    　恥ずかしくもなく、怖さもなく、特に決心するようなこともなく、ごく自然にさちの口からその言葉が出た。ごく最近のようで、とても遠い昔に似たようなことがあった気もするが、そのことはすでに、頭の片隅に追いやられていた。


    　そして、次の言葉も自然と口から滑り出るように発することができた。


    「私は、……あなたが好きです。初めて会ってから一週間しか経ってないし、会うのも二回目だけど、転んだときに助けてくれたときから、好きです」


    「そうか……、よかった。僕もだよ」


    　僕もだよ──つまり、僕も「好き」だよ──カップル確定だ。


    「本当？」


    「うん」


    「やったぁぁぁぁぁ！」


    　幸さいわい喫茶店の客は二人だけだったが、さちは外にも聞こえるのではないかと思うほどの、声で叫んだ。周りの目など関係ない。嬉うれしいから、感情を外に向かって発散させた。


    「だったらさ、もう一度手を握ってもらっていいかな？」


    　歓喜の叫びともいえるその声が止やむと、アツヒコがそう言った。


    「君と握手がしたい。まずはここから、ということで」


    「うん、手ぐらいならいくらでも」


    　さちはそれを快かい諾だくし、うんうんと頭を何度も縦たてに振る。差し出されたアツヒコの右手に対して、さちはそれを両手で握る。もう離しはしない、とばかりに。


    　だがさちは忘れていた。自分が人では考えられないほど体温が低いことに……。


    　二人の手は触れ合って、ゆっくりと絡からむ。さちは終しゆう始し笑顔であったが、触れた瞬間、アツヒコの目が変わった。


    「やっぱり……、冷たい。今日は楽しかったけど、人間じゃないのはだめだ」


    「え？」


    「こういうことさ」


    　アツヒコがそう言った瞬間だった。


    　突然、さちが見ている風景が歪ゆがんで、溶けていく。まるでこの空間が作り物で、それが崩れてしまったような気さえした。


    「あれ、おかしいな、私、どうしちゃったんだろう……なんだか気分が悪いよ。……助けて」


    「それ、は……りだ……よ。僕が……んだか……ね」


    　アツヒコの声も、さちには、途切れ途切れにしか聞こえてこなくなる。自分の体が溶けるような感覚。アツヒコの目から、自分の目をそらさなければ……。それだけはわかるのだが、体が動かず、すでに歪んで見えているはずなのに、それが目と判別できないくらいに歪んでいるというのに、その溶けるような空間の中でも目をそらすことができなかった。


    　そのまま、さちの意識はその目に囚とらわれて、徐々に溶けていった。


    



    　　　　　●


    



    　さちが目を覚ますと、知らない部屋だった。気分が悪い、吐き気がする。


    　確か、デートの帰りで、喫茶店に行って、ケーキを食べていたら意識が溶けて……それから記憶がない。なんでこんな所で寝ているのだろうか……。とりあえず思い出せそうもなかったので、さちは部屋から出ることにした。部屋は狭くてホコリっぽい。一刻も早くここから出たい。


    　さちは、体を動かそうとするが一向に体が反応してくれない。指先一本動いてくれない。全神経を集中させて、力を右手の指先に込めるが、まったく無反応。まるで自分の体ではないような錯さつ覚かくに陥おちいる。意識はあるのに体が動かないという事態は、さちの精神状態を不安定にさせる。


    「う、う……、あう……」


    　助けを呼ぼうと叫んだが、喉のどに声が籠こもったような声しか出ない。何度叫んでみても同じだった。さちの喉は、小さな子供が泣き疲れたあとの嗚お咽えつのような音しか発することができなかった。さちも泣きたい気分になったが、きっと涙も出てはくれないだろう。


    　コンコン、という音が聞こえる。どうやら受動器官は正常に働くらしいが、声を発することはできないのでさちは黙ったまま部屋のドアを注視した。


    　キィと古い金属がこすれるような音がしてドアが開く。そこにはアツヒコがいた。デート中に着ていたような私服ではない。さちの頭の中にこびりついている、確かに好きだったという記憶がある少年と同じような、学生服姿であった。


    「こんな乱暴な方法ですみません。人間としての感情がある、あなたに謝しや罪ざいします」


    「あ。……ううう、あう」


    　あなたは、一体誰なの？　と言いたかったが声が出てくれない。かといって黙っているなんてことはできなかった。


    「ああ、すみません。声が出ないのは不便ですね。その部分だけは解きますよ」


    　そう言ってアツヒコはさちの口に手をかざす。


    「ほら、これで喋しやべることだけはできるはずです」


    「……あ──あ、うん喋れ、る」


    「それはよかった。あなた……、吉よし岡おかさんとは一応話がしたかったから」


    「話が、って……、それなら遊園地でさんざんしたじゃない」


    「すみません。そのことは覚えていません。あなたの隙すきを狙ねらうので精一杯だったので」


    「隙？　え……、なに言ってるかわからないよ」


    「それは噓ですね。本当は勘かんづいているんでしょ。僕の正体……」


    　図星だった。都つ合ごうがよすぎたのだ、そんなに簡単に運命の男の人が現れて、転ぶところを救ってくれるなんていうことがあるなんて……。


    「…………」


    「この際だからばらしますけど、僕の名前は高たか木ぎアツヒコじゃありません。僕の本当の名前は、高たか田だ……、高田タダヒコ。あなたに先週告白されて、あなたが既死者ゾンビになったあと戦闘をして失敗。そのあとに振られた高田アツミの弟です。僕も兄と同じ仕事を請うけ負おっています」


    「うそ……、そんな……、アツヒコくんが私を殺しに来た人間だったなんて……。私を、殺すとかいう命令は保ほ留りゆうになったって、高田くんが言ってたのに……」


    　確かに、アツミはそう言っていた。あまり信用できない、とも言っていた気もするが……。


    「保ほ留りゆうは、決定ではないということです。言葉の勉強はするべきですね……。僕は兄のように肉弾戦を挑いどんで正面から敵を潰つぶすようなタイプではないんです。僕が得意なのは、幻げん術じゆつです」


    「幻術？」


    「そう、幻術です。あなたをここまで連れてきたのもそうだし、今あなたを動けなくしているのは幻術の初歩、精神操作のちょっとした応用です。さっきも言ったように、僕は直接戦闘は得意ではないので、普通の不死者アンデツトには勝てません。しかもあなたはすでに完成していると聞く。それを僕が直接昇しよう天てんさせられるわけがない。だから幻術を使用してあなたの精神を殺します。たとえば、こんなふうに」


    　そう言って、タダヒコの目が光る。目をそらそうにも、体が動いてくれない。


    　そして、間かん髪はつをいれずにさちの手に激痛が走る。さちが痛みを感じた部分──左腕を見ると、なにかに押し潰つぶされ、負ふ荷かがかかりすぎて、ちぎれたかのようなみるも無む残ざんな状態になっていた。切断面は骨なのか、それとも肉なのかわからないような状態だった。


    「ああああぁぁぁぁぁああぁぁぁああああああ!!」


    　自然と絶叫する。痛みを感じない体だというのに、なぜか人間に戻ったかのようにそれを感じた。


    「もちろん、これは幻げん覚かくです。僕にはあなたの繫つながった腕が見えています。あなた以外の誰が見ても、体温が冷たいということ以外はなにもおかしいところはないです。これは精神に直接干かん渉しようする幻覚です。だからあなたのような痛みを感じなくなった化け物にも痛みを与えられます」


    「痛い、痛いよ……。私の腕がちぎれちゃった。助けて助けてよ。アツヒコくん……」


    　涙を流しながら、さちは訴える。腕がちぎれた肉体的な、正確には精神がなす痛みと、そのことに対する精神的動揺。さっきまで一緒に楽しい時間をすごしたアツヒコに、助けてくれるように懇こん願がんしている。


    「このままこの幻覚であなたの精神を削ります。肉体がいくら再生するといっても根本は魂たましいですから、精神の活動が停止すれば、あなたの存在を消すことも可能です。……とはいっても、もうあなたには僕の声は聞こえていないみたいですね。なんだか、僕が見せてない幻覚まで見てるみたいですし……。もってあと一時間ってところでしょうか」


    　そう言って、タダヒコは痛みに耐えつづけるさちを尻目に部屋を出ていった。


    「すみません、俺は……、俺にはこうするしか方法がないんです。今度生まれ変わるときには、普通の生命に生まれることを願います」


    　ドア越しに吐き出すようにそう言ったけれど、さちにはそれは聞こえていない。それに、きっと聞こえていたとしても、それを理解する頭は働かないだろう。そこまでさちを追い詰めていた。


    　タダヒコが屋根裏部屋を出ると、何人かの男たちが待たい機きしていた。

  


  [image: ]


  
    「完かん了りようしましたよ、昇しよう天てん執しつ行こう……」


    「ご苦労だった。あと、何時間くらいかかる？」


    「一時間もかかりません。おそらく、あと数十分程度だと……思います」


    　タダヒコの心の闇は晴れなかった。兄であるアツミを裏切ったという、負ふの気持ちが、どうしてもぬぐい去れない。ただ、兄さんになんと言って謝あやまればいいんだろう……、と思うばかりだった。


    　さちはその間も苦く悶もんの表情を浮かべて叫びつづけていた。けれど誰も反応してくれない。窓からは星も見えない暗い空が見えた。その暗い空のように、さちの心も黒く染まっていく。痛みはいつしか怒りに変わって、そしてそれが殺意へと変化していく。


    



    　憎い、悔くやしい、せっかくこんな体を手に入れたというのに、こんなことで終わるのは嫌だ。


    　あいつが憎い──、私の心を踏みにじったあいつ。そして奴も憎い。きっとあいつはあの弟を裏から操あやつっているに違いない。そうに……、決まってる。守るとかなんとか言っておいて!!


    　絶対に殺してやる！　


    



    　絶　対　に　！


    



    　　　　　●


    



    　暗い森の中。アツミは黒い影と対たい峙じしていた。アツミも黒い影も動かない。少しでも動けば、それが殺し合いの始まる合図となる。


    　先に動いたのはアツミのほうだった。アツミは並行に三発、風の矢を発射する。


    　執しつ行こう人にんの〝技〟は、簡単に言えば、なにもないところに火をおこしたり、水を発生させる一般的には、超能力とか、魔術と呼ばれるものである。それらを総称して、「精神干かん渉しよう術（spirinterference）」と呼ぶ。


    　これはその名のとおり、精神が実体となって、物質世界に干渉する術のことだ。アツミの場合、媒ばい介かいに大気を利用し風に実体を持たせ、それを自在に操あやつる。


    　そして、アツミがおもに形作るものは〝矢〟であった。精神で大気に干渉して、イメージした矢を作り上げる。その強さは、大気というどこにでもあるものから作り出すので、いくらでも応用が利くという点だ。ただし、どこにでもあるだけに、多大な精神力が必要となる。


    　標的の黒い影は、その矢をいとも簡単に避よける。矢の速度は、散さん弾だん銃じゆうなみ、しかも不ふ可か視しだというのに、それをかわすとは、野生の勘かんのなせる技なのだろうか。


    　黒い影は、縫うように矢をかわしながらアツミに接近してくる。影の速度は、目にも止まらないほどに速い。動きを予想して矢を撃っても、黒い影は目もく視ししてから直前で避けている。


    「クソっ！　動きが速い」


    　十五メートル以上も離れていたにもかかわらず、アツミが一呼吸を置く前に、影はアツミの超至近距離まで迫っていた。アツミは直感にも等しい予測能力で体をずらす。黒い影の白い牙きばから、ガチンという音が耳に響いた。牙同士がぶつかる音。もし体をずらさなかったら、その音は、肉を裂く音か、骨を砕く音に変わっていたことだろう。


    「犬がここまで手て強ごわいとは……。もし狼おおかみとか虎とらだったら勝てっこないな」


    　黒い影の正体──それは、既死者ゾンビ化した大型犬だった。アツミは犬に関しては大して詳しくはなかったが、おそらくシベリアンハスキーとかいう品種の犬らしかった。


    　既死者ゾンビというのは、なにもヒトだけがなるわけではない。生の終しゆう焉えんとでもいうべき「死」はどの生き物にも訪れるものであるが、それと同時に「死」を受け入れられない個体というのは、どの生き物であっても存在する。そのためどの生物にも、とても低い割合ではあるが、既死者ゾンビが発生するのである。


    　生への執しゆう着ちやくは、高等な生物であればあるほどに強い。だからヒトはもっとも「死にたくない」という意識が強いといえる。ヒトの魂たましいの「死にたくない」と思う意識は、動物のそれとは一線を画す。「既死者ゾンビの本ほん震しん」──ヒトが既死者ゾンビになるときの魂たましいの爆発力は、地震に[image: ]たとえられている。


    　ヒトの既死者ゾンビが発生するときを本震とすると、その前後には余よ震しんが起こる。その間死する動物たちの魂に影響を与え、下等な生物の既死者ゾンビが発生するのだ。それらを討とう伐ばつ、排はい除じよするのも、執しつ行こう人にんの役割であった。


    　獲え物ものをしとめられなくて興奮しているのか、低い唸うなり声を上げながら犬の目は不気味に赤く光る。何度も何度も、犬はアツミに飛び掛かってきて、それをどうにか紙かみ一ひと重えで避よける。その隙すきに眉み間けんに狙いを定めて矢を発射するが、それでも犬には当たらない。


    「訂正。……こりゃ、犬でも十分にやばいな。仕方ない……逃げるか」


    　アツミは、体勢を整えていったん後ろを向いてそこから逃げた。犬も負けじとアツミを追いかけてくる。アツミの身体能力は人間の限界のそれを上回っていたが、ただでさえ人間よりも身体能力の高い犬の、さらに能力が上昇している既死者ゾンビにはすぐに追いつかれてしまう。


    　赤い光が流星のように尾を曵ひいてアツミに迫る。このまま矢を放っていても確実に避けられてしまう。もし一回でも嚙かみつかれてしまえば、こちらの動きは鈍にぶくなってアウト、そのまま食われてしまうのは明白だった。


    　敵前逃亡をしているアツミに向かって、まるで「逃げるのは卑ひ怯きようだ」と言わんばかりに犬が唸うなり声を響かせる。それでもアツミは振り向きもしない。犬はさらに速度を上げてすでにアツミの後方一メートル程度まで迫ってきている。


    「そんなに食いたきゃ食わせてやるよ」


    　アツミはそう言うと後ろを振り向いた。口を大きく開けると見える白い牙きばが、アツミの腹を襲う。アツミはまたそれを直感で避けた。しかし、今回は踏み込みが足りなかったのか完全には避けきれず、飛びかかる犬が迫る放物線上に左手が残ってしまった。犬はそのわずかなチャンスを見逃さない。目標をアツミの腹から腕に代えて嚙かみついてくる。


    　その瞬間だった。ズッ！　という鈍い音とともに、犬の動きが止まる。止まっている位置は──空中。犬は口を開けたまま口から血を流し、空中に固定されていた。アツミの左手との間の距離はおよそ十センチ。あとコンマ一秒停止が遅ければ、腕ごと持っていかれていたことだろう。


    「ふぅ……。僕は、逃げやしないよ。しかし、ギリギリで止まってくれたな」


    　犬にはなにが起こったのか理解できるはずもなく、アゥアゥと苦しむような鳴き声を発している。犬を空中に留めた仕掛けは、風の矢だった。アツミはあえて左手をおとりに使い、犬に嚙みつかせた。しかし実は不ふ可か視しの矢を直接素す手でで持っていたのだ。


    　口を開けながら飛び込んできた犬に矢は当然刺さり、再生する既死者ゾンビの特性上、刺さった状態で再生して傷が塞ふさがり、それによって飛び込んできたときの勢いは削そがれたというわけだ。


    「ごめんな、痛い思いをさせて。でも僕も死ぬわけにはいかないんだ。恨うらまないで生まれ変わってくれよ」


    　アツミは右手を犬に向けて矢を発射した。犬は悲鳴を上げて泣く。鳴くのではなく泣いている。感じないはずの痛みを感じて泣いているのだ。アツミはこれ以上苦しませないように、さらに矢を放出するといつしか犬は泣かなくなった。鳴きもしなくなった。そして、生き物としても既死者ゾンビとしても、生命を終えたのだった。


    



    　アツミは犬の消滅を確認すると、座り込んで、乱れた息を整える。さちという、強力な既死者ゾンビの発生の余よ震しんから誕生したからか、それに比例するように強力だった。おそらく、さちに告白される前日に対たい峙じした既死者ゾンビ（そのときはヒトの既死者ゾンビだった）も、さちの影響を受けていたのだろう。


    　今回の仕事は、精神的に不安定だった。アツミは今まで、人間はまだしも、動物の既死者ゾンビを昇しよう天てんさせることはなんとも思わなかったのだが、あのときからなにかがおかしくなっていた。あのときとは、さちに別れを告つげられてから。いつもなら昇天を成功させた余よ韻いんに浸ひたっているところだというのに、今日はなんとも胸むな糞くそが悪い。


    　アツミは既死者ゾンビに同情してしまっているのかもしれない。今まで倒すべき敵で害悪だと思っていた存在に、吉よし岡おかさちがなってしまってから、アツミの考え方は変わってしまった。それはさちが好きだと言ってくれたから、いや……アツミがさちを好きだからにほかならない。不幸にもさちは、もうアツミのことは好きでもなんでもないらしい。けれど、アツミはまだ諦あきらめたわけではなかったし、振り向いてくれなくても、さちを守ることが自分の使命だと心に誓ったのだ。


    　──そんなの、逆さか恨うらみじゃないの！


    　さちの言葉を思い出して、アツミの心は揺さぶられた。そうなのだ。さちの言った通り人間が既死者ゾンビを排はい除じよする理由は逆恨みなのだ。


    　さっきの犬もそうだ。アツミは指令を受けただけだったが、犬は普通に歩いていただけで、先に仕掛けたのはアツミのほうだった。そのあと襲って来たりはしたけれど、人間だって後ろから殴られでもしたら誰だって怒るだろう。ただそれだけのことなのだ。死から脱だつ却きやくできないからといって犬にまで逆恨みするなんて、よく考えてみれば、人間はとても心が狭いのかもしれない。


    「もう……、帰るか」


    　今日は気分が悪い、早く帰宅して寝よう。寝れば少しは気が楽になるかもしれない。もう夜も遅いがタダヒコは起きているだろうか。なにか食べるものでも買って帰ろう。そう考えたアツミは携帯電話を取り出した。


    「…………」


    　アツミは電話をかける前に、液晶のディスプレイを見つめた。連絡先を渡したものの、さちからは一度も電話はかかってきていない。電話がかかってこないというのはある意味いいことだが、かかってこなければかかってこないで不安だった。番号くらいは登録されているのだろうか？　万が一のとき、番号を一つ一つ入力していたのでは間に合わない。登録してくれていれば、ボタン一つで繫つながるのだが……。


    　いや、そんなことを考えても仕方がない。早くタダヒコに電話して帰ろう……。と思ったとき、だった。突然、着信のメロディが鳴り響いた。ディスプレイを見ると名前は表示されていない。つまり、アドレス帳に登録されていないということだ。アツミは、通話ボタンを押して電話に出た。


    「はい。もしもし」


    「あ、アツミ……くん。た、すけ……て……早く」


    　その声は、あの日以来、忘れもしない、吉よし岡おかさちの声だった。そして電話をしてくるということは、さちが何者かに襲撃されているということにほかならない。


    「吉岡さん。今どこにいる？　怪け我がはない？」


    「今は大丈夫、少し怪我してたけど治ったから。今は学校の校舎の裏で、隠れてるところ。早く来て……。私、また殺されちゃう！」


    「大丈夫。君は僕が守るから。そこで息を潜ひそめて待たい機きしてて」


    「わかった。でも私、安心したよ。私を殺しに来る奴、アツミくんに似てるんだもん。アツミくんがまた殺しに来たのかと思っちゃった……」


    　それを聞いたアツミは、言葉を失った。アツミと似ている人間、それはタダヒコに間違いない。まさか、保ほ留りゆうの命令が解除されているとは……。


    　そして大切な人を守るために、兄弟で争うことになるなんて……。


    「アツミくん……大丈夫？」


    「ああ、ごめん。今すぐ行く。絶対、絶対助けるから」


    「うん、わかった。待ってるよ」


    　電話が切られる。耳に残るのは、ツーツーという音だけ。


    「クソっ！」


    　叫びたくなる気持ちをそれだけ言って抑えて、アツミは学校に向かって全速力で走り出した。さちを襲撃しているのはおそらくタダヒコ。どっちに転んでもいい結末は迎えられそうもない。


    　アツミはただ、タダヒコがさちを見つけないように祈るしかなかった。

  


  
    



    



    　第五章　泣くも笑うも好きも嫌いも


    



    　月や星は雲に隠れて、黒いだけの空。昼間は学生たちで賑にぎわう学まなび舎やも、照らしだす光はなく、ただ静かにそびえ建っているだけだ。当然、人の姿などまるでない。


    　アツミが学校に到着したのは、さちからの電話を受けてから約十分後のことだった。学校に向かう途中のアツミの思考はろくなものではなかった。タダヒコがさちを始末しているという最悪の結末。それが頭をよぎる。


    　その場合、自分はどうすればいいだろう？　不死者アンデツトを狩る者として、命令があったのならタダヒコの行動は当然の行為だ。だが、そうなっていた場合、アツミは理性を抑えられる自信がなかった。おそらく、アツミはさちの仇かたきを取るために、実の弟相手でも殺し合いをするだろうし、さちを襲撃しているところに出くわせば、身を挺ていしてタダヒコからさちを守るだろう。


    　さちを好きになってからアツミは変わった、いや……振られてから変わったのだ。さちは、もう振り向いてくれないかもしれない。だがそれでもいいのだ。さちが生きていれば、いつかはきっとチャンスが巡ってくる。そしてさちは自分に助けを求めている。好きになった女を守る、ただそれだけのことだ。


    



    　アツミは裏門の鉄てつ格ごう子しを飛び越えて、学校の敷地内に侵入する。気配を断ち、足音を立てないように静かに体育館の裏に急いだ。暗くてよく見えないが、学校の地形は熟じゆく知ちしていた。


    「吉よし岡おかさん、いたら返事して……」


    　アツミは小声で、さちに問い掛ける。だが返事はなく、ただ夏の虫の音が聞こえるだけ。もう一度試してみるが、結果は同じだった。さちはどこに行ったというのだろうか……。さちと接触してしまえばこちらのものなのだ。相手がタダヒコである以上、きっとアツミと一緒にいれば話し合いの余地もある。だから、必死になってさちを探すのだが、返事はまったくなかった。


    「どこに行ったっていうんだ……」


    　大きな声で言ってしまう。アツミはその危険な行為に気づかないほど精神的に動揺してしまっているのだ。最悪の事態が頭をよぎって、それを首を振って否定する。きっとここから移動しただけだ、そうに違いない、と自分に言い聞かす。


    「きゃあああああ！」


    　アツミが、体育館裏から移動しようとしたその瞬間だった。夏虫の音を搔かき消すように、甲かん高だかい音の悲鳴が聞こえた。アツミはその声に覚えがあった。あの日、闇夜の中、気づいてやることができなかったあのときから、心の中に刻み込まれている。その声はまさしく、吉岡さちのものだ。


    　悲鳴は、校庭のほうから聞こえてきた。その発信源に向かってアツミは走り出す。もう理性が飛んでいた。確実にさちの命に危機が迫っている。こうなったら全力で……、もしタダヒコと殺し合うことになっても、関係ない。たださちを守り通すだけだ。


    　体育館の裏から校庭までたいして距離はなく、すぐに到着した。空は暗く、視界はまったく利かないので、さちが広い校庭のどの辺にいるのかまではアツミには認識できなかった。アツミは叫んでさちの位置を確認しようとした。アツミの声を聞けば、タダヒコも躊ちゆう躇ちよするかもしれないと思ったからだ。アツミが息を吸い込んで叫ぼうとした瞬間、


    「ようこそ、アツミくん」


    　さちの声がした。だがその声には恐怖など微み塵じんも含まれていない、やけに嬉うれしそうな声だった。その嬉しさの質も、狩られそうになった小動物がやっと逃げおおせて「嬉しい」というものではない。まるで飢うえている肉食の獣が、やっと獲え物ものを発見したから「嬉しい」といった感じ……。


    「ようこそ」の意味もわからない。なぜそんなに落ち着いていられるのか……。たった一言だけで、アツミの思考は混乱した。


    「本当に、吉岡さんなの……か？」


    「うん、そうだよ。私、アツミくんを待ってたの。だってアツミくんにお仕置きしないといけないからね。こんな所まで呼び出してゴメンね」


    「え……？　ごめんと言われても、意味がわからないんだけど」


    「しらばっくれるつもりなの？」


    「しらばっくれるなんて……そんなつもりない。……というかなにか勘違いしてる？」


    「へぇ、そういうこと言うんだ……。まぁいいけどね。あ、私の姿見えないの？　人間って不便だね。かわいそうだから電気つけるよ」


    　さちがそう言うとライトがついて、グラウンドと二人の姿が照らし出される。


    　いや、二人ではなかった……。アツミとさちとの距離は十メートル程度。互いが互いの姿を十分に把は握あくできる距離だ。そして、さちの足元に三人目がいた。どう見てもただ寝ているようには見えない。


    「アツミくん。弟くんを使ったって、私の気持ちは変わらないよ？」


    　さちの足元、そこに倒れているのは見覚えのある少年だった。


    「タダヒコっ!!」


    　少年──高たか田だタダヒコは、声を上げることもできないのか、はぁはぁと呼吸を乱し、まるで逃げろと言わんばかりにこちらを見つめている。砂の地面には、黒い染みが広がっている。その正体は……血だ。


    「ああ、この子ね。これってアツミくんの弟でしょ。私ね、今日この子とデートしたの。本当に楽しかった。私が転んだとき助けてくれたんだ……。その瞬間ね、好きになっちゃったの。安っぽいとか思わないでね。人を好きになるのは時間じゃないの。アツミくんのときもそうだったから……」


    「だったら、なぜタダヒコが血を流して倒れてるんだよ！」


    　アツミは思わず強い口調になった。なにせ意味不明なことが多すぎる。襲撃されているはずのさちが、ピンピンしていて、しているはずのタダヒコが倒れているのだから。


    「だけどね、あんたの弟は私を騙だましたのよっ！　私は本気だったのに、偽ぎ名めいなんか使っちゃってさ。『高たか木ぎアツヒコ』だって。馬鹿みたい……。気づいてくださいって言わんばかりじゃない。でも、気づけなかった。本気だったの、疑いもしなかった。でも、また既死者ゾンビはずるいとか、排はい除じよするとか言われたの。あんたのときと一緒!!　すごく痛い思いもした。腕なんかちぎれちゃったんだよ」


    　だが、さちの体に傷は見えない。おそらく、タダヒコが得意な幻げん覚かくによって責め苦を受けたのだろう。


    「その……、ごめん。タダヒコを押しとどめられなかったのは僕の責任だ。なんて言って謝あやまったらいいのかわからない。僕が必ず、君の体を元に戻す方法を突き止める。もしないなら一生君を守る。だから、タダヒコを許してやってほしい。僕のたった一人の肉親なんだ」


    　アツミは誠意を込めて言った。さちへの、いまだ捨てきれない想いもぶつけた。けれど、さち本人はというと、それを聞いてまるで感想などないとでも言いたげに、高笑いを始めた。


    「アハハハハハ!!　なにを言い出すかと思えば、まだそんなこと言ってるの。勘違いしないでほしいなぁ。私はね、この体が気に入ってるの。あんたやコイツの説明では、ずるいとか悪いとか存在自体が罪とか言われたけど、体のどこも痛くないし、むしろ痛みとか感じなくなって逆に感謝したいくらいなの。だから、適当なこと言わないで。正直うっとうしいのよ。確かに先にあんたに告白したのは私だけど、もうあんたは振ったの。いつまでも未練がましいこと言わないで！」


    　さちは、その言葉の中に、強い拒絶を含ませていた。アツミはあまりのショックになにも答えられない。そんなアツミなどお構いなしに、さちは話を続ける。


    「どうせ、ことの真相はこうでしょ？　あんたは私を手に入れたい。だけど私に振られた。だから手に入らない女は殺してしまおう……。それか、その幻覚とかなんとかで操あやつってしまおう、なんて感じでしょ」


    　まったく違う。タダヒコがやったことは、アツミの意思とは無関係だ。アツミは、そんな卑ひ怯きようなことをしてまで、好きなものを手に入れるようなことは絶対にしない。


    　実際、さちに振られてもいつか自分の手で、もう一度振り向かせるつもりだった。けれど、さちの勝手な憶おく測そくをアツミは強く否定できなかった。さちの目には、アツミを拒絶する以上の殺意ともいうべきものが垣かい間ま見える。好きな娘こにそんな目で見られては、もうなにも言えない、答えられない。


    　さちは、そんな冷たい目で今度はタダヒコを見ながらさらに話を続ける。


    「こいつは、本気だった私を騙だましたの。弄もてあそんだの。本気で好きだったのに。私は、転んだところを助けてもらったとき、運命を感じたくらいだった。私は、そこで思ったの。本気になってしまった自分が憎い、それと同時にこんな姑こ息そくな手を使うあんたが憎い、ってね。そうしたら、綺き麗れいさっぱり痛い幻覚は収まった。だけど、腹の虫が収まらなかったから、手始めに二、三本こいつの腕を折ってやったのよ。そしてわき腹をえぐってやりました。それでもまだ憎い気持ちが収まらないから、わざわざここまでこいつを運んできて、あんたを呼び出したってわけ。あんたが怒るところが見たいからね。他にも何人かいたけど、みんな、あんたの家で寝てるよ。まぁ、もう一度起きれる保証はないけどね」


    　アツミは驚きよう愕がくと、怒りと、ある種の恐怖から落ち着いていられなかった。拳こぶしを強く握りすぎて、血が流れている。


    　驚愕は解けるはずもないタダヒコの幻げん覚かくを自力で解いた、さちの執しゆう念ねんという感情にであり、怒りは、原因はタダヒコのほうにあるにしても、たった一人の肉親を瀕ひん死しの状態にまでされたことに対するものであり、そしてある種の恐怖は、このまま自制心が利かなくなってしまいそうな、自分自身に対してのものだった。


    「わかった。きっと謝あやまったって、許してくれないんだろ。僕は君が好きだから、憎まれるくらいなら死んだほうがマシだ。ひと思いに殺してくれ。その代わりこれ以上、弟には手を出すな！」


    　アツミは諦あきらめるようにそう言って、ゆっくりと目を閉じた。その言葉に偽いつわりはなかった。すぐに痛みが体を襲うだろう。さちの恨うらみは深い。さちがアツミの言う通り、ひと思いにやってくれるとは思えなかった。きっと弄ばされて、痛めつけられて、じっくりと殺されるだろう。それでもいい、アツミは覚悟を決める。もう遅いのだ。自分を好きだと言ってくれた少女は、アツミが好きになったときには、すでに死んでいたのだ。そう考えれば諦めもつく……。


    　けれどさちは一向に仕掛けてこなかった。目を閉じてから、五秒くらい経ったころであろうか。丸腰で立っていたのにもかかわらず、体のどの部分も痛みはなかった。チャンスを見み逃のがしているのだろうか、それともなにかの罠わながあると思っているのだろうか。もしくは、アツミと戦った上で殺したいのだろうか。だが、その場合、アツミには戦うだけの気力はない。アツミは諦めているのだ。さちが、その目的を果たすだけの戦闘行為をやらかすことはできない。


    「なに、目を瞑つぶってるの？　そんなとこで寝られても困るの。アツミくんがそんなことしてるから、ほら……弟くんが死んじゃうよ！」


    　諦めからか死の世界へ半分逝いっていたアツミは、それを聞いて無理やり現実に意識を戻して、目を開けた。そして目の前の光景を見て絶句する。


    「…………！」


    　アツミの目にはさちのほかに、立ち上がったタダヒコの姿が映っていた。しかし、タダヒコの足はぶらんと垂たれ下がっている。頭は固定されて……つかまれている、さちの手に。さちはタダヒコの頭だけをつかんでアツミに見せつけていた。血がわき腹から滴したたり落ちている。肩はえぐれている。腕は関節とは別の方向に曲がっていた。


    「言ったでしょ？　悪い子にはお仕置きが必要だって。悪い子は叩くだけじゃ駄目なの。悪いことする原因になった玩具おもちやは捨てなきゃ。場合によっては壊してしまわなきゃいけないよね」


    　そう言って頭をつかんでいる右手とは、反対の腕が動く。その動きは心臓に狙ねらいを定めていた。


    「や……、やめろ」


    　しかし、さちは手を止めようとはしない。


    「やめろ。やめろぉぉぉぉぉぉぉ！」


    　アツミは叫びを上げてさちに向かって走り出した。間に合わないかもしれない。けれど、このまま動かないという選せん択たく肢しはありえない。もう理性を保たもっていられなかった。さちはそれを見てニヤっと笑い、手しゆ刀とうの動きを止めて、タダヒコをアツミに向かって放り投げた。


    「そう、それでいいの、きなさい。私が欲しいんでしょ。力ずくで奪ってみなさいよ！　思いどおりにならないなら屈くつ服ぷくさせてみなさいよ！」


    　それで、その言葉でアツミの理性は完全に崩れ去った。確かに殺意が芽め生ばえたのだ。さちに対して、好きだった娘こに対して。奪うとかそういう段階を飛び越えて、さちが憎くなった、殺したくなった。タダヒコに対する行いも当然ある。けれどそれだけではない。さちがアツミに興味がない、もう好きではない、というのは仕方がない。人の気持ちをとやかく言うつもりはない。だが、力ずくで奪えばいいとか、屈服させるとか、そういう考え方に対して無む性しように腹が立ったのだ。さちを好きという気持ちを侮ぶ辱じよくされたような思いだった。この女に対して、もう思うことはない。排はい除じよすべきものにしか思えなくなった。きっとあのときの、自分を好きだと言ってくれた、そして涙を流してくれたさちはこいつが殺したのだとさえ思えてしまう。


    　だから、気づいたときには、すでに風の矢を撃っていた。その矢はさちの額ひたいを貫かん通つうして、空の彼方かなたに飛んでいく。これでもう元に戻ることはできない。


    「ほら、やっぱり最後は力ずくだね。でもね、それでいいの。その状態のあんたを殺したいから」


    　貫通してできたはずの額の穴は、すでに塞ふさがっていた。やはり、一ひと筋すじ縄なわではいかないらしい。さちは既死者ゾンビとしての体が完全に完成している。だが、アツミが考えていることはさちを滅することのみだ。それは死を知らない、既死者ゾンビでも関係なかった。アツミは持っている知識と、持っている技術をすべてこの女を滅することに注ぎ込む。


    　だがそれはさちも同じらしい。先ほどまでの場を楽しむような笑みは消えていた。アツミを殺さないと、これ以上先に進めない、という想いをはらませ、その目を血走らせている。さちには、いまだアツミを好きだったころの記憶が鮮明に残っているのだ。その上、アツミが生きていればこのままでいられる保証はなかった。


    　スーッと耳を撫なでるような音がして風が起きた。それと同時にアツミは跳んだ。その高さは十メートルほど。垂すい直ちよく方向への跳ちよう躍やくに対して風を加味することで、通常の二倍ほどの高さを得る。


    「受けろっ！」


    　アツミは叫んだ。頂点で停止したかと思うと、アツミは真上に向けていた手を振り下ろした。その技の正体、それは極太の不ふ可か視しの風の矢だった。突き刺す矢というよりは、質量で押し潰つぶす、ハンマーと言ったほうがいいだろうか。見えないけれど質量を持った圧あつ縮しゆく風によるハンマーは、さちに向かって打ち下ろされる。直径は一メートル、長さは五メートルほど。常じよう人じんなら、直撃しなくても、押し潰されるだろう。


    　だが、さちは避よけようともせず斜め上四十五度の、空中にいるアツミを不敵な笑みで見み据すえていた。風により砂は舞い、さちはその中心にいる。アツミは躊ちゆう躇ちよせずにハンマーを振り下ろした。それは今までの迷いを断ち切るための一撃だった……のだが。


    「こんなものッ！」


    　さちはそう叫んでアツミの一撃を防いでしまった。なんのトリックも使っていないし、避けたわけでもない。さちは、自分に襲い掛かる透明な物体を、右手の拳こぶしで、単なるパンチで受け止めたのだ。冬の空に吹く風の、ゴォという音を何倍にもしたような音が耳に響く。風でできた巨大なハンマーとさちの拳こぶし。その力はほぼ互ご角かくでつり合っていて、アツミは振り下ろしたままの姿勢のまま、空中で完全に停止してしまった。


    　ハンマーと拳との接点の空気は圧縮されて、砂を含んだ風を巻き込んで砂嵐のように渦うず巻まいていた。傍はたから見ればアツミは空中に浮ふ遊ゆうしているように見えるだろう。アツミは渾こん身しんの一撃を受け止められ、言葉を失っていたが、さちは違った。その表情に、まだ余よ裕ゆうがあるようにすら見えた。


    「今度は、こっちから行くよ。アツミくん！」


    　それと同時に、さちはさらに腕に力を込めた。するとつり合っていたバランスは崩れ、アツミはそのまま弾丸のように直線を描いて弾き飛ばされてしまう。その勢いは途中で衰おとろえることもなく、ぐんぐん伸びて、ついには校舎の時計に衝突した。


    　校舎にはひびが入り、叩き付けられたアツミの体は、枯れ葉のようにゆっくりと落下していった。


    　──肋ろつ骨こつの一、二本は持っていかれただろうか。


    　絶望的な状じよう況きようだというのに落下しながらそんなことを考える余裕があった。すでに勝敗は決していた。なんらかの事故のとき、スローモーションに、コマ送りのように感じるというがその類たぐいだろうか。仇かたきを討つと決心して、一度は好きになった女に喧けん嘩かを売ったが、まったく相手にもならないとは……格好悪いにもほどがあるな、と首を下にし、アツミは地面に衝突するまでコマ送りで空を仰ぐ。


    　最後に見るのは、太陽が照る青空でなく、月も見えない暗い空であったけれど、それはそれで趣おもむきがあるだろう。もうなにも考えることはない、敗北でこの人生を終えるのだ。と思っていたのもつかの間だった。


    　アツミの視界にその少女は現れた。結ゆわえられた二つの髪。華きや奢しやな体、そして忘れもしないその顔。気づいてやれなかった声も、今は容よう易いに思い出せる。


    



    　その少女はまさしく──吉よし岡おかさちだった。


    



    　どうやら敗北を悟さとって勝負を投げたのはアツミだけだったらしい。さちはさらに追撃をかけるために、アツミが吹き飛ぶ以上の速度で跳ちよう躍やくし、その身はすでに屋上にあった。そしてなにも言わずにそのまま屋上の金かな網あみを蹴り、反動を利用してアツミに対してとび蹴りを繰り出したのだ。さちは落下するアツミにすんなり追いついて蹴りをヒットさせる。


    　アツミはなすすべもなく空中を舞いながら思う。なんという怪かい力りきとスピード、そして執しゆう念ねんであろうか……。それほど、自分はさちに恨うらまれるようなことをしたのだろうか、と。


    　さらにアツミは思う。タダヒコの頭を片手でつかんでいるときも、その華奢な体に宿る力にアツミは不思議な感覚を抱いだいた。風のハンマーを受け止められたときもそうだった。この女はその外見からは想像できないほどの力を秘めている。そのアンバランスさに圧倒される。


    　アツミはそのまま落下して、地面に全身を打ち付けられた。さちが繰り出した蹴りも相まって、アツミの体の機能は停止する寸前だった。ぼやける視界の中で、見事に着地を決めたさちが、こちらを見て微笑ほほえんでいる。これでやっとすべてを断ち切ったといったような顔。そして吐き出すように言う。


    「あんたが……、あんたの顔が寝てるときとかに私の頭の中に浮かぶのよ！　あんたを好きだったときの記憶が、鮮明に残ってるのよ！　だけど今の私はあんたのことをどうも思っていないの。でもふとなんでもないときに、あんたの顔が見えるの。好きだったときの私の姿も……。私はそのことに耐えられない。私が私じゃなくなる、おかしくなる……だから消えて欲しいの！」


    　なにか言っている。もうなにも聞きたくない、人を振っておいて自分のことばかりよく喋しやべる女だ……。アツミは消えかかる意識の中でさちの言葉を聞いていたが、思うことはそれだけだった。どうせ手に入らないなら壊してしまえばいい。どうせこの女が考えていることも似たようなものだろう。だったら……そう思うことは悪いことだろうか？


    「じゃあ、お別れね。楽しかったよ！」


    　それも聞こえない。アツミが抱いだいたのは手に入らないなら壊すだけ、という幼おさな児ごのような感情だった。


    　さちはそのまま握にぎり拳こぶしを作って、アツミに対して正しよう真しん正しよう銘めいのとどめを刺しにこちらに向かって走ってくる。


    　伏したまま、アツミはそれを見つめるしかなかったが……アツミのその感情は、体の限界さえ凌りよう駕がした。


    「それなら望むままに!!」


    　無意識のうちに口が動いた。伏していたはずの体も、いつのまにか──アツミ自身が気づく前に、さちがアツミに到達する前に──立ち上がっていた。理性のタガが外れたように、アツミは笑っている。もうすべて、この世界すべてさえ壊してしまえばいいとでも言いたげな笑みだった。


    「な、なに笑ってんのよっ！」


    　さちは怒りをあらわにして、アツミへと迫り来る。だが、その表情は焦あせりと戸と惑まどいを隠しきれていなかった。なにせ、伏していると肉眼で確認し、一いつ時ときも目を離していなかったにもかかわらず、さちの感覚が感じ取れないほどの速さでアツミは立ち上がっていたのだ。そして不敵な表情を浮かべている……。それならやってみるがいい、と、さちはアツミの腹に向かって殴りかかった。


    「えっ？」


    　さちは啞あ然ぜんとして、その一言しか発することができなかった。驚きは無理もない。手ごたえは確かにあったのだ。しかし、そのあとの感覚は消えていた。なぜなら……さちの手首がポトリと地面に落ちたからだ。


    「私の手が……っっ！」


    　アツミは体の周りに、風の結けつ界かいを展開させたのだ。もちろん透明で目には見えない。それが触れれば切れる刃やいばのようにアツミを守ったのだ。そんなことができるのに、アツミはなぜ使用しなかったのか？　その答えは簡単だ。今まではこんな技使えなかったからだ。


    「今からお前を滅する！」


    　無表情にアツミは言った。すでにアツミは正気ではない。目的はただ、手に入らないさちを殺すことのみだ。


    「やっぱり私の思ったとおりね。まるで子供……。それに私はこれくらいの怪け我がじゃどうってことないのに、こんなことしても無駄よ」


    　さちはちぎれた手首を拾って、切断面同士をくっつけながら言う。言い終わったころにはすでに指を動かし、その調子を確かめていた。


    「それなら殺しつづける。生き返るよりも速い速度で。そうすればそのうち魂たましいは消える」


    「だったら私をつかまえてごらんよ。あんたは一発当たったら終わりなんだから」


    「それで……いい」


    　アツミは口数少なく、さちの出方を窺うかがう。だが窺う必要もない。さちはアツミに対して力任せにぶつかってくるだけだった。それなら小細工はいらないと、アツミは矢を予備動作なしで撃ちつづけた。こんなことも以前はできなかった。以前はさちには、貫かん通つうしただけで意にも介さずすぐに再生されていたが、今回は違った。一撃一撃が重く、さちの勢いはその都つ度ど削そがれる。そして完全に動きが停止したときに、風のハンマーを作って再びさちに繰り出した。今度は横なぎにだ。さちはそのまま十数メートル近く吹き飛ばされる。形こそ見えないがきっと先ほどよりハンマーの質量は増しているのだろう。


    　形勢逆転してからはあっけなさすぎるほどだった。すでにアツミはさちの落下地点まで距離を詰めていた。時間にしておよそコンマ一秒以下だろうか。さちはアツミを睨にらみつけているがすでに勝敗は決していると察したのか、抵抗はしなかった。


    「殺して。私の負けよ……」


    　さちは悔くやしさを堪こらえるように言う。


    「正確には殺すではなく、滅しつづける、だ。お前の体は殺せない。だが、魂だけになったときに魂を滅しつづければいつかは消える」


    「そんなことどうでもいいの。私は負けたから諦あきらめたの。どうせ痛くないし、一度本当に死んだ身だからもう……いいの。けっこう楽しかったし。この体になってから」


    　アツミはなにも言わずにとどめの矢を構える。これを撃ってしまえば本当に終わる。なにもかもが終わる。


    　そして、呼吸を整えあお向けになったさちを見下ろしながら矢を左胸に向けて放とうとした瞬間だった。アツミの足を何者かがつかんだ。


    「タダヒコッ！」


    「兄さん……撃たないで、くれ……」


    　その声を聞いてアツミは我われに返った。


    「本当によかった……。もう少し待っていてくれ。もうすぐ、この女を殺す」


    　その声の主、タダヒコは這はいつくばりながら、必死にアツミの足をつかんでいた。アツミは、しばしさちのことも忘れて、タダヒコを起こしてやる。


    「安心しろ。すぐに、治療専門班メデイカル・スタツフを呼ぶから」


    「兄さん、俺のことはいい。二人が争う必要はないんだ。悪いのは……俺だから」


    「な、なにをいまさら」


    「兄さんの恋人が既死者ゾンビになってしまって、それでも吉よし岡おかさんを守るって聞いたとき、俺は正直すごいと思った。だけど……その守られるはずの吉岡さんが、兄さんのことをもうなんとも思ってないなんて、あんまりじゃないか」


    「そんな……。私は、あなたのことを……、街の中で転びそうになったところを助けてくれて、私の手を握ってくれたあなたのことを、本気で好きになったのに……なんで」


    　それを聞いて、さちは思わず叫んでしまう。格好などに構っていられない。這はいつくばって涙を流しながら言った。


    「吉よし岡おかさんを助けたのは俺じゃ……ない」


    「じゃあ、誰だっていうのよ！」


    　そうさちが、甲かん高だかい声で叫んだ。タダヒコはそれに答えようとして、言葉に詰まり咳せき込んでしまう。それを押さえていた右手が血で濡れていた。


    「タダヒコ……もう喋しやべるな！」


    「いいんだ、兄さん」


    　もう片方の手でタダヒコはえぐれた腹を押さえながら、アツミのほうを見る。その目は、あの日の少年が、アツミであると語っていた。


    「「えっ？」」


    　二人が同時に声を上げる。まさか、そんなことあるはずがないのだ。もしそうだとしたら、この戦闘行為も、あの日さちが現れた少年を好きになった気持ちも、すべて勘かん違ちがいということなってしまうではないか……。


    「そんなことはない。僕はそのことを憶えてない……。あれは、お前じゃなかったのか？」


    「あのとき、吉岡さんを助けたのは、確かに……兄さんなん、だ。吉岡さんが兄さんと認識しなかったのは、俺が兄さんに……幻げん術じゆつをかけたからだ。兄さんが憶えていないのは、幻術の初歩、ハァハァ……記憶操作を使ったからさ」


    　タダヒコが息も絶え絶えに真実を語る。アツミが必死にタダヒコの傷口を押さえるが、その手を振りほどいた。


    「なぜそんなことを……。どうして吉よし岡おかさんにそんなことを……？」


    　それは当然の疑問だったが、アツミの殺気はすっかり途切れ、顔は素すに戻っている。


    「好きになった娘こを守るために、この世界の秩ちつ序じよを敵に回すっていうのに、その娘が兄さんを好きでもなんでもないなんて、俺が気に入らなかったから……」


    「それはさっきも聞いたよっ！　でも、もうあと戻りなんてできないし、私はもうコイツ……、ううん、高たか田だくんのことなんてなんとも思ってないの。思えないの！　自分の気持ちに噓はつけないの」


    「だから……もう一度兄さんのことを好きになってくれれば、って思ったんだ。そのままの姿じゃ先入観が働いちゃうから」


    　アツミには、その言葉を信じない、という選択肢も十分可能だったが、それはできなかった。あの夜──さちが既ゾ死ン者ビになってしまったあの日も、タダヒコはからかいつつも、自分に協力してくれた。そんなたった一人の弟の言葉をうたがうことなどできない。


    「でも……それでも、どうして僕に相談せずに……」


    「もう、いいの。私が悪いの！　だからタダヒコくんを許してあげて、本当に悪いのは私なの」


    「どうして……吉岡さんはこいつに殺され掛かったのに……」


    　アツミはさちの目を見み据すえて言った。その顔は、険けわしい表情ではあるものの、先刻の見るものすべてを切り刻むようなものではない。


    「私も酷ひどいことしちゃったし……。だから、高田君との関係を元に戻すことはできないよ。あんなに酷いことを……言っちゃって」


    「それなら僕も同じだ。もう少しで君を殺すところだった」


    「…………」


    　さちとアツミ──二人は互いの顔を見て、それ以上の言葉を失ってしまう。


    　何十秒、いや何分すぎただろうか。無限とも思えたその時間は、さちに向けられたタダヒコの言葉で終わりを迎える。


    「吉岡さんは、土曜日に出会った少年の顔に惚ほれたわけじゃないんだろ？　転びそうなところを助けてくれたから好きになったんだろ？　だったら、それでいいじゃないか……」


    　そして苦く悶もんの表情を浮かべながらも、微笑ほほえんで言った。　


    「吉岡さんが兄さんをまた好きになる権利は十分にあるんだ……」


    　タダヒコはアツミのほうに目を向ける。アツミは、しばらく黙っていたが、


    「僕の気持ちは変わらないから……吉岡さんがそれでもいいなら僕は全然構わない」


    　そう言ってさちのほうを見る。さちは、こくんと頷うなずいて、アツミを見つめて言った。


    「もう一度、高たか田だくんを……、ううん、もう一度、アツミくんを……」


    　すべてが一つに繫つながった。既死者ゾンビになったことによって、消えてしまったアツミを好きだったという気持ち。けれど、そんなことでは、その強い想いは、運命は、二人の繫つながりは消すことはできなかった。


    　さちは、あのときの、保健室での初うい々ういしかった表情に戻っていた。勇気を出して自分の思いを伝えたあの気持ちにも……。そしてアツミの右手をさちは両手で握った。その手は人間の手よりはるかに冷たい。


    「手、冷たいでしょ……。だけど私には、自分の手が冷たいのかも、高田くんの手が温かいのかもわからない。そんなの、人間だったらみんなわかることでしょ。それも感じられないの……そんな私でもあなたを、また、好きになっていいですか？」


    　アツミは強く、強く、さちの手を握り返した。


    「ああ、もちろん。手が冷たくても吉よし岡おかさんには確かに心がある。それにさ、手が冷たい人は心が温かいんだ」


    「それにね、見て……。さっきの傷、もう治ってるの。私…………、人間じゃないの。それでも嫌いに……、ならない……？」


    「ああ、もちろん。嫌いになんてなるもんか！」


    　そう言って、今度はさちを強く強く抱き締めた。そして、グラウンドにはさちの「ごめんね、ごめんね」という涙交じりの声が、響いていった。


    　月や星を隠していた雲は、いつしか消えて、二人を照らしだす。


    



    　　　　　●


    



    　それから、どのくらいかの時間が経った。


    　アツミは、もう一度天の月を仰いだ。その位置は先ほどとほとんど変わってはいない。そのことから察するに、たいして時間が経っているわけではないらしい。


    　ふと、しゃがみ込んだ自分の体に、なにかに体重を預けられているような、そんな負ふ荷かがかかっていることに気づく。


    「寝てる……」


    　さちはアツミを抱き締めたまま、すーすーと寝息を立てている。どうやら泣き疲れて眠ってしまったらしい。


    　アツミはまだ乾かないさちの涙を指ですくい取り、そのまま抱きかかえて校庭に植えられているイチョウの樹の下に向かう。ほんの十メートルもないくらいの距離しかなかったというのに、さちとの戦闘により、体力と精神力を消しよう耗もうしたアツミは、途中で片かた膝ひざをついてしまいそうになる。それでもなんとか、樹の根本まで運んだ。


    「そうだ……タダヒコは……」


    　執しつ行こう人にんとして、常じよう人じんよりもはるかに生命力があるタダヒコとはいえ、わき腹と肩をえぐられたまま放置されていては命の保証はない。


    　しかし、朦もう朧ろうとする意識の中で、アツミが校庭を見渡しても、タダヒコの姿はどこにもなかった。


    「いったい、どこ……、に」


    「心配には及びません。タダヒコ殿は、我々が責任をもって保護いたしました」


    　その声にアツミは聞き覚えがあった。しかし、その言葉を聞いても心が休まることはなく、むしろ不快感だけが頭を支配していく。


    「かさ、い……さん？」


    　アツミが名を呼んだのと同時に、笠かさ井いが樹の陰からゆっくり現れた。それに付ふ随ずいするように、十数名の黒服たちが、校門からぞろぞろと歩いてくる。その男たちのうちの一人に、タダヒコは抱きかかえられていた。


    　笠井はアツミの目の前で立ち止まり、どうも、と挨あい拶さつをする。他の男たちは、その十メートルほど離れた場所に、笠井を囲うように直立不動のまま待たい機きしている。それは、タダヒコを抱きかかえている男も同様だった。


    「タダヒコは……大丈夫、なんですか……？」


    「はい、先ほど止し血けつを施ほどこしました。このあと、手近な支部にタダヒコ殿を搬はん送そうし、専門班の治療術を受けてもらいます。もちろん、命に別状はありません」


    　その言葉を聞いて、やっとアツミは両膝ひざをついてへたり込む。アツミは精神力だけで立っているようなものだったのだ。


    　だが、男たちの様子は妙みようだった。いくら命に別状がないとはいえ、タダヒコを抱える男は、一向にその場から動こうとしない。わずかな月明かりで、かすかに認識できるタダヒコの姿は、首はだらんとして、傍はたから見るとまるで、死んでいるようにさえ見えた。


    「笠かさ井いさん……早くタダヒコを搬はん送そうしてやってください。お願いします」


    　アツミがそう頭を下げるが、笠井はただ押し黙ったまま落ち着き払って、なんの言葉も発そうとはしない。


    「なにを……ぼんやりしているんですか!?　早くしないとタダヒコはっ!!」


    　残り少ない精神力でアツミが叫ぶと、やっと笠井が口を開く。


    「一応、アツミ殿には説明しなければなりませんので……」


    「え……？　それはどういう……？」


    「あなたの弟は昇天結社アセンシヨン本部とは違う、別の意思に従って私たちを裏切った。我々の方針は、『今後吉よし岡おかさちを保護する』こと……」


    　執しつ行こう人にんにとって、昇天結社アセンシヨンの命令は絶対だ。既死者ゾンビをはじめとする不死者アンデツトに対し、秩ちつ序じよを乱すもの、と定義しているだけあって、それは組織内においても同様だった。


    「本部とは違う、別の意思──？」


    「ええ。おそらく、我々が感知していない内部の闇に、『吉よし岡おかさち』を、早さつ急きゆうに昇天させようとする、いわゆる急進派がいるようです。その尻尾しつぽをつかむために、タダヒコ殿には治療を受けてもらったのち、尋じん問もんを受けてもらい…………そしてしかるべき罰ばつを受けていただくことになります」


    　笠かさ井いが喋しやべり終えるのと同時に、タダヒコを抱きかかえている男たちは、その場をあとにしようとする。


    　その様子を、アツミはただ途切れそうな意識の中で、見送ることしかできない。


    「くっ……」


    　喉のどが詰まったかのように声が出ない。心臓が鼓こ膜まくを揺さぶってそれがさらに脳に直接響く。だが、それでもここで退ひいてはいけない──そうアツミは思った。


    「ちょっと……待て……」


    　その声はか細くて、男たちの耳に届きはしなかった。当然、立ち止まってくれない。


    「待て……アツミ殿が話をしておられる。しばし、止まれ」


    　幸さいわい、進みはじめていた男たちとは違いその場で直立不動を保たもっていた笠井が、少しでも風が吹けば消えてしまいそうな、アツミの声を聞き取って、彼らを制止する。


    「アツミ殿、何事でしょうか……？」


    　アツミは笠井を睨にらみつけたあと、タダヒコを運ぶ男の背中を見る。


    「タダヒコは、渡さ、ない……。タダヒコは僕の弟だ……っ」


    　笠井が少しだけ笑みを漏らす。その笑みはまるで敗者を見下すようであった。


    「なにを言い出すのかと思えば……。そのようなことは存じています。ですが、それはタダヒコ殿を連れん行こうしない理由にはなりません」


    　少しずれたサングラスを元の位置に直しながら、呆あきれ顔でそう言った。それは、他の男たちも同様のようで、同じように無個性な笑みを浮かべる。


    　アツミはそのぶつけどころのない怒りを静めるために、校庭の土をつかんだ。その土の中には、小石が含まれていて、握った手から血が吹き出る。


    「僕と……タダヒコは……、一緒に普通の生活をするっ、て……約束、したん、だ。だ、から……お前たちには…………渡しはしない」


    　アツミが消えそうな意思を無理やり奮ふるい立たせて言う。


    「アツミ殿の主張は理解いたしました」


    　その目から、笠井は強い信念を読み取っていく。


    「それで、どうなさるおつもりで？　もしやとは思いますが……力ずくでこの人数を止められるとでもお思いなのですか？」


    　だが、その程度で笠かさ井いが自分の任務に背そむくはずもなく、ただアツミを見み据すえるだけだった。


    「それしか……手段……が……ない、という、のなら……」


    　悲鳴を上げつづける体に鞭むち打うって、アツミは吐き出すように言った。


    　笠井はそれを確認するとポケットからタバコを取り出し火を点つけ、やれやれ、と呟つぶやいて一服し、それをすぐに放り投げて、黒い革靴で踏みつける。


    「五体満足の状態なら……おそらく、私に勝ち目はありません。が──。今のあなたには、私と戦うだけの力は残されていない。それでも、その意志は変わりませんか？」


    　アツミは肯こう定ていも否定もしない。いや……、できない。


    　もちろん、勝ち目がないことは重じゆう々じゆう承知だった。だが決して敗北が怖くなって怖気おじけづいたわけではない。迷いがあるわけでもない。……アツミにはもう声を上げるどころか、ただ頷うなずくだけの力も残されてはいなかったのだ。


    「仕方ありませんね」


    　アツミの意思を読み取って、笠井はネクタイを緩ゆるめ、飛び退のき間合いを取り、サングラスを外して、黒いスーツの胸ポケットに押し込んだ。それが、笠井が戦闘を始めるときの、ある種の準備だった。


    　アツミは、今まで笠井と対たい峙じしたことはなかったが、その立ち居振る舞いを見るだけで、相手の実力を読み取ることはできる。笠井は通常なら勝ち目はない、と言ってはいたが、それはとんでもない謙けん遜そんか、もしくは実力を隠すための虚きよ言げんだった。ましてや、今の自分の状態ではおそらく、お遊びにさえならない、と月明かりの下で自己主張する鋭するどい笠井の眼光から、アツミはそれを感じ取った。


    　だが……それでも──。


    　絶対にその信念を曲げはしない、とアツミは思った。そして、笠井をカッと睨にらむ。


    　それが合図となった。アツミから十数メートルの距離から、笠井は弾丸のように突進してくる。


    　その動きが、今のアツミにはまるで見えない。体が衰すい弱じやくするのと同時に、認識能力や動体視力もいちじるしく低下していた。それでも、笠井の攻撃を受ければ、絶命しかねないということだけは容よう易いに理解できた。


    　ふと、わきのイチョウの樹に目をやると、さちが気持ちよさそうに眠っている。その寝顔が、アツミにはどうしようもなく愛いとしく感じられた。もし、このまま意識を失い、下へ手たをしたら二度と目覚めることがないというのなら、このさちの寝顔を記憶に焼きつけておきたい。そう思った。


    　そして、体のどこかにくるはずの第一の衝撃に備え、ただ歯を食いしばっていたのだが……。


    「なーに、見とれとるんじゃ……？　アツミよ」


    　初めはその声が誰のものかもわからなかった。


    「せっかく笠かさ井いくんが本気になって相手をしとったというのに……真剣味の足りないやっちゃなぁ～。そんな調子で学校の授業をしっかり受けておるかと思うと、ワシゃ、心配じゃ！」


    　そんな呑のん気きな声が目の前の老人から発せられていることに、認識能力が低下しているアツミが気づくのには、数秒の時間を要した。


    「総そう帥すい…………なぜ!?」


    　先に声を上げたのは笠井だった。その姿は、アツミのすぐ横の地面に転がっている。


    「おじい……ちゃん……？」


    　アツミの前に立ちはだかり、身を挺ていしてアツミを庇かばったどころか、笠井を迎げい撃げきしたのは、辰たつ之の助すけだった。


    「ああ、おじいちゃんじゃよ」


    　辰之助は、アツミにそう微笑ほほえみかけたあと、笠井のもとへ歩いていって、肩を貸してやる。


    「笠井くん、まだまだ蹴りが甘いぞ。ワシがあともうちっと若かったら、君の脚はボッキリとイッとったぞい」


    「……申し訳ありません」


    　笠井は、辰之助に力を借りて立ち上がると、そう謝あやまってから、スーツについた土を払って、胸ポケットからサングラスを取り出して、またかけた。


    「なぁに、謝ることはない。君は一線を退しりぞいてから長いんじゃし、仕方のないことよ。十分立派にやったぞい。それにのぅ……これはワシのちょっとした気まぐれじゃ、気にせんといてくれ」


    　そして辰之助は、笠井以外の黒服たちのほうを見る。


    「すまん、タダヒコをここへ」


    　そう辰之助が言っても、黒服の男たちはすぐには動けなかった。男たちは諜ちよう報ほう部のリーダーである笠井に対して絶対の信頼を置いていた。その笠井の蹴りがいとも簡単に……しかも、いつもは飄ひよう々ひようとしているだけの老人に打ち払われてしまったことに対して、ある種の恐怖を感じていたからだ。


    「おーい、聞こえんかったんかいのお？」


    　辰之助が笑いながら、あくまで軽い口調で言ったのだが、笠井はいきり立ち大声で、早くしろ！　と叫ぶ。その声で、男たち全員が正気を取り戻す。そして、タダヒコを抱えている男が、辰之助の前にタダヒコを寝かした。


    「タ……ダ……ヒ……」


    　アツミにはもう掠かすれた声しか発せられず、タダヒコの名さえ最後まで呼べなかった。それでもなんとか、意識だけは途切れさせないように、歯を食いしばる。


    　辰之助はアツミを見み据すえ、口くち髭ひげをいじりながら言う。その目は、また戦士の目に戻っている。


    「アツミの覚悟はわかった。そんな体にもかかわらず、果か敢かんに笠井くんに立ち向かったときの、その目が、すべてを物語っておったからのう。……では問おう。お前さんがタダヒコを庇かばう、ということは昇天結社アセンシヨンとの決別を意味しておるのはわかるな？」


    　アツミはその問いが理解するところを十二分に理解していた。それは、タダヒコだけでなくアツミ自身も罪つみに問われる、ということにほかならない。


    　もう一度さちを見る。ここで屈くつすれば、もうさちとは会えなくなるかもしれない。そんなのは絶対に嫌だ。けれど、たった一人の弟を見捨てるわけにはいかない。


    　──だから、どちらも手に入れる。


    「も、ちろん……、で……す」


    「本当に後悔はないのか？」


    　迷いはない。アツミは這はいつくばった姿のまま、力強く頷うなずく。


    「……………………」


    　辰たつ之の助すけはまずアツミを見た。形のない土くれをつかんで、必死に意識を失うまいと、歯を食いしばっている。次に目の前に倒れているタダヒコを見やり、最後に、イチョウの木にもたれかかり眠るさちの姿を見た。


    　そして、ふぅ、と呟つぶやいて、強こわ張ばらせていた顔を和やわらげ、笑顔になった。


    「それなら……許す」


    「へっ？」


    　あまりに唐とう突とつに、そして先ほどまでの空気とは違う、軽い口調だったので、アツミはすっとんきょうな声で訊き返してしまった。


    「『へっ？』じゃない。なんちゅーマヌケな声を上げとるんじゃ……ワシゃ許す、と言ったんじゃ。もちろん、タダヒコもな」


    「そ……総そう帥すいっっ!!」


    　蹴りを叩き落されたときでさえ、冷静さを保たもっていた笠かさ井いが声を上げた。


    「なんじゃ、笠井くん。なにか言いたいことがあるのかね？」


    　よっぽど辰之助の発言に驚いたのか、笠井のサングラスは派手にずれてしまっていた。それを直さないままで、笠井が口を開いた。


    「総帥……。許すとは具体的にどのようにいたすのでしょうか？　裏切りは許さない、というのが昇天結社アセンシヨンにおける、絶対の掟おきてであったはずです。総帥自みずから、それを破るおつもりですか！」


    「そりゃそうじゃがのぅ～。タダヒコは苦悩した上で、止やむを得ず命令に従ったという側面もあるわけじゃ。確かにワシも含めた幹部連中の決定があった以上、ワシもタダヒコを立場上許すわけにはいかん。だから、タダヒコとアツミには執しつ行こう人にんとしての地位を失ってもらう。これで問題は解決じゃな」


    「お言葉ですが、もともと彼らは昇天結社アセンシヨンを抜ける予定だったと聞きました。執行人ではなくなるといっても、結局それではお咎とがめなしと同じではないですか!?」


    「違いはあるぞい。たとえば、退職金が出ないとかなー。もったいないのー」


    「総帥っっ!!　私が言いたいのはそういう問題ではなく……」


    　笠かさ井いはいきり立っていた。この場に辰たつ之の助すけがいなければ、横たわるタダヒコを蹴り飛ばしてしまいたいくらいだった。


    　それを見み透すかしてか、辰之助が少しだけ真ま面じ目めな顔になった。


    「そうはいってものぅ、笠井くん。少し落ち着いて考えてみるんじゃ。タダヒコ個人を責めるよりも、もっと大事なことがあるじゃろうて。そもそも、そういった不ふ穏おん分ぶん子しを前もって察知できなかった、というのが直接の原因なんじゃ。その責任は最終的にはワシにある」


    「確かにそうですが……」


    　辰之助にそう諭さとされて、笠井がやっと元の冷静さを取り戻す。


    「失礼なことを申しまして、申し訳ありませんでした」


    　サングラスを元の位置に戻して、ネクタイをキュッと締め直し、直立不動の姿勢に戻し、笠かさ井いは頭を下げた。


    「なーに、気にしとりゃせんよ」


    「それでは、タダヒコ殿を搬はん送そうします。ＮＯ．３はタダヒコ殿を車へ」


    　何事もなかったかのように、笠井は男たちに命じた。そして、スーツの内ポケットから携帯電話を取り出し、続ける。


    「今のうちに本部の治療専門班メデイカル・スタツフを手配いたします」


    　言い終わるのと同時に男たちは動き出すが、辰之助の、待たんか！　という一いつ喝かつで全員の動きが止まった。


    「おじいちゃん……？」


    「笠井くん、そう焦あせるでない。今本部にタダヒコを連れて戻れば、ワシも庇かばいきれん可能性がある。とはいうても治療専門班メデイカル・スタツフを呼ぶには時間がかかる。だから、ちぃーとだけ、手荒な方法だがいたしかたあるまい」


    「総そう帥すい、まさか……いけませんっ！」


    　笠井の荒らげる声を無視して、タダヒコのもとへ歩み寄り、膝ひざをついた。


    「おじいちゃん……いったい……なにを……？」


    「なぁに、心配するでない。これが、お前さんにしてやれる最後のことじゃからな……」


    　そう呟つぶやいて、タダヒコの傷跡に手をかざす。すると、患かん部ぶを中心に光が立ちのぼった。


    　その光は包み込むようにやわらかくて……。アツミの意識はそこで途と絶だえた。


    　けれど、苦しさは皆かい無むで、ただ暖かいものを感じていた。


    



    　　　　　●


    



    「総そう帥すい……、お気を確かに。本部はもうすぐそこです」


    　笠かさ井いは、後部座席で苦く悶もんの表情を浮かべている辰たつ之の助すけに気をかけながら、アクセルを踏み込んでいた。


    「大丈夫と言うとるだろう……アイテテ」


    「総帥っ！」


    「だから、ワシに構うなっ。禁きん術じゆつを用もちいたからには、この程度の痛みは当然なんじゃ！」


    　辰之助は吹き出る汗をぬぐおうともせず、笠井を叱しつ咤たした。


    「ですが……」


    　禁術として伝えられるものを、辰之助はタダヒコに対して使用した。


    　禁術──とは、通常の術とは比べ物にならない効果を発揮する、執しつ行こう人にんの中でもごく一部の人間だけが使える高等な術だ。


    　通常の精神干かん渉しよう術は、物質世界に精神という異物を加え反応させる、いわば化学反応のようなものだが、禁術は違う。


    　それは、精神を直接物質に変換し、新たな物質を[image: ]造する術である。しかし、人間の精神を物質にするためのエネルギーは、使用者の命を燃やすことによって生まれる。ゆえに禁術は命を削ってしまう諸もろ刃はの剣なのだ。


    「なぁに、こうでもしなければ、他の幹部連中は納得せんだろうさ。簡単に言えば、これはワシが連中に見せる落とし前ってやつじゃな。まぁ逆に言えば、ワシを蹴落としてでも総帥の椅い子すが欲しい連中からすれば、ワシの命が削れるならば、執行人二人を無む罪ざい放ほう免めんにする程度、諸もろ手てを挙げて喜ぶだろうさ。ワシを嫌う連中はたくさんおるからのう」


    　辰之助は禁術を用もちいて、タダヒコの傷を治ち療りようした。通常の精神干かん渉しよう術を用いる治療なら、自己治ち癒ゆ力を向上させるものだが、辰之助が用いた術は、その根本からして違い、自らの命を燃やして、欠けつ損そんした箇か所しよを直接[image: ]造したのだ。


    「総帥……」


    「そんな辛しん気き臭くさい声を上げるなと何度言わせるんじゃか……」


    　車は海沿いを静かに疾走しており、辰之助が窓の外を見ると丁ちよう度ど日の出前で、水平線から光が漏れ出していた。


    「総帥、一つよろしいですか」


    　落ち着かない様子で話していたことを反省した笠井は、少し声のトーンを落として言った。


    「ああ。一つだけなら構わんよ」


    「なぜ、そこまでして彼らを庇かばわれるのですか……。それに、吉よし岡おかさちとは、いったい……？」


    　笠井が辰之助を気遣って、アクセルの踏みぐあいを緩ゆるめ、エンジンブレーキを効かせてギアを落としながら質問する。


    「……………………」


    　だが、辰たつ之の助すけはなにも答えなかった。そして、いきなりカハハと笑い出す。


    「総帥？」


    「一いつ介かいの高校生……。それでいいじゃないか！　……と、イテテ。笠かさ井いくん。もうちっとだけ、速度を落としとくれ」


    「……はい」


    　と、辰之助に上う手まいぐあいに直接の言げん及きゆうを避けられてしまっては、笠井にこれ以上踏み込む権利はなかった。だから、笠井は言われたとおりに、車の速度をさらに落とす。


    「せめてもの罪つみ滅ほろぼし……かのぅ」


    　そう辰之助が小声で呟つぶやいたが、笠井の耳に届きはしなかった。
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    「兄さん、兄さん……ねぇってば……」


    　タダヒコの声がして、アツミは目を覚ました。


    「……………………！　おい、お前……大丈夫なのか？」


    「ああ、残念ながら……ね」


    　アツミが見た限り、着衣が破れていたりはするものの、あれだけの怪け我がを負っていたタダヒコに目立った外傷は見られなかった。そして、それとは対照的にタダヒコの表情はなぜだか暗い。


    「そういえば、おじいちゃんたちはっ!?」


    「もう帰ったよ。おじいちゃんからの伝言。『アツミによろしく。心配するな』だってさ」


    　だが、心配するな、と言われても、それは無理だった。自然治ち癒ゆ力りよくを向上させる精神干かん渉しよう術じゆつを用もちいても、あれだけの怪我を完全に治ち癒ゆさせるには、数日程度の集中治ち療りようが必要となる。けれど、周囲は少しだけ明るくなってはきているものの、どう考えても数日経たっているようには見えなかった。


    　つまり、それが意味するところは──。


    「禁きん術じゆつを用いたらしい」


    「……やはり……そうか」


    　アツミはそう声を上げながら立ち上がろうとするが、タダヒコに止められた。


    「やめなって。兄さんが寝てる間に、俺がおじいちゃんの前でさんざん騒いだから、もう意味ないよ」


    　そうタダヒコが言って、空を見上げたので、アツミもつられて空を見上げた。あれだけ輝いていた星々や月の光も、今となっては日の出前に漏れ出している太陽の光に負けて、見えなくなってきている。


    　アツミは押し黙るしかないので、タダヒコが明るく言った。


    「けどね、おじいちゃんは、気にするな……って言ってた。だから、俺は気にしないことにするよ」


    「タダヒコ……」　


    「それに、兄さんにはこうも言ってた。『お嬢ちゃんを大切にしなよ』ってね。だから………」


    「だから？」


    　言葉を途中で切りながらも、タダヒコの沈ちん黙もくがやけに長いので、アツミは思わず訊き返してしまう。


    「邪じや魔ま者は退たい散さんする……！　じゃあね」


    　そして、タダヒコはニヤニヤしながら手を振って、アツミが口を挟はさむ暇いとまもないくらいの速度で、あっという間に門もん扉ぴを飛び越えて、立ち去ってしまった。


    「ちょ、おい。まだ話は終わってな…………」


    　そこで気づいた。そして、いったん言葉を失う……。


    「…………吉よし岡おか、さん」


    　アツミの肩に体を預け、さちがすーすーと眠っていた。どうやら、タダヒコがニヤニヤしていたのは、これが原因らしい。


    「うう……ん……」

  


  [image: ]


  
    　初めは、こんなところで寝てたら風か邪ぜひくよ、などと声をかけながらさちを起こそうと思ったのだが、声が出なかった。手元に目をやると、アツミとさちの手は意図せずして重なり合っていた。


    「！　！　！　！　！　！　！　！」


    　アツミは顔を真っ赤にして、そーっと、さちの顔を覗のぞき込んだ。それに気づく様子もなく、いまだにすーすーと寝息を立てている。その顔は雪のように白くて、昨夜ゆうべ二人で殺し合ったことなど、すっかり忘れさせるような、穏やかな寝顔だった。その顔をどうしようもなく愛いとしく感じてしまう。


    　それにひきかえ、アツミの顔は真っ赤だった。さちが起きる気配はまったくないが、その顔を見られまいと、恥ずかしがって、顔を伏せる。そして、その顔を何度も頭の中で反はん芻すうする。


    　アツミは思った。もう少し、このままでもいいかなぁ……と。


    　だから、日の光が二人を包み込みはじめても、さちを起こそうとはしなかった。


    「こんなに気持ちよさそうに眠っているのを起こすと悪いし……」


    　そんな言い訳を伴いながら、アツミはさちと重なり合った手を、ぎゅっと握った。

  


  
    



    



    　エピローグ


    



    　放課後。


    　校舎に人ひと気けがなくなるまで、さちと那な美みが教室でだべっていると、時刻は午後五時半を回ろうとしていた。


    「さて、そろそろ時間だし……行こうか！　でも、ごめんね。なみちゃんも付き合わせちゃって」


    「いいの、いいの。私が好きで待ってたんだからさ」


    　すでに、グラウンドで行われている部活動の連中は、整理運動に入っていた。


    　那美が、さっちゃん、ほら今のうちだよ、と昇降口で鞄かばんの中身をぶちまけているさちを急せかす。


    「ちょっと、待ってよ～」


    　この時間なら、グラウンドを堂々と横切っても、ボールにぶつかる、陸上部に轢ひかれる、などという事故を防げるからだ。この時間を逃のがすと、今度は、部活終わりにグラウンドで遊ぶ連中が増えてくる。それなりに秩ちつ序じよある部活中よりも、それは危険なのだ。もちろんそんなもの、さち専門の事故であるが……。


    　なんとか、校門の前まで来て、二人はわきの花壇のブロック塀べいに、腰を下ろす。


    「んじゃ、愛いとしのアツミくんが来るまで、あたしも待たせてもらいますか！」


    「ほんと、ありがとね、こんなところまで付き合ってもらっちゃって」


    　校門の花壇前。それは蒼そう海かい高校の生徒にとっては、有名な待ち合わせスポットだった。もちろん、恋人同士の、という修しゆう飾しよく語がつく。それが恥ずかしくて、さちは那な美みをお供にしているのだ。この数日本当に、那美にお世話になりっぱなしで頭が上がらない。


    「あのさぁ、さっちゃん、訊きたいことがあるんだけど、いいかな？」


    「ん、どーしたの？」


    　那美はさちに、どうしても疑問に思っていることを思い切って訊いてみることにした。


    「どうしてまた高たか田だくんと付き合うことになったの？」


    「いや、まぁ私が私じゃなかったというか……、好きじゃなくなったというのが夢だったというか……」


    　いくら親友とはいえ、詳しよう細さいまでは那美に語れないので、曖あい昧まいな返事しかできない。しかし、いかにも「隠しごとしてますよー」という顔なので、那美はさちの顔をじぃーっと覗のぞき込む。


    「うーん、でもさぁ……、あれってさぁ、たしか告コクった当日だったよね、さっちゃんが」


    「……そうだけど」


    「別れてからしばらくは訊けなかったけどさ、当日にそりゃーねぇよ！　ってあたしは思ってたのよ。また付き合いだした、今ならいいかな～？　なんて思って訊いてるんだけど」


    「うぅぅっ、それは……」


    　さちは、那美が自分のことを気遣ってくれたことに対してとても嬉うれしく感じた半面、那美の協力がなければ今でも告白せずに燻くすぶっていたんじゃないかと思うと、言い逃のがれができる状じよう況きようではなくなってきているような気がしてきていた。


    「一つの目標があって、それを達成しちゃったら、もうやる気なくなっちゃう人っていうのは確かにいると思うし、昔そんなことあったでしょ、さっちゃん」


    　確かに、さちには何度かそういう経験があった。昔、さんざん犬が欲しいとねだって、買ってもらったことがあり、すぐに飽あきてしまって結局ご近所にあげたことを思い出した。その時は、めちゃくちゃ怒られたっけ……。


    「だってさっちゃん、すっごい妄もう想そうしてたじゃない。高田くんと付き合い始めたらどこに行くんだー、とか、一緒にあれがしたい、これがしたい、と毎日のようにとらぬ狸たぬきのナントカだったくせに」


    　……どうやら那美は、さちに思い出に耽ふける暇ひまを与えてくれないようだ。


    「ああ、もうそれは言わない約束でしょー。それだけじゃ虚むなしいし、らちがあかないってなみちゃんに言われたから、……だから、告白したのに」


    　あれー、そうだっけー、と那な美みは舌を出して笑う。これは、那美がさちをからかっているときの仕草。そんな姿も、さちは長く見ていなかったような気がして、懐かしく思えた。


    「だったら、どうして振ったのかなーって」


    　墓ぼ穴けつを掘ってしまった。これでは答えざるをえないではないか。既死者ゾンビなどという、非現実的な部分ははしょって説明する……にしても、ふいに恋心が消えるというのも非現実的なような気がしてならなかった。


    「いや、待って……あたしが答えるから……当てたら、なにかおごってね」


    　まるでクイズのように那美は宣言し、うーんと腕を組みながら、あーでもこーでもない、と腕を組みつつ思し案あんしている。ときおり、いやそれはないか……とか、いや、そっち方面はまだでしょ、などという声が聞こえてくる。


    　この間に、なにか言い訳を考えなければ……。といろいろと頭を巡らせるさちであったが、なんの妙みよう案あんも思いつかない。このままでは、アツミの名めい誉よを下げることになってしまうかもしれない、と焦あせっているところに、ついに、那美が口を開く。


    「あれだ。最近流行の、素直になれないってやつでしょ？　『べつにアンタのことなんて好きでもなんでもないんだからっ!!』ってやつ。そして、あえてそっけなくしておいて、キャッチ＆アンドリリース。さっちゃんへの想いに気づかせて、喰いついたところを、フィ────シュ!!」


    「…………」


    　さちには言っている意味の半分ほどしか理解できなかったし、内容的にも決して正解とは言い難かったが、客観的にみれば、当たらずとも遠からずであるのが恐ろしい。


    　那美が、どう？　当たってる？　ときらきらした目でしきりに訊いてくる。本当のことを言わなければならない状じよう況きようは、なんとしても避けたかったし、言い訳も思いつかないので、苦にが笑わらいしながら仕方なく無言で頷うなずき、それを肯こう定ていした。


    「やっぱりね。あたしにはなんでもお見通しってこと!!」


    　偉そうに宣言されるが、べつに悪い気はしなかった。このまま、だんまりを続けて那美との関係がギクシャクすることに比べれば、ずっといいだろう。


    「そっかー、でもそんな高等テクニックを駆く使しするなんて、さっちゃんのお姉さん気取りだった自分が恥ずかしいよ……。それにしてもお主ぬし、策さく士しよのぉ～。あたしの番になったら、そのテクを伝でん授じゆしてね～」


    　那美はニタァ、と笑ってさちとじゃれ合う。さちは、この瞬間が心地よかった。たとえ、人間じゃなかろうが、死んでいようが、さちにとって、それは意味をなしはしなかったのかもしれない。


    「ほら、高たか田だくん来たよ。邪じや魔ま者はこのあたりで退たい散さんしようかね～」


    　那美に指摘されてはっとした。校門の前に、高田アツミは佇たたずんでいる。なぜあんな所に呼び出したのか、思い出すまで数秒の時間を要することとなった。


    　那な美みは、がんばってね！　とさちを励ました。うん、がんばるよ、という意思を示すために、強く頷く。


    「じゃーねー、高たか田だくん」


    　校門を通る際、那美はアツミにも挨あい拶さつを交わして、そのまま走り去ってしまった。そのとき、那美の手つきが、リールを巻く仕草だったので、アツミは疑問を感じたが、さちと合流すると、そんな疑問はすぐに吹き飛ぶ。


    「待った……かな？」


    「いや、べつに……。今、来たところだから」


    「そっか。じゃあ行こうか」


    　そのまま、無言で歩き出した。最初は話し掛けようとしたけれど、なぜか話が続かなかった。それでも、人影がなくなると、どちらからともなくその手を握った。


    



    　　　　　●


    



    　さちはアツミの手を引きながら、夕暮れの空の下を足早に歩いていた。


    　簡単なことだった。今までの好きな気持ちが消えてしまったなら、そんな過去のことは、忘れてしまうのが楽だったのだ。下へ手たに悩んでいても前に進めないということは、ついこの間学んだではないか！　だったら、なにを物もの怖おじすることがあるのか。


    「がんばれ私、負けるな私！」


    　吉よし岡おかさちは、嚙かみ締しめながら言ってみた。


    「ん？　なにか言った？」


    「ううん、なんでもないの」


    　せっかくの決心は、高田アツミに訊き返されたことによって、すぐに崩壊してしまう。さちは改めて、なんて私って勇気がないんだろう……、と思った。


    　そもそもこうやって二人で歩けているだけでも、よしとしようじゃないか……。いやいや、よく考えてみれば、それは確かに進歩かもしれない。


    　しかし、そんなことで満足していてはいけない。まずは、相手の出方を窺うかがわなければいけないのではないのだろうか？


    　でも、よく考えてみれば、アツミくんも私のこと好きって言ってたような気がする。そう考えると、躊ちゆう躇ちよなんて必要ないのかもしれない。ああ、でも恥ずかしい。


    　そういえば、今考えてみると、あっちも好きなんだから、立場は対等。こっちが卑ひ屈くつになる必要はないわけだよね？　そりゃ、一度は消えかけたかもしれないけど、先に好きになったのはこっちだし、トータル的には……。でもでも、あえて、そっけない態度を取って、あちらの態度を見るというのもアリかな？　なみちゃんも、そんなようなこと言ってたし……。


    「……吉よし岡おかさん？」


    　……あー、そんなの無理だ。すぐにぼろが出る。たぶん、逆に私のほうがそわそわしちゃいそう。


    「あれー、上うわの空そら……？」


    　馬鹿、そもそも、それで嫌われたらどーする？　取り返しがつかなくなってしまう。本当に嫌われたら……なんて考えたくもない。


    「吉岡さんっ!!」


    　ああ、なにかアツミくんが言っているけど、聞こえない。私の肩なんか叩いて、なにもついてないよ……。


    　などと、アツミの精一杯の言葉を、さちは自分のことばかり考えていて、完全にスルーしてしまっていた。


    「はい……、なんでしょうか……？」


    「僕の話聞いてた……？」


    　思わず敬語で返事をしたが、その内容を教えてもらう前に、逆に訊き返されてしまう。どうやら、さちが認識する以前から、アツミはなにかを言っていたようだ。


    　これはまずい。どう考えても、聞いていなかった私が悪い……とさちは慌あわてふためくが、それをいつものように、表情や体で表現するわけにはいかず、思考が停止してしまう。


    　ああ、こんなとき誰か助けてくれないだろうか。なみちゃんは……いないよね。ははは、嫌われちゃったら、どうしよう……と、逃とう避ひした思考がさちを支配する。


    （ああ、もうじれったいなー。ちゃんと話は聞いときなよー）


    　どこからともなくそんな「声」が聞こえた気がして、さちは驚いた。助け舟を出した。あれれ久しぶり、と挨あい拶さつを交かわそうと思ったが、とりあえず、話を合わせることが重要だったので、「声」に合わせて喋しやべってみる。


    「うん、聞いてたよ」


    　内容まではわからない、と「声」は言った。だから、それだけしか言えなかった。


    「そっか、ならよかった」


    　ほら、こんなふうに適当でいいのよ、などと無責任に言う。それに反論しようにも、結果的に話題は流れたので、反論の余地はない。


    「ところで、どこに行くつもりなの？」


    　無意識のうちに歩いていたが、よく道を外れなかったなぁ、と驚きつつ、アツミには、


    「ひ・み・つ」


    　と、もったいぶってみる。まぁ、ほとんど流されてしまっていたが……。


    　それからすぐに、目的地に到着する。


    「ほら、着いた!!」


    　さちがアツミを連れてきた先は、学校から程近い河か川せん敷しき。通学路でもあるこの川沿いは、アツミも知ってはいたが、普段はなんとも思わないような所だった。魚が泳ぐほど綺き麗れいな川ではないにしろ、ゴミなどが散乱するほど汚いわけではない、そんな川だった。


    「ここは……？」


    　だが、夕刻のこの場所は、普段とはまるで違うものだった。夕陽がきらきらと水面みなもに反射して、朱しゆ色いろに輝いている。風が吹くと、きらきらと光る太陽の朱色も、水面と同じようにゆらゆらと揺れる。


    　単体で見ると、たいしたことのない水鳥も、飛んでいるときは、空という第二の川を泳ぎ、泳いでいるときは、川という第二の空を飛んでいるようにみえて、なんとも優ゆう雅がだった。


    「ね、綺麗でしょ？　ここ、私のとっておきの場所なの。これをアツミくんと一緒に見たくて連れてきたんだ！　──どうかな？　綺麗かな、ここ」


    「……ありがとう」


    「え？」


    「すごいよ。こんな綺麗な景色初めて見た！　本当に、ありがとう……」


    　少しだけ沈ちん黙もくがあった。さちには、その答えは予測はできていなかった。計算で動くタイプではないくせに、想定外のことにも、滅めつ法ぽう弱いのがさちなのである。


    　さちに理解できなかったアツミの気持ち──ありがとうには、たいした意味はない。


    　アツミは、昇天結社アセンシヨンであるとか、既死者ゾンビであるとか、その他もろもろ、いろいろなことを、さちに説明しようと思っていたのだった。しかし、こんな綺き麗れいな風景を見せられて、どうでもよくなった。


    　大事なことは、新しく普通の、日本人の高校生という生き方を与えられて……いや、勝ち取ったアツミにとって、吉よし岡おかさちという女の子が大切だ、ということだ。それを認識できたことに対する、ありがとうだったのだ。


    　確かに先週の金曜日と同じで、アツミには繫つないでいたさちの手から体温は感じられなかったけれど、それは自分を基準にして考えるからで。「体温を感じない」のではなく、「低いだけ」なのだ。存在しないということはない。確かにあるのだ。


    　だから、今のこの気持ちも確かに、存在している。だが、それを口に出すには恥ずかしい。


    （ヘタレね。あんたもあたしも……）


    　アツミは、痛いところを誰かに突かれたような気がしたが、誰もいないことを確認すると、空耳だと思い込んだ。


    　さちもまた、心の中で囁ささやいている誰かがいるような気がしたけれど、あまり気にしなかった。


    「あのさぁ、明日暇ひまかな？」


    「うん、放課後はね……」


    「だったらさ、私、お見舞いに行きたいの。……タダヒコくんの」


    　タダヒコは命に別状はなく、自宅療りよう養よう中だった。


    「いや、タダヒコは、謝あやまり合いになるからいいって言ってた」


    「でも、悪かったのは私だし、それに一応、タダヒコくんは私の初デートの相手だから……」


    　その言葉は、アツミをへこませるのには十分な破壊力を持っていた。


    　あはは、そーなんだ、とアツミは目をぱちくりさせている。


    　さちはさちで失言に気づき、自分を責めながら、真っ赤になってうつむいた。


    　傍ぼう観かんしていた「声」も、このままじゃらちがあかない……というか、どうしようもない、と笑い声になりつつさちに力を貸した。


    「それでも私行くから。私が謝りたいから行くの。それだけ!!」


    （はい、タッチー）


    　言うだけ言って、主導権はすぐにさちに返す。さちは、ええー、困るよー、と心の中で喚わめいていたが、


    「そうだよね、タダヒコもなんとか説得してみるよ……」


    　と、アツミが返してくれたので、なんとかことなきを得た。


    （一応言っとくけど、私はあんた。別人格なんかじゃない。本当は、そうしたいと願っているのは、あんたなんだから、私を恨うらまないように。その代わり、あんたの体を乗っ取ったりはしないから。安心してね。もしかしたらあんたがピンチのときにはまた現れる……かもね。あんたにとっては、アツミくんに嫌われちゃうのも、殺されちゃうのも同じくらいピンチだからね）


    　言いたいことだけ言って、「声」は消えた。都つ合ごうのいいことこの上ない女だったが、さちにとっては、味方であることは間違いない。ただ、ちょっと言葉遣いが悪いような気がしたが……。


    　川の下流のほうを見ると、海に繫つながっていて、今まさに太陽が沈もうとする瞬間だった。


    「んじゃ、家まで送るよ。あのときはできなかったしね……」


    　拒否した記憶を思い出して、さちはなんだか悔くやしく思えた。


    「あのさ……」


    「ん？」


    「『さち』って呼んでもらっていいかな、私のこと……。その代わり、高たか田だくんのこと『アツミくん』って呼ばせて！　ダメかな？」


    　さちが、アツミを見つめる。沈もうとしている夕陽に照らされて、少しだけさちが大人っぽく変わる。


    「……さ・ち」


    　アツミは感情が高ぶってきて、恥ずかしさに負けそうだったが、なんとか言った。これを言わなきゃ、男じゃない!!　などと思い込んで、それほどの決心がいった。構わないで、と言われたら、すぐに好きになって、その瞬間に想いを伝えたというのに、なんだか不思議な話だった。


    「ありがとう、アツミくん!!」


    　さちの既死者ゾンビになって決して変わらないはずの顔色が、赤く見えたのは気のせいだったのだろうか？　それとも夕陽のせいで、そう見えただけだったのだろうか？


    　えへへ、とさちは笑って、そっぽを向いた。


    「？　？　？」


    「競走しようか!!　私の家まで」


    　もうわけがわからないノリだった。アツミは、なぜ競走なんだ……？　などと思ったりしたが、あまり考えないことにする。


    　この瞬間、一瞬一瞬を大切にしよう、と思うだけだった。


    「あの、僕、さちの家知らないんだけどー？」


    　そして、さちの──吉よし岡おかさちの世界は廻まわりつづける。


    　廻る方向が変わってしまっても、高たか田だアツミという道しるべが、きっとさちを導みちびいてくれるはずだから。

  


  
    　あとがき


    



    　朝読んでくださっている方はおはようございます。昼読んでくださっている方はこんにちは。夜読んでくだっている方はこんばんは。三み日か月づきと申します。どうも、はじめまして。


    　今、あとがきを読んでいる方の中には、ついさっき本編を読了された方もいれば、書店で本作をパラパラとめくり、「お、この絵かわいいなぁ。でも本編読むのめんどーだし、とりあえずあとがき読んでみようかなぁ……」と思った方など、さまざまだと思いますが、どんな形であれ、本作を読んでくださった方には、感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございます。


    　いきなりですが、私は今テンションが上がりすぎて、少々どころかかなりハイになっております。ちなみに現在、午前三時です。三十分ほど前に、原稿の最後の直しの作業が終わって寝ようとしたところで、担当のＧ様から電話がかかってきました。表紙とカラー原稿のラフ画ができ上がったので、メールで添付して送信します、との内容です。


    　marukuまるく様の絵は、サイトなどで拝見していたのですが、頂いたラフ画が、おぼろげながら私の中にあったキャラクターのイメージと合致していたので、すっかり眠気も覚さめてしまいました。明日は学校ですが、どうやら今夜は寝られそうもありません。


    　私は絵心がまったくないので、自分の小説に絵がつくということが非常に嬉うれしいです。どのくらい絵心がないのかというと、小学生のころ流は行やりに流行っていたポ○モン（小しよう学がく館かんから出る本なので伏ふせ字じの必要はないかもしれませんが……）のキャラを、クラスメイトたちは見ないですらすらと、リザー○ンとかミュウ○ーとか描く中で、私は元絵を見ながらでもディ○ダを描くのが限界だったくらいです。なんのことを言っているかわからない方、すみません。


    　実はこのあとがき、本当はかなり長いものにする予定だったのですが（あとがきとかを先に考えちゃう人間です）、都つ合ごう上、二ページしか取れないらしいです。二ページ以上書こうと思えば書けるらしいのですが、そうすると値段が上がってしまいます。それはさすがに困るので、二ページに収めたいと思います。「書くことがありません」とか「あとがきってなにを書けばいいの？」という悩みはないので、できるだけぎっちり書きます。ああ空白がもったいない。


    　もうスペースがありません。やばい、これは大変！　まだ、関係者への感謝の言葉が残っているのに……。改行するのも無む駄だなので、このまま一気に行きます。まず担当のＧ様の的確なアドバイスに感謝です。深夜に何度も電話かけてすみませんでした。次に挿さし絵えを担当してくださったmaruku様。前述のとおり、イメージぴったりです。ホント最高です！　ガガガ文庫編集部の皆様、審査員の方々、校こう閲えつ様、Ｙ本先せん輩ぱい、友人のＮくん、支ささえになってくれた家族、この作品を世に送り出すのに関わった皆様、そして『さちの世界は死んでも廻まわる』という作品を読んでくださったあなたに、この場を借りてお礼を申し上げます。うわっ、あともう二行しかありません。本当はまだまだ書きたいことは山ほどありますが、このへんで結びとさせていただきます。また皆様にお目にかかれることがあれば嬉しいかぎりです。

  


  
    三日月


    Mikazuki


    



    １９８７年３月10日生まれ。鹿児島県霧島市隼人町出身。ｉＰｏｄをｉＴｕｎｅｓに接続すると、全部再生するまでに「10日」とか表示されちゃう20歳。いつでも、毎日を楽しく生きる方法を模索中。でも探せる余裕がある時点で、結構人生楽しんでるかも。
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